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【ＥＳＤオンライン交流報告会（児童生徒の部）での1場面】

【Ａ小学校６年生 児童】 
来年は、総合的な学習の時間で 
どんなことをやりたいですか？ 

【Ｃ中学校 生徒】 
国連との５日間の交流で、 
一番印象に残ったことは何ですか？ 

【Ｄ中学校 生徒（ピースメッセンジャー）】 
国連国際学校では、100 か国以上の国籍をもった子どもたちが
学んでいて、皆違うことが当たり前という環境が印象に残り、
素敵なことだと思いました。

【Ｂ小学校５年生 児童】 
総合的な学習の時間で何をやるかは６年生になって
から決めることだけど、自分は人の役に立てること
をやりたいです。



2020 年に世界を覆った COVID-19 パンデミックは、グローバル感染症の脅威に加え、数多くの私た

ちの周りにあった問題を浮かび上がらせました。そして、経済のグローバル化が進み、国を超えた人の

往来が増えたことで感染症は広がりやすくなっています。その感染症は健康を守るための社会システム

のあり方、多様な学習環境へのアクセス、働き方、貧困や格差などの社会問題を浮かび上がらせていま

す。このように、今、私たちの前にある問題は、いずれも 環境、社会、経済が相互に影響しあう“複雑

な問題”となっていることが実感を持って感じられるようになってきたとも言えるでしょう。 

SDGsの主題は「持続可能な世界」の実現ですが、現在のように厳しい問題も多く直面し、経済社会

の状況が変化する中で、地域が、ビジネス、学校が 「持続可能である」とはどういうことなのか、そこ

から考え直すべき時が来ています。UNESCO のレポート『教育のための社会契約』でも指摘がなされ

ているように、何をしないのか、何を続けたいか、どうありたいのか、を問う時代となりました。多く

の人が気づいているのは、20 世紀の経済社会の考え方のままでは持続できないということです。まさ

に、各自が社会・情動的知性（SEI）を醸成しながら、自身のあり方（I、Be）、市民性のあり方（We, Be）

が問われているとも言えるでしょう。 

横浜市では、2016年度に文部科学省「グローバル人材の育成に向けた ESDの推進事業」の採択を受けて以

来、「横浜市ESD推進コンソーシアム」を立ち上げ、多様な学校とともに持続可能な開発のための教育（ESD）の

充実に向けて連携・協働を進めてきました。2021 年度からは、文部科学省「SDGs 達成の担い手育成（ESD）推

進事業」（教育（学習）効果の評価・普及）の採択を受け、学びの可視化やプログラムの評価に挑んできました。

COVID-19パンデミックの影響のもとで、学校運営、学級運営が厳しい状況の中でも、本報告書を通し

てさまざまなチャレンジを窺うことができます。 

とりわけ、この数年の「変容」は、学校、教職員、児童生徒らが、持続可能な未来に向けた教育・学習について

主体的に考え、関わることにより、各々の学校の個性や文脈が活かされた取組が多く見られるようになってきまし

た。日々の授業研究や教員研修、年度末の報告会などを通して、自身の取組を発表・共有するだけでなく、お

互いのいいところを尊重し合いながら学び合い、さらに学校の個性や文脈を活かした取組として「変容」させてき

ている点に特徴が見られるようになってきました。これらの個性ある学校の変容は、当初から ESD を学校全体で

取り組むことを軸に据えるという「ホールスクール・アプローチ」によるものだと思っています。 

 これから、ますます「正しさの衝突」が強くなる時代において、多様な主体とのコミュニケーション

（越境コミュニケーション）がますます重要になります。立場や世代、分野を超えて、多様な考え方を

どう今後に活かしていくかが求められていると言えます。自身のあり方、市民性のあり方を問い、実践

し、議論を深め、学び合う本コンソーシアムの発展を切に願い、挨拶に代えさせていただきます。 

横浜市 ESD推進コンソーシアム・コーディネーター 

東京都市大学大学院 環境情報学研究科 教授 



本報告書の発行にあたり 

 2021 年度は、文部科学省の「ＳＤＧｓ達

成の担い手育成（ＥＳＤ）推進事業」の指定

を受け、中でも「教育（学習）効果の評価・

普及」の分野で、実践や研究して３年目にな

ります。今年度はユネスコ・スクール４校、

キャンディデート（candidate）１校を含む、

ＥＳＤ推進校を 26 校指定し、ＳＤＧｓの達

成の担い手育成（ＥＳＤ）事業を推進してき

ました。 

ＥＳＤとは、「新たな価値観や行動等の変

容をもたらし」「持続可能な社会を実現して

いくことを目指して行う学習・教育活動」と

定義されています。「ＥＳＤを進めることに

よって、認識や価値観、行動の変容を視覚化

するということはどのようなことか」という

ことを推進校とともに実践・研究し明らかに

してきました。 

１年目は、テーマである「教育（学習）効

果の評価」とはどのようなことか、本市が進

めてきたＥＳＤとの関係をどのように考え

たら良いかというところから始めました。 

「評価」という意味の捉え方についても、

学校の文脈に当てはめたときに「できた」「で

きなかった」という狭義の捉えにならないよ

うに、意図的に「評価」という語句を用いず、

代りに「変容を視覚化する」あるいは「価値

を引き出す」という語句を用いてきました。 

このことは、第３章の筆者である東洋大学

（インド工科大学）米原教授が指摘されてい

ると通り、評価（evaluation）という語句に

対する様々な捉え方がある中で、ＥＳＤ評価

とは、その原義である「価値を引き出すこと

(Extract-value)」そのものであり、２年目

以降は、指導者のみならず学習者である児童

生徒自身も価値を引き出したり、見出したり

するものにしようと研究を進めてきました。 

この考え方はＥＳＤの評価にとどまらず、

このたび改訂され、小中学校では全面実施さ

れ高等学校においては年次進行されている

学習指導要領のもとでの「学習評価」にも通

じる考え方であることは言うまでもありま

せん。 

このことは、主体的に学習に取り組む態度

にとどまらず、主体的に社会にある課題に取

り組もうとする態度の育成に通じるものが

あります。また課題解決に当たっては、「な

ぜ」「何のために」という学習の「目的」を明

確にして、解決に当たっては「どのように」

「誰と協働して」といった「手段」を考える

こと、つまりは「目的」と「手段」の関係性

を明確にしたうえで、その関係性に一貫性を

もたせること（ロジックを構築する）が重要

になっていくことは言うまでもありません。

このことは、ＶＵＣＡ時代を迎えた今日にお

いて、学校教育にとどまらず、ますます重要

になってくるでしょう。 

第１・２章では、推進校が実践してきた、

「価値を引き出す手法」を取り上げています。

アンケート調査は、集団の大まかな傾向性を

捉える手法として有効で、例えば、学期の始

めと終わりに実施をすることによって、「変

容を視覚化する」ことができます。しかし、

このアンケート調査の変化のみをもって、換

言すると数値の変化だけをもって「変容を視

覚化」できたと結論づけるには十分とは言え

ません。その理由として、アンケートの実施

時期や質問項目に対する発達段階に応じた

質問項目になっているかなど、難しさも考え

られます。そこで、アンケート手法だけでな

く、テキスト・マイニングや思考ツールなど

を用いて、個々の児童・生徒あるいは教職員

の記述、発言などの変容にも着目する実践も

見られました。このことはＥＳＤ自体の取組



が多様である以上、その評価手法も多様であ

ることに留意する必要があることは改めて

指摘しておきたいと思います。 

第４章では、本市ＥＳＤ推進コンソーシ

アム交流報告会の「教職員の部」と「児童生

徒の交流の部」の様子がまとめてあります。 

「教職員の部」では、UNESCO のレポート

『教育のための社会契約』（以下「社会契約」）

の和訳をもとに 2050 年に向けて「教育につ

いての３つの問い（ There are three 

essential question）」「何を継続すべきか、

何をやめるべきか、何を創造的に再構築すべ

きか」ということについて議論を深めました。

ここで一つだけ紹介すると、何を再構築する

かについて「学校の存在意義」という意見が

ありました。さらに「新たな学校の存在意義

を見つめなおすことが、学校を創るというこ

とではないか。」と付言されていました。 

これまでの学校教育は社会の要請に応え

るということで制度設計され、社会にとって

必要な人材育成を目的に行われてきました。

しかし、今日のようなＶＵＣＡ時代において、

社会共通の目標を見出せない中で、社会の要

請というような「受け身」な姿勢ではなく、

ＳＤＧｓの達成を一つの指針としながら目

指すべき社会を自分たちで創造する「主体」

を育成するように「学校教育」が変容してい

く必要があるようにも思います。 

また、「社会契約」に３つの問い以外にも

注目すべき部分があります。ＣOVID-19 の

影響も長期化する中で、デジタル技術によっ

て、リアルな活動からＩＣＴを活用して代替

可能なものが数多く登場し、利便性を享受で

きるようになってきています。しかし、「社

会契約」に中には、「デジタル技術は学校に

取って代わるものではなく、学校を支援する

ものでなければなりません」という一文があ

ることは注目しておく必要があります。デジ

タル・テクノロジーの進展は大きな社会変容

をもたらす可能性があります。目指すべき社

会像において、人権すなわち－包摂、公正、

協力、連帯あるいは倫理などの価値観をより

一層一般的な原理とすることとし、それを否

定するものではあってはならいことにも言

及しておきたいと思います。 

最後に交流報告会「児童生徒の部」につい

て、その振り返りの一部を紹介したいと思い

ます。中には、児童生徒自身がＥＳＤに関す

る学習や活動の価値を引き出したものが多

数ありました。 

・行動をすることで未来を変えたり、社会を 

変えたりすることができるかもしれない 

ので行動が大事だと感じました。 

・自分たちで何ができるかという発想力や

行動力が大事だと思いました。世界のため

に何かをしようというのも大切であると

思いました。

・今までの活動の中で、私はＳＤＧｓ達成の

ために大切なのは活動の継続性とより多

くの人がその活動に参加をすることだと

思いました。 

・中１のときは（ＳＤＧｓを）詳しく知って

いる人はほとんどいなかったように思い

ますが、今年度の活動を通して誰かに言わ

れたからではなく、自分たちが考えたこと

を実行に移すという、当事者意識が生まれ

ました。

これらの児童生徒のコメントを読み返

してみると、私たちＥＳＤを推進する側の

価値も引き出されていることに気付く内

容が多数ありました。 

本市のＥＳＤの実践が「私たちの未来を

共に再構想する」という新たな社会づくり

の一ページにつながることを願い本頁の

まとめとしたいと思います。 

横浜市教育委員会小中学校企画課
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横浜市立 ユネスコスクール 
ＥＳＤ推進校の実践事例 



 

毎年、異動がある中で、職員が入れ替わっても

ＥＳＤに取り組み、持続可能な学校づくりができ

るかどうかが試されている。永田台小学校でも管

理職をはじめとした職員の入れ替わりがある中

でも、ＥＳＤが根付き、発展していっているのは

なぜなのだろうか、と考えた。その根底には、「ケ

アリングを土台としたＥＳＤの取組」がある。こ

の「ケアリング」は、もはや永田台のＥＳＤとい

っても過言ではない。この「ケアリング」は、永

田台小全ての学校教育活動の根底に流れている。

また、その「ケアリング」は地域活性化にもつな

がり、まさに学校変容が地域変容を起こしている。

そこで実際の取組を紹介する。 

 

 

（１）目指す子どもの姿の共有

毎年異動がある中で、４～５月は教職員の対話

を多く研究会に取り入れている。互いを知り合う

ことから始め、教育観や自分の大切にしているこ

とを伝え合う。そして、新年度に出会った子ども

を思い浮かべながら、具体的にどのような子ども

を目指していくのかを語り合うのである。研究主

題である「一人一人が夢中になって学び続ける姿

とは」をブロックで語り合い、全体にも共有する。

共有することで学校全体で児童を育てていく意

識が高まっていく。（ホールスクールアプローチ） 

（２）夢中になって学ぶ子どもの姿～ＳＤＧｓの

視点～ 

生活・総合的な学習の時間を柱に夢中になって

学ぶ子どもの姿が、ＳＤＧｓのどの目標に紐づい

ているのかを大切にしてきた。 

４年の「生ごみ大変身大作戦」では、給食の生

ごみをたい肥にする活動を行っている。地域のカ

フェ「ほっとサライ」にある「キエーロ（生ごみ

コンポスト）」の活動をきっかけに始まった。ごみ

を減らすだけではなく、栄養のある土で花や野菜

も育てることができるので循環を体感している。

一人ひとりの問いを大切に、「消えやすい生ごみ

の組み合わせ」や「生ごみが消えるバクテリアの

不思議」など、探究している。この活動を地域の

人に広めていくことに向けて取り組んでいる最

中である。 

１ 横浜市立永田台小学校 【ユネスコ・スクール】 

学校教育目標「一人一人が輝く永田台」 

知：学び続ける 徳：ともに豊かに 体：心も体も元気に 公：持続可能な未来を 開：地域と夢 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

学校教育目標を資質・能力の三つの柱で整理を

し、教職員で具体的な子どもの姿で育てたい力を

共有した。そして、育てたい力は、ユネスコスク 

ールの理念（平和、国際理解、環境、ＥＳＤ、Ｓ

ＤＧｓの推進）を教育実践していくこととも重な

る部分は大いにあることが分かった。永田台小学

校の学校教育目標からユネスコスクールとしての

意義とつながりのあるところに色付けてみると、

ほぼ網羅していることに気付いた。このように、

学校教育目標の実現を目指することが、ＥＳＤを

通して育成したい資質・能力と紐づいている。 



写真１ 生ごみを毎日土に埋めている姿 

（３）地域に広がるＥＳＤの輪

 地域に開かれた教育活動を行った結果、地域と

のつながりがより強くなった。事務職員と地域コ

ーディネーターが連携をし、学校の芝刈りの作業

を実施した。多くの地域の方が参加をしてくださ

った。また、その後に本校の教職員がヨガクラス

をし、地域の方のウェルビーイングにもつながっ

ている。 

ンケート」を実施している。アンケート項目

は、学校教育目標やＥＳＤの視点を軸に構成さ

れている。その結果内容を見ると、「だれかの役

に立つ人になりたいと思うか」についての項目

が、９４％となっており、非常に高い。（図１）

ＥＳＤの実践を通して、地域とつながり、自己

の問いを探究したことによる成果といえる。ま

た、自ら行動したことで、地域の人に感謝をさ

れたり、友達と協働したことの達成感がこの結

果にもつながっているのではないだろか。 

図１ 令和３年度「ながただいっこアンケート」 

 また、変容の根底には、自己肯定感の向上が

欠かすことができないと考えている。自己を大

事にすることで、他者を大事にすることにも広

がり、社会変容へとつながっていく。少しずつ

自己肯定感が高まっていることが分かる。（図

２）しかしながら、自己変容は、すぐに表れる

ものではない。このように経年変化を数値化し

ていくことで、着実に児童の変容を見取ること

ができる。また、生活・総合を柱にしたＥＳＤ

の実践の成果ともいえる。 

図２ 平成２３年度～令和２年度

「横浜市学力学習状況調査」の生活意識調査の経年変化

図３ 令和３年度「ながただいっこアンケート」 

リキュラムに入れることにより、全ての学校教

育活動でＥＳＤが広がっていった。この捉えを

教職員同士の対話を通して、積み重ねていくこ

とも大切であると考えている。永田台小学校に

関わる人たちと共に同じ方向で持続可能な学

校、地域を創っていくためのリーフレットを作

成し、更なる可能性にチャレンジしていきた

い。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

毎年、永田台小学校では、「ながただいっこア

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

ＥＳＤを資質・能力ベースで捉え、学校のカ



 徳体公開）」の 5つ

の視点、ユネスコ

が示した「ＥＳＤ

の学習の柱」の 3つ

の視点との整合性

を図っている。こ

の表は作成後、見

直しを適宜図るよ

うにしている。 

また、ある学級では、総合的な学習の時間の

授業で定めた「問い」に対する自分なりの答え

を定期的にノートに記し、それを見直しする時

間をもつことによって自分なりの変化に気づけ

るよう実践をしてきた（写真２）。 

１ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

２ 横浜市立幸ケ谷小学校 【ユネスコ・スクール】 

学校教育目標 

自分 友だち 社会の幸せをつくる子ども 

学校教育目標

図１「資質・能力表」

（2020）

写真１ 

「思考ツール」 

写真２ 

「児童のノート」 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

次に「変容の視覚化」に向けた代表的な実践

を取とり上げる。 

 児童の省察を深める実践には様々あるが、あ

る学級はＰＭＩやバタフライチャートなどの思

考ツールを用いている（写真１）。この学級で

は、自分たちが行った総合的な学習の実践に対

して、どのような成果や課題があったかを思考

ツールを用いて整理し、共有し合うことを繰り

返してきた。 

本校では、「自分 友だち 社会の幸せをつくる

子ども」という学校教育目標を掲げており、ESD 

を柱に学校教育目標の達成に向けて尽力してき

た。特に、総合的な学習の時間、生活科の実践に

おいては、長年にわたって積み重ねてきた経緯が

あり、その成果は内外共に高く評価されている。 

この３年は、「子どもと教師の変容を促す効果

的なリフレクション研究」とのテーマ設定の下、

リフレクションを取り上げて重点研究を行ってい

る。リフレクションは、ＯＥＣＤが定める国際標

準の学力であるキー・コンピテンシー（資質・能

力）の核心であり、「Ｔｈｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ2030」には、リフレクション

が位置付けられている。また、ユネスコの「自分

自身と社会を変容させるための学び」の特徴を表

すキーワードでもある。児童自身が、自らの思考

と行動を省みて変容を続けることは、持続可能な

社会の実現に向けて、欠くことができない能力で

あろう。 

本報告書では、「変容の視覚化」という本市テー

マの視点において、この３年に渡るリフレクショ

ン研究における実践について報告をする。なお、

本校では「児童と教職員の変容」がテーマではあ

るが、紙幅の関係から、授業実践等における児童

の変容の視覚化の手法が中心の報告となる。 

２ 学校教育目標と 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

まず、本校の学校教育目標とＥＳＤを通して育

成したい資質・能力とのつながりにおいては、「幸

ケ谷小学校で育てたい資質・能力表」を作成して

いる（図１）。本表では、系統性を明確にして、各

発達段階の目指すべき子ども像の資質・能力を明

らかにした。発達段階が系統立てられていると共

に、「学校教育目標」、横浜市の教育が育む力（知



上記に記したのは本校のリフレクション実践

のごく一部であるが、こうしたリフレクション

の積み重ねが、児童の行動変容へとつながって

いる実践は数多く見受けられている。 

表１ 2020 年度の質問紙の検定結果（心理検査の

t 検定によって有意差がみられたもの） 

平均値 認 知 的

方略 

外的リソー

ス方略

学校教育目

標への意識 

１回目 4.11 4.21 4.55 

２回目 4.32 4.50 4.77 

この結果から、児童のリフレクション（質問

紙内では振り返りと記述）に対する意識への肯

定的な変化があり、その際に教師や友達との関

わりを児童が重要視していることがわかった。

また、学校教育目標にある自分や友達、社会の

幸せが、生活科や総合的な学習の時間とのつな

がりを意識していることがうかがえる。 

ある学級の１年間の実践の変化をＫＨｃｏｄ

ｅｒというテキストマイニングを用いたものが

ある（図２、図３）。先に記した問いにおける児

童のノートの分析である。この学級では、地域

にあるステンドグラスをテーマに総合的な学習

の時間の実践をしてきた。ここでは、地域の会

館に保存されているステンドグラスを題材に、

「ステンドグラスは何故残されたのか」との問

いに対する児童の回答の変化をあらわしてい

る。この図からは、当初、児童の回答の視点が

限られていたものだったのが、実践を重ねるに

つれて震災や戦争などの地域の歴史、人々の願

いや思い、などの多様な回答が生まれるだけで

なく、それぞれの思考につながりが生まれてい

ることが読み取れた。 

以上、本校のリフレクション実践と成果の一

端を紹介してきた。しかしながら、このような

視覚化された変容は、児童自身に思考や価値観

などの内面の変化がともなってこそ生まれる成

果であることは自明である。そして、たとえ、

そのような変容がみられない児童がいても、「誰

一人取り残さない」との信念のもと、関わって

いくことこそがＥＳＤ実践であることを、本校

では確認し合ってきた。また、冒頭に記したよ

うに本校では「児童と教職員の変容」に向けた

リフレクションがテーマである。児童の変容を

求めるならば、教職員が変容をしていかなけれ

ばならない。引き続き、持続可能な社会の創り

手の育成に向けて本校の実践に努めていきた

い。 

図２「テキストマイニング①（導入単元）」 

図３「テキストマイニング②（終末単元）」 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値 
（evaluation＝評価） 

 本校では、昨年度より、抽出クラスを対象に

児童のリフレクションや学校教育目標に対する

意識調査をしている。様々な変容が各学級に見

られるが（表１）、共通して出された成果として

認知的方略、外的リソース方略、また学校教育

目標への意識の平均値が、高まっている傾向が

読み取れた。 



３ 

そこで、「自分たち

の日々の委員会活

動から達成できる

ＳＤＧｓは他にな

いか、同じ目標か

ら他にできるこ

とはないか」等の

問いかけを生徒へ投げかける提案を行った。結果、

委員会目標と紐づけている「委員会を通して達成

したいＳＤＧｓ」の幅が広がり、生徒が日々の活

動をＳＤＧｓとつなげて考える視点も深まって

いる。 

 

Ｗｈａｔ？～「何を」は思考のきっかけ～ 

全校ワークショップから始まる「多面的・総合的に考える力」 

「ヨコハマＳＤＧｓデザインセンター」と協働

し、「間伐材を利用した木のストローを作る」ワー

クショップを全校で開催した。ストローが環境だ

けではなく社会・経済の課題を解決することを学

び、身近な行動がＳＤＧｓの総和的な達成につな

がることを委員会や文化学習発表会等の様々な

場面で考えるきっかけにつなげた。ここに至るま

で生徒会本部役員と中央委員会から新成したプ

ロジェクトチームが当日のＧｏｏｇｌｅＭｅｅ

ｔによる運営だけでなく、その意義を伝えるため 

 

に「横浜の時間」を企画し、「2030 未来への分岐

点暴走する温暖化～脱炭素への挑戦～」（ＮＨＫ

スペシャル）の全校視聴に向け、ポスターやオリ

ジナルラジオで「地球が抱えている重大な問題が市中

生の 10年の行動にかかっている」ことを訴えた。ワー

クショップ後チームが作成したＧｏｏｇｌｅフ

ォームで全校アンケート

を実施した結果、50％の

生徒が「自身の考えや行

動が変わった」と回答し、

「家族にワークショップ

について話した」生徒が 7

割いることから、全地球的課題に多くの生徒が足

元から行動する意志があることが分かった。 

文化学習発表会～多様な視点を束ね・発信力を磨く 

『Ｃｈａｎｇｅ Ｏｕｒ Ｌｉｆｅ(持続可能な世界に

するために自分たちから変わろう！市中から世界を変える一歩を)』の

テーマで、各クラスが「ＳＤＧｓ17の目標」の一

つを研究し発表した。目標の背景にある多様な問

題に対し、解決策を調べるだけでなく身近な生活

で実践できることを発信。「市中の誰もが共感で

きる伝え方」に各クラス総力を注いだ。 

図書館は「つながり」を提案するひらめきハブ 

文化学習発表会の調べ学習に合わせ、SDGs を

「環境・社会・経済」の３分野に統合した大規模

な本の展示会を行った。昨年度１年生が国語科の

学習で作成した「ＳＤＧｓにつながる本の紹介カ

ード」を掲示し、その経験をいかし２年生図書委

員を中心に、関連するテーマの本を各自で工夫し

てつなげながら展示を準備した。利用者アンケート

から、「クラスのテーマをたくさんの視点から見る

ことができた」という声があがり、今年度の課題で

ある「一つのテーマから多様な SDGs につながる

考え方」を引きだすことができた。 

Ｈｏｗ？～知識より大切な委員長達のフォアキャスト 

生徒会組織の目的「生徒の自治による学校生活

３ 横浜市立市ケ尾中学校 【ユネスコ・スクール】 

学校教育目標 教育理念『自立貢献』 

～「自分で考え解決する力を大切にします」「心豊かに生きる力を大切にします」～ 

教育課程ｄえ

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点
で取り組んだこと 

令和 2年度委員会アンケート結果

横浜の水源林道志村の間伐
材を使用し、多様な SDSGｓ
の解決につながるストローを
全校生徒で作成した 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

本校は、学校教育目標から「言語能力」「持続可

能な社会の創造に貢献する力」「グローバル化の

中で生きる力」の３つを教育課程全体で育成を目

指す資質・能力として位置付けており、そこにＥ

ＳＤの７つの資質・能力を包摂している。 

Ｗｈｙ？～拡がるつながり・進化する目標～ 

前年度実施のアンケートから、②「未来予測」 

③「多面的・総合的に考える力」に課題があった。



の向上を目指す」という本質の再確認が、特別活

動をＳＤＧｓ達成の実践の場にしている。そのた

めに、３年生からバトンをひきついだ委員長皆が、

眼前の「学年・学級を越えたつながり」を共通の 

 

 

 

願いをもった仲間に育てようと、実現したい未来

像を認証式で鮮明に語っている。誰もが共感でき

る言葉が周囲に広がり委員会を越え再び学年・学

級に還っていく。この良い循環を生み出す中枢が

「中央委員会」、「本気の人の本気の会」（前期保健委員

長の言葉）である。学校の問題を皆で解決しようと奮

闘する「先輩」の姿は、場を共有する「後輩」リ

ーダーに大きな影響を与えている。本校は、生徒

自ら「未来へ思いをつなぐ『担い手』」を育ててい

る。本校職員が評価に力を注ぐのが、まさにこの

昨年度のアンケート項目の『コミュニケーシ

ョンを行う力』を「受信→思考」と「思考→発

信」に分け、全８項目で前期活動を自己評価し

た。結果は生徒にも共有し、職員と同じ課題認

識をもつことで次のアクションを改善する契機

としている。また、テーマ（「自分の行動で変わった

と思うこと」）を設定した自由記述欄を書くこと

で、生徒が自身の行動によって学校が変化して

いることに気づき、「自己の変容」を自覚するこ

とで「担い手としての有用感」高めている。 

 

前期アンケートの結果③「多面的・総合的に考

える力」は昨年度の同時期より上昇した（右上図）。

一方、それ以上の価値も引き出すことができた。 

全校バックキャストで「今」を変える 

全校ワークショップで共有した「未来の危機」

が生徒の使命感を生み、行動に変化をもたらす勇

気に繋がった。自己の生き方の延長線上に悪い未

来予測があるからこそ、行動すれば異なる未来を

創ることができる、と信じる生徒が増えた。 

他者の存在が自己を拓く 

他者の視点に敬意を払うことで、多様な価値観

とつながり『担い手』としての自己を成長できる

と生徒自身が実感していることがわかった。 

生徒の記述から

も「つながる」とい

う言葉が頻出して

いたことや⑥の平

均値が昨年度同期

より高いこと④の

「発信」より「受信」の数値が高いことからも裏

付けられている。 

願いをともにする仲間を増やす 

⑤「他者と協力する態度」⑦「進んで協力する

態度」の平均値が高いことから、生徒が自分の言

葉で他者とアクションを共有し、協力して課題を

達成していくことの価値を自覚できていること

が分かる。 

今年度、生徒自身が「我こそが実践の『当事者』」

だと意識することで、多くの仲間と協力して行動

し、多様な視点から成果を発信できる「担い手」

に成長していくことが分かった。生徒の気付き、

発見、変容を引き出せるように、我々職員一同も

「ホールスクールで」という認識を改めて確認し、

今後は「地域に働きかけたい」という生徒の願いを引

き継ぎ、ともに地域の変容に貢献していきたい。 

「他の人がやっていないからやらないのではなく、自分が行動
を起こし、そことを他の人に伝えていきたいと思うようになっ

た。」「皆には見えていなくても、活躍できているのをしると委
員会の大切さ、楽しさを感じるようになった」 

（環境委員長）私が委員長としてやりたいことはただ一つ、先輩

方が残して下さったものを引き継いで、さらにそれをより良いも

のにしていくことです。これらの活動で学んだことをいかし、さら

なるアクションを起こし、より幅の広い人達に私達の活動を知って

もらうことで、よりパワーアップした委員会にしていきたい。 

（１年学級委員長）学年一人ひとりの力を仲間のために発揮でき

る（中略）自分から貢献できる学年づくりをしていきたい。 

「後期認証式より」

「自分達の未来がこの 10年で変わることを知ったので、自
分達にできることをやりたい」「小さくても何かの役に立っ
たりするから何でもやってみようと思うようになった」 

「委員会に入っている入っていないに関係なく声かけをす

ることが大切だと実感した」「物事を進める時に周りにいる
人を誰も取り残さないようにするという意識をもてた」 

「自分の意見を押し付けるのではなく、良いところはたくさ

ん吸収して次につなげることで、人の意見を認められる考え
方に変わった」「互いのいいところを組みあわせることで、よ
りよいものをつくることができた」 

令和３年度前期委員会アンケート結果 

ハブとなる生徒から生徒への『伝え方』である。 

アンケートの効果を多面的に捉える

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値

（evaluation＝評価） 



・多様性を尊重し、それを受け入れる価値観と多

様な人々とともに、目標にむかって「協力する力」 

・自分の意見をわかりやすく伝える発信力と他者

の意見を丁寧に「聴く力」 

・現状を分析し、目的や課題を明らかにする「課

題発見力」とそれを解決しようとする「行動力」 

・物事に進んで取り組む主体性と他人に働きかけ

巻き込む力をもったリーダーシップ 

☆これらの力を身につけることによって、学校
教育目標を達成できる。

 

〇イーストタイム（課題探究学習） 

〇イーストタイム プレミアムプログラムⅠ・Ⅱ 

 （Ⅰでは、進路選択を見据えた大学による説明・

講義を受ける。Ⅱでは、34の企業・団体がそれ

ぞれ取り組んでいるＳＤＧｓについて分科会

を開き、プレゼンをしていただく） 

〇グローカリー（有志が参加する地域学習） 

〇ＥＳＤ Ｄａｙ（大学での講演やワークショッ

プ・国連ＷＦＰ（国際連合世界食糧計画)の講演と

グループディスカッション） 

〇サステイナブル研究部（部活動として様々なイ

ベント参加・啓発活動・企業との共同開発等） 

「ＧＣファイル」の活用 

イーストタイムでの取組をつづった、「ＧＣフ

ァイル」と呼ばれる探究のファイルを各自作って

いて、ポートフォリオとしている。 

 １年次からの活動を通して、生徒自身が考えた

こと、気づいたことなどが蓄積されていく。 

今年度は１年次において、取組の到達度を自己

評価するツールとして、ルーブリック評価を用い

ている。振り返り等へのコメントは複数の教員が

担当して、さまざまな視点でのフィードバックが

できるようにしている。 

４ 横浜市立東高等学校 【ユネスコ・スクール】 

＜教育理念＞・あたり前のことをあたり前に出来る人間

・物事を正しく判断し、他人に迷惑をかけない人間

学校教育目標 

・自ら学び、熱心に学習する生徒を育成します。

・豊かな心と健やかな体を育み、他人を思いやる生徒を育成します。

・社会の一員として自らの役割を果たすとともに、国際社会の発展に貢献できる生徒を育成します。

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

〇「言葉の力」と「聴く力」を身につけ、論理的

な 思 考 力 と 高 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 

〇「主体的な学び」の成果をもとに、より高い進

路目標の実現に向けて「挑戦する力」 

〇グローカル・シチズンシップ・キャンプ（留学

生を交えて、ＳＤＧｓについての課題を設定し、

二日間英語で学び、発表し合う） 

〇ＡＣＣＵ（アジア・ユネスコ文化センター）国

際交流事業（インド教職員招へいプログラム・オ

ンライン）

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

　あらゆる取組において、生徒自身の振り返りを

行い、次の行動へとつながるように努めている。 

イーストタイム（課題探究学習）における



ＡＣＣＵ国際交流事業（インド教職員招へい

プログラム・オンライン）におけるリフレクシ

ョンから見られる気づきや変容 

・サステイナブルな商品は現在世界中で様々な

ものが出回っているが、インドの先生方が“サ

リー”をサステイナブルな商品として紹介して

いるのを伺い、自分が注目してこなかった部 

分について触れることができ、サステイナブ 

ルに対する自分自身の視野の広がりを感じ

た。 

・これまでインドといえば、“カースト制”や“ヒ

ンドゥー教”が根付いているというイメージが

強かったが、それはインドの一面にすぎない

ことがわかった。 

・日々の生活では無意識のうちに、自分の身近

なことだけで完結してしまいがちだというこ

とに気づいた。

・どのようなことでも、「言葉にしてみること」

は大切だと感じた。言葉にしてみなければ当

然なことであるが、コミュニケーションは取

れない。相互理解を深める上での「言葉」の

重要性を体感した。

・国際交流に対するイメージが変わった。これ

までは国際交流というと何か大きなことの様

に感じていたが、真の国際交流は実は地域と

地域が関わりをもつことなのだと感じた。

・インドでは、それぞれの民族の多様性を尊重

するために共通言語である英語が存在してい

ることを学んだ。日印の英語に対する意識の

違いを感じ、言語に対する認識が改められ

た。

地球市民としての視野 

 小学校では自分の住んでいる「地域」につい

て学び、中学校では日本という「国」全体につ

いての理解を深め、高校では「世界」というレ

ベルに広げている。世界を見つめる中で改めて

「地域」を捉え、グローバルに考えてローカル

に行動するという力や自分たちを地球市民とし

て捉える視野が培われている。 

文化の多様性の尊重 

企業やＮＰＯ法人の方々・留学生など、学校

関係者以外の人たちとの関わりの中で、「多様

性」に対する認識を深めている。多様性を尊重

していくことが相互理解につながることを、グ

ローカルシチズンシップキャンプや国際交流事

業などを通して体得している。 

自分で考える力（主体的に考える力） 

１年次・２年次の経験を通して、「問題」や

「課題」について自分なりの考えをもつ力、そ

して自分の考えや気持ちを表現する力が養われ

ている。インドとの交流において、インド教職

員への質問では、問題や課題の本質を見つめ、

批判的に思考する力が育成されていることが感

じられた。 

言語のコミュニケーションツール化 

「受験勉強」としての語学の重要性から、コ

ミュニケーションツールとして言語を捉えるこ

とで、語学に対する意識の変容が顕著にみられ

た。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値 
（evaluation＝評価） 



○みらいをつくる ○ほんきのまなび

＜持続可能な社会づくりを担う力＞ 

○興味・関心を広げ、主体的に学び続ける力。

（②未来）

○他者を思いやる心をもち、自他を大切にする

態度。（Ⅰ多様性の尊重）

○社会の一員として、自分の役割を進んで果たす

態度。（⑦参加）

 

本校は、地域の豊かな自然を活用しながら「持

続可能な開発のための教育」（ＥＳＤ）を推進しカ

リキュラム開発と授業実践を進めてきた。持続可

能な社会づくりを担う児童の育成を目指し、環境

やキャリアなどの教育課題をクロスカリキュラ

ムにより整理し、全教科等において授業実践を進

めてきた。今年度の取組は次の通りである。 

Ⅰ 持続可能な“授業研究”に向けて 

 昨年度は、授業研究会を学年で 1学級の授業公

開に絞ることとしたが、本年度は各学年２本の授

業を公開することとした。各回の授業研究会では、

教科等を揃えることを原則とし、教科等の教授法

を学びながら、カリキュラム・マネジメントのＰ

ＤＣＡサイクルの確立に努めた。また、昨年度よ

り取り組んでいる「ＥＳＤ教材研究」に取り組む

時間を今年度も継続し、授業のデザイン力や指導

力の向上につなげようとした。限られた時間の中

で教材研究が充実するとともに、経験年数の浅い

職員が多い中で、人材育成にもつなげることがで

きた。 

 またＩＣＴの活用やＥＳＤに関する研修を適

宜行い、授業力向上に努めた。 

 

 

Ⅱ ＥＳＤを通して育成を目指す「構成概念」と

「能力・態度」の学年別重点化 

 昨年度に引き続き、ＥＳＤを通して育成を目指

す「構成概念」と「能力・態度」を学年別に重点

化を図り、１年間を通しての変容を探った。 

▲「構成概念」と「能力・態度」の学年別重点

また、昨年度作成した「ＥＳＤ評価規準例集」

を活用し、学習評価の妥当性、信頼性の検証にも

少しずつ取り組んできた。 

 第１学年では、ＥＳＤで育成を目指す「構成概

念」【多様性】と「能力・態度」【⑦《参加》進ん

で参加する態度】の重点化を図り、授業研究やＥ

ＳＤの教材開発に取り組んだ。学級活動「かかり

をパワーアップして『にこなかぴかきら』パーテ

ィーをたのしもう」では、「係活動をパワーアップ

する」という活動を通して主体的に生活や人間関

係をよりよくしようとする態度の育成を目指し

た。 

▲ 第１学年 学級活動

「かかりをパワーアップして『にこなかぴかきら』パー

ティーをたのしもう」

５ 横浜市立三保小学校 【ユネスコ・スクールキャンディデート】 

学校教育目標 

進んで学び、高め合う子 ～元気・勇気・根気～

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

【学校教育目標】 

進んで学び、高め合う子 ～元気・勇気・根気～ 

【ＥＳＤテーマ】 



多様な係活動をすることが、学級目標という共

通の目当てを達成することに目を向けさせるこ

とで、多様性を尊重する態度の育成を図ることと

した。また、「パワーアップ」という合言葉を用い

て係活動の工夫、改善を児童が図ることで、目標

達成に向けたアイデアを考えたり、係の友達と一

緒に計画をして実践しようとしたりする姿が見

られた。 

 第５学年では、ＥＳＤで育成を目指す「構成概

念」【責任性】と「能力・態度」【⑦《批判》批判

的に考える力】の重点化を図り、授業研究やＥＳ

Ｄの教材開発に取り組んだ。理科「とけるの謎を

とけ！～“本当にそうかな？友達の考えもよく検

討し、「もののとけ方」の本質を見抜け！～」では、

ものが水に溶ける量や様子に着目して、水の温度

や量などの条件を制御しながら、ものの溶け方の

規則性を調べる活動を通して、予想や仮説をもと

に、解決の方法を発想する力や主体的に問題解決

しようとする態度の育成を目指した。 

▲ 第５学年 理科

「とけるの謎をとけ！」 

「溶ける」という事象一つをとっても、物質に

よって異なる特徴があることなどから、多様性に

ついて概念形成を目指した。また、事前にアンケ

ートを行ったり、ウェビングマップを使って児童

が「溶ける」ことに対してもっている概念の可視

化をしたりし、それに基づいて単元づくりを行っ

た。そのことで、「本当にそうかな。」と児童が立

ち止まりながら実験を行うことができた。児童は、

自分自身の考えや概念を見つめ直し、新たな理解

を構築することができた。 

 また、結果の共有方法として「Ｊａｍｂｏａｒ

ｄ」というアプリを活用し、他の班の結果をリア

ルタイムで共有できるよさなどがあった。

▲ 第３学年 国語

「２年生に大豆のことを詩で伝えよう」 

本校はＥＳＤ研究の始めて 10年目となるが、

常に新しいものを求めて、研究・研鑽に努めて

きた。昨年度に作成した「ＥＳＤ評価規準例

集」の検証やＥＳＤカレンダーを活用した「Ｅ

ＳＤ教材研究」の充実などを通して、授業改善

を推進してきた。教科等の授業との関連を図っ

て授業づくりをすることで、ＳＤＧｓの視点か

ら物事を見ようとしたり、自分事として課題解

決を図ろうとしたりする児童が増えた。 

今後も、指導方法の一層の工夫や改善を図るとも

に、「ＥＳＤの指導と評価」についてさらに研究を

深めていきたい。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

 今年度も授業における児童の思考を「見える

化」するために、積極的に思考ツールを取り入

れてきた。また、ＧＩＧＡ端末の導入に伴い、

ｉＰａｄを活用した授業づくりを、これまで以

上に推進することができた。 

第３学年の国語「２年生に大豆のことを詩で

伝えよう」では、ウェビングなどの思考ツール

を活用して、自分がもつイメージを広げている

児童の姿が見られた。また、前時までの板書や

学習の履歴が分かる掲示物を、児童が必要に応

じて写真に残し、自分が作ったウェビングマッ

プと教師の見本を見比べたり、学習の進捗の度

合いを確認しながら言葉を吟味したりする姿が

見られた。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 



６ 

○多面的・総合的に考える力

○コミュニケーションを行う力

○他者と協力する態度

○自ら課題をみつけ主体的に最後まで取り組む力

  

①全校の取組

○ＥＳＤごよみの作成。

○「カーボンオフ」「アースアワー2021」

地域・保護者にも呼びかけ全校で実施。 

②エコフォーラムへの参加（５年生）

③ＳＤＧｓと関連した単元づくり

学年 単元名と関連 SDGs 

６年 「ハザワ・レインボー・マシンを作ろう！」 

11・12・17 

「羽沢の魅力を伝えよう」 
8・11 

「Flower Garden Project in Hazawa」 
11・12・15 

５年 「地球守ろう！はざわ SDGsプロジェクト」 

11・12・15 

「地球みんな Bee Happy!ミツバチ守ろうプロジェクト」 

11・14 

４年 「上菅田特別支援学校の友達と交流しよう」 

3・11 

３年 「知りたい！育てたい！羽沢のキャベツを広めたい」 

「羽沢キャベツを有名にしてみんなハッピープロジェクト」 

8・11・15 

◆資質・能力に着目した言語分析

ウエビングマップやふりかえりの言語に着目

し、ＥＳＤでねらう資質能力の何に該当するか

について、国立教育政策研究所「学校における

持続可能な発展のための教育（ＥＳＤ）に関す

る研究」最終報告書 H24.３をもとに分析した。 

６年生 「Flower Garden Project in HAZAWA」 

コロナ禍でも元気が出るように、校内の人や

地域の人達に自分達の育てた花を届け、学校に

見に来て楽しんで欲しいと考えた。内田花園さ

んに花の育て方を教えていただき、素敵なフラ

ワーガーデンを創ることができた。

５年生「地球みんな Bee Happy！ 

ミツバチ守ろうプロジェクト」

地元養蜂家の方と出会い、ミツバチが減少し

ているという悩みを聞き、ミツバチの蜜源を増

６ 横浜市立羽沢小学校 

学校教育目標 

笑顔いっぱい(Ｅ) すこやかいっぱい(Ｓ) 大好きはざわの人とまち(Ｄ) 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点
で取り組んだこと 

①批判 ⑤協力

②未来 ⑥関連

③多面 ⑦参加

④伝達 ⑧ここ

③ 
③ 

① 

② 

④ 

⑤⑥

④ 

⑥ 

⑥

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

学校教育目標では、地域や社会に豊かに関わり 

合いながら主体的に学ぶ子どもの育成を目指し

ている。そのために下記の資質・能力に重点を置

いて様々な教育活動を進めている。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 



やすことに挑戦した。話し合い等で自分の考え

を相手に伝えられた喜びや達成感を味わうこと

ができた。 

【子どもの言語をＥＳＤで重視する資質能力態度で見とる】 

①批判 ミツバチを増やすためにミツバチの見える色の

花を、みんなで話し合い条件を決めて提案した。 
②未来 「種に毛布もかけたし、ビニルハウスも設置し

たので、あとは来年の春に花が咲いてくれればよ

いと思います」 
③多面 生ごみで「ハマのありが堆肥」を作っている。

④伝達 ミツバチのことをエコフォーラムで少し広めた。 
○全校に広める（ＴＶ朝会で）

⑤協力 「ここではもう少し蒔いた方がいいかな」「見た

目もきれいにしようよ」などとみんなで話し合っ

て協力して植えられた。 
⑥関連 自分たちがハチミツをもらって食べた。ミツバ

チもハチミツを食べる。ローヤルゼリーはミツバ

チの赤ちゃんが食べる。ハチミツの味は季節でち

がう。ＳＤＧｓ１５につながっている。

⑦参加 出川さんが、ミツバチが減って困っているからミ

ツバチのことを広めたい。出川さんの羽沢ファー

ムに何回も行った。ミツバチの好きな色の固定種

の花の種を蒔いた。思ったより種は小さくてたく

さん蒔いた。

◆ＳＤＧｓに対する全校児童の意識の変容

今年度、ＳＤＧｓの浸透の様子を見取るため

に、児童にＳＤＧｓに対するアンケートを取っ

てみた。 

【設問１】SDGsの目標について知っていますか。 

【設問２】学校の中に、SDGsのマークがあるのを知っていますか。 

【設問３】学校の中で、SDGsのマークがあることで、自分の気持ち

や行動で変化したことはありますか。 

【設問４】SDGsに関係する授業をしたことがありますか。 

■ある ■ややある ■あまりない ■ない

⑦参加

③多面

⑥関連

①批判

④伝達

④伝達

②未来

⑤協力

上のグラフは高学年の結果である。95％以上の

児童が目標を知っていると回答し、ＳＤＧｓに関

係する授業についても 94％が「ある」と回答して

いる。気持ちの変容や行動の変容についても「あ

る」「ややある」が８７％を占め、知ることよりも

数値は低いものの、これまでの取り組みによって

自己の変容を実感できている割合が高いことが

うかがえる。「その学習をしたことで、自分の気持

ちや行動で変化したことはありますか」という質

問に対し、高学年では「自分たちにもできること

はあるんだな。楽しみつつＳＤＧｓに関われてい

ることはうれしいことだと思う」「無意識にやっ

ている活動が地球や他の人のためになっている

と知った」という回答があった。また、低学年で

は「分別するようにしている。」「ものを捨てずに

リサイクルしようと思った。」という回答が得ら

れた。 

 学年が上がるほど、ＳＤＧｓが子どもたちに浸

透していることが分かった。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

コロナ禍ではあるものの、「持続可能な社会を

創る「オンラインでの交流」や「地域のために、

社会の役に立つことにチャレンジしたい」という

児童の意識が芽生え始めた。引き続き「自分にも

何かできる」「地域や社会のために」と考えられる

児童を育成していきたい。 



 

ＥＳＤ（ＳＤＧS）という視点をもって、学校教

育目標「生き生き日枝っ子」を教職員のみならず、

一人ひとりの子どもが共有し、自尊意識を高める

取組を続けている。 

【生活・総合】 

年間を通して子どもが問いを立てながら問題

解決学習に取り組み、学校周辺を流れる河川の調

査、スタンプラリーを企画してまちを元気にする、

しあわせ絵手紙でまちの人たちを笑顔にするな

ど、各クラスで様々な学習を実践している。 

２年２組：「川が大好きはくぶつかんをひらこ

う！」単元目標では、川が大すきになる博物館に

近づけるために川の生き物を捕まえて育てたり、

川を楽しむことができるコーナーを工夫したり

することで、生き物が知恵を働かせて生きている

ことや川が地域の人々からも大切にされている

こと、大切にすることができるようになった自分

に気付き、これからも身近な自然を大切にしよう

とする。 

６年１組：「Hie World Smile プロジェクト 

～フェアトレードで世界を笑顔に～」単元目標で

は、フェアトレードの知識を深めたり、フェアト

レード商品をまちに広めたりしていく活動を通

して、世界的な問題に目を向け、専門家にフェア

トレードの現状を聞いたり、生産者・販売者の思

いや願いに気付いたりする中で、自分自身の行動

が、まちだけでなく、世界を豊かにする可能性が

あることを実感し、消費者として今後の生き方を

考えようとする態度を育てる。 

７ 横浜市立日枝小学校 

学校教育目標 

生き生き日枝っ子

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

学校教育目標である「生き生き日枝っ子」の具

現化を目指し、自分たちが生活している学校やま

ち等を中心に日々気付き、課題をもったり感動し

たりする中で、どうしたらよりよくなるかを判断

し、「解」を見つけていくことができる「生きる

力」の育成を図っている。目指す子どもの姿を、

花を開く子どもの姿としてイメージし、６つの花

びらで「資質・能力」を表した。２枚の葉は、花

を開くための栄養のことで、健康や安心できる状

況づくりのことである。また、これまでの経験を

根で表し、経験の根を伸ばすことで土壌から栄養

を得る。茎は、自分で、根を下ろし、葉を大きく

し、花を咲かせることで自分を好きになってい

く。これらの力を高め、また相互に関連させなが

ら働かせることによって、子どもたちに将来生き

て働く力が身に付き、予測困難と言われるこれか

らの時代を強く、幸せに生き抜く力になるのでは

ないかと考えた。 



【SDGsは学校図書館から】 

学校図書館司書が中心 

となり、学校図書館内に 

ＳＤＧｓコーナーを設置。 

意識的に本を選べるよう 

にしている。 

【この指とまれプロジェクト】 

教職員が生き生きと働くことで、生き生きとし

た子どもが育まれる。事務職員が中心となり、企

業や施設と連携し、様々なプロジェクトの活動が

行われている。 

でいる。生き物を長生きさせる世話ができるよ

うになったり、紹介できるようになったり、公

園利用者と一緒に楽しむことができるようにな 

ったりする手応えを感じて、粘り強く活動に取

り組んでいる。このような変容を、一年間の長

期単元をカリキュラム・マネジメントすること

で視覚化している。 

【SDGsサーベイ】 

SDGsにまつわる５０の質問に答えることを通

して、SDGsに関わる関心・意欲・行動を分析す

ることができる。個人ごとに結果を蓄積し、項

目ごとの変化を見ることで、自身の変容を感じ

ることができる。また、学年ごとの結果を比較

することで、年齢に応じた意識の変化や違いを

考察することができる。 

コロナウイルスの影響により、年度初めに集

計することができていないため、年度末に全学

年で実施予定である。 

（ＱＲコードを貼付してあるので、皆さんの

学校でもやってみてください。） 

子どもたちが充実した体験をすることによっ

て、一人ひとりがより強く思いや願い、疑問や

課題をもち、体験を繰り返しながら協働して問

題解決を図ることによって、子どもたちが伸び

伸びと成長し、子どもたちに将来生きて働く力

が身に付き、予測困難と言われるこれからの時

代を強く、幸せに生き抜く力になるのではない

かと考える。 

何よりも子ども同士が励まし合い、支え合

い、元気づけ合い、笑顔あふれる学校にしよと

する姿が見られるようになったことが、大きな

成果である。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

【体験の充実による行動の変化】 

 材に対して体験を通してかかわっていくこと

で、その対象への知識・理解が深まり、問題を

自分事としてとらえ、自ら解決していくことが

できる。２年２組「川が大好きはくぶつかんを

ひらこう！」では、生き物の様子から、生き物

の命や成長、環境に合わせる知恵、特徴、適し

た環境や関わり方があることに気付いている。

治水事務所や NPO法人、水族館、公園利用者等

とつながり、川や海を大切にする様々な関わり

方や思いがあることに気付いている。環境や生

き物の様子を手掛かりに、自分の生き物に適し

た世話の仕方を工夫したり、公園利用者と一緒

にアクアパークを楽しむための活動を考えた

り、命の問題に向き合い活動を見直したりする

ことができる。自分たちの振り返りや参加して

いただいた公園利用者の感想から、さらに生き

物も人も喜ぶ、関わり方を発信していくことが

できる。生き物を見つけたり捕まえたりする楽

しさ、協力して島をつくったり、漁をしたりし

て川で遊ぶ面白さを感じて、前向きに取り組ん

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 



①批判的に考える力
②未来像を予測して計画を立てる力
③多面的・総合的に考える力
④コミュニケーションを行う力
⑤他者と協働する態度
⑥つながりを尊重する態度
⑦進んで参加する態度
今年度は、生活・総合的な学習の時間だけでなく、

算数科においても上記の①③④の力に重点を置き、
「実生活に根ざした学習活動のあり方」のテーマで
授業研究を進めている。 

総合的な学習の時間 ５年２組 

【５－２発見隊～恩田のみりょくを伝えよう～】 

ＳＤＧｓ目標 

⑪自分たちが住んでいる恩田の町のみりょくを伝

えよう

〈単元目標〉

恩田小学校や、学区の公園や自然などの魅力

を、在校生や地域の方に伝える動画制作を通し

て、自分たちが住んでいる地域の良さを再確認す

るとともに、町づくりや地域活性化のために取り

組んでいる人々や動画制作をしている方の思いや

願いにも気づくことできる。 

ＥＳＤ視点 

〈構成概念〉Ｖ連携性 

 一人ひとり、自分の意見をもちながら、互いの

意見を受け止めて、問題解決するためにはどうす

るべきか折り合いをつけたり、連携したりするこ

とで、充実した活動になるという実感をともなっ

た活動を進めた。 

〈能力・態度〉①批判的に考える力 

③多面的・総合的に考える力

 自分たちがやりたいことだけをやるのではな

く、「どうしたら恩田のみりょくを伝えることが

できるか？」「恩田をもっと好きになってもらう

にはどうしたらよいのか？」という目的意識を明

確にしながら活動が進められるようにした。その

ためには、動画を制作するだけでなく、視聴者と 

 

 

視点も大切にし、相手の動画を見て批判的に意見

を発することも大切である。ダメ出しではなく、

「もっと動画を良くするため」という考えを大切

にし、話し合いを進めている。 

具体的な活動 

① 恩田のまちを探検しよう！

☆恩田の町だけではなくて、今年３５周年の恩田

小についても伝えたいな！

☆来年に入学する１年生や、在校生に恩田小を好

きになってもらいたいな！

② 動画制作のポイントを聞こう！

NHKで動画制作をしている服部さんに聞きま

した。

③ 恩田小について調査し、情報をしぼろう！

④ 動画制作をしよう！

⑤

☆「恩田らしさ」「恩田ならでは」にこだわって動

画を作りたいな 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の 
視点で取り組んだこと 

８ 横浜市立恩田小学校 
学校教育目標 

「自ら学びともに豊かな生活を創り出す子どもの育成」 

～思いやり すすんで行動 だれとでも協力 恩田の子～

動画制作のポイント 

① 目的にあった
情報を集める

② 動画のねらいを
しぼる

③ 見る人が分かる
ように工夫する

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

学校教育目標に深くつながるものとして、 
下記の資質・能力に重点をおいて様々な教育活動を
進めている。 



ＳＤＧｓ17 の目標につながる活動についてのアンケート 

１：ＳＤＧｓ17 の目標について知っていますか？ 

２：学校の中に、ＳＤＧｓのマークがはってある

のを知っていますか？ 

全校のほぼ全ての児童が知っていた。17

の目標の意味まで知っているのは高学年

にいくほど多かった。（高学年での理解は、8

割程度） 

３：学校の中に、ＳＤＧｓのマークがはってある

ことで、自分の気持ちや行動で変化したこと

はありますか。 

学年を問わず、電気や水などの資源を大

切に使う、ごみを分別する、ルールを守

る、残さず食べるなど、世界のことを考

え、身近なところでできることから実践

していこうという回答が多くあった。 

４：授業で、ＳＤＧｓに関係する学習をしたこ 

  とがありますか。 

５：その学習でうれしかったことや楽しかったこ

と、できるようになったことは何ですか。 

６： その学習をしたことで、自分の気持ちや行動

で変化したことはありますか。 

主に生活科・『横浜の時間』で全クラスが

ＳＤＧｓに関わる学習を行った。うれし

かったこととしては、地域の人とのつな

がりが深まったことや取組を家族に褒め

てもらえたこと、色々なことを知っただ

けでなく、実践できたことなどがあっ

た。また、自分の生活が世界とつながっ

ていることを感じている子もいた。 

７：すべての人々にとってよりよい世界をつくる

ため、今の自分に出来ることで、何かやって

みたいことや興味のあることはありますか。 

全体的には、節水や節電などのエネルギ 

ーを大切に使うという日常生活ですぐに

実践することができることを意識してい

きたいと感じている子が多く見られた。

中学年からは、「もっとＳＤＧｓに関わ

る学習をしたい」「生き物を大切にした

い」と身近なことにも目を向けつつ、

「地球温暖化対策をしたい」「プラス

チックを減らして海をきれいにしたい」

「誰かを助けたい」など実社会での問題

についても考え、より広い視点での回答

が見られた。

８： 今年は、新型コロナウイルスの影響によって

学校が休校になったり、分散登校になったり

しました。その中で、学校での学習やあなた

の世界についての見方で変化したことはあ

りますか？ 

分からないと感じている子も多く見られ

たが、「新型コロナウイルスの影響が

あっても、できることはたくさんある」

「離れていてもオンラインでつながるこ

とができる」など前向きな意見も見られ

た。 新型コロナウイルス流行の前と比べ

てマスクを外すことへの罪悪感や恥ずか

しさ、給食の時間があまり楽しくなく

なってしまったというように不満などを

抱えていることも事実だが、「生きていれ

ばいろいろなことがある」「不測の事態に

も臨機応変に対応する力を身に付けてい

きたい」と現状を受け入れ、新型コロナ

ウイルスに打ち勝つ自分たちの未来を想

像し、できることに取り組んでいこうと

いう心の強さをもっていることが分かっ

た。

教職員がＥＳＤの取組を意識的に行ってきた

ことで、多くの児童が、世界には様々な課題があ

ること、世界中の人たちが協力してその課題を解

決しようとしていることを知ることができたとい

うことが、一つの大きな価値だと思う。さらに、

生活科・『横浜の時間』と算数科を中心としたＥ

ＳＤに関わる学習活動に取り組むことで、身近な

問題を自分たちで解決することが、今、世界が抱

えている課題を解決するきっかけになるというこ

とを実感することできたことも、価値の一つだと

考える。 

アンケートの結果からも、低学年から高学年へ

と進むにつれ、自分の生活に関わる身近な視点か

ら、地域や社会へつながる広い視点で物事を考

え、実践していこうとする姿勢が見えてきた。他

者とつながり、他者への思いをもって日々の行動

を選択していくことができる恩田の子どもたち

が、身近な世界を変え、これからの世界をよりよ

いものに変えていってくれることを期待してい

る。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

 本校が重点研究として、ＥＳＤの視点をもっ

た生活科・『横浜の時間』の学び作りを始めて、

今年度で４年目に入る。また、昨年に引き続き

今年度も、児童の委員会活動をＳＤＧｓ１７の

目標とつなげて展開してきた。 

そういった活動を進めてきたことで児童の中

にどのような変容があったのかを探るため、「Ｓ

ＤＧｓ１７の目標につながる活動についてのア

ンケート」を全校児童にロイロノートを活用し

て実施した。

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値

（evaluation＝評価） 



 

 

◎総合的な学習の時間と ESD

第４学年では、総合的な学習の時間で、福祉に関

する学習を行った。福祉に関する学習を通して、身

近な環境に目を向け、関係する様々な人の意見を参

考にしたうえで、自分たちにできることを考え、具

体的に行動する力の育成を目指した。 

この学習は、国語の「思いやりのデザイン」をき

っかけに、校内には思いやりのデザインが足りない、

もっと増やしていきたいという思いが深まり、総合

的な学習の時間へと展開した。調べていく過程で、

バリアフリーの考えが大切であることに気付き、「荏

田西小学校のバリアフリーをパワーアップしよう」

という学習課題を設定した。学習課題を解決するた

めに、まずはバリアフリーについての理解を深めた

いという想いが高まり、社会福祉協議会にバリアフ

リーに関する出前授業を依頼した。さらに、自分た

ちの考えだけでは一方的であるとして、教職員や保

護者、学援隊など、学校を利用する様々な人の生の

声を集め、その声を参考にして、具体的な取組を検

討した。この過程で、実社会に触れて(学校から手紙

を出すためには、学校長の承認が必要であり、承認

を得てアンケートを出すために何度も内容の精査、

交渉を繰り返した)、大人の考え、荏田西小学校を取

り巻く環境、実態などを知ったり、考えたりして、

自分たちの想いにブレがないかを確かめながら

進めていく姿が見られた。バリアフリーの理念とア

ンケートの結果、自分たちの想いを子どもたちなり

に総合し、①校歌の手話バージョンをつくる、②校内

案内図を充実させる、③学校紹介ビデオを作る、 の３つ

に活動を焦点化し、各クラスの分担にすることで取り

組むことができた。学習を通して、様々な人の意見を

聞くことの重要性、自分たちにとって身 近な環境に

も課題の解決があることを認識し、解決するために積

極的に関わることの大変さと充実感を得ることができ

た。 

【学校以外の施設での、バ

リアフリー探しの様子】

【山内図書館のバリアフリ

ーの取組を聞く様子】

【社会福祉協議会の出前授

業に参加する様子】

【社会福祉協議会でバリア

フリーの取組を聞く様子】

◎図工の学習と ESD

第５学年では、図工「読書感想画」の学習と、Ｓ

ＤＧｓを関連させた単元デザインで学習を行った。  

単元の導入では、「人間が捨てたプラスチックゴミ

を間違って食べて死んでしまったクジラ、ゴミの浮

かぶ海、大気汚染で青空がない街、戦争、飢餓」な

どの世界各地で起こっている悲しい現実社会の写真

から、「本当の幸せとは何か、社会はどうあってほし

いのか」について考え、絵を描くことで子どもたち

自身が幸せや実現するための行動を考えた。また、

読書感想画と関連させた単元デザインだったので、

「それしかないわけないでしょう」という絵本を読

み、幸せな未来に必要なことを発想できるようにし

た。子どもたちの振り返りでは、「差別や偏見などが

ない、そして、森や川は自然豊かな風景を描きまし

た。」「絵には違う国の子どもたちが、仲良くいじめ

のない、楽しく遊んでいる姿を描き、四つ葉のクロ

ーバーの絵には、『みんな違って、みんな良い』とい

う気持ちをこめました。」や「11 番の住み続けられ

低

学

年 

○感じたことを言葉にする力【言語能力】

○家族や友人を愛する気持ち【グローバルの中で生きる力】

○身近な事象に積極的に関わろうとする態度

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

中

学

年 

○互いの考えの違いに気付き、自分の考えを伝える力【言語能力】

○他者の考えや思いに対する受容性や協調性【グローバルの中で生きる力】

○自然や文化に感動し、思いや考えを表現する力

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

高

学

年 

○自分の考えを深化させ、他者に的確に分かりやすく伝える力【言語能力】

○人々と協働・協調するコラボレーションする力【グローバルの中で生きる力】

○リーダシップを発揮し、考えを出し合って新提案する力

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

９ 横浜市立荏田西小学校 

学校教育目標 心豊かにかかわり、互いに高め合いながら、学び続ける子。

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

現代社会における課題の解決に向けて、地域の人

や友達と協力しながら、社会に主体的に働きかけよ

うとする子どもの育成。 



るまちづくりを、15 番陸の豊かさも守ろうの観点か

ら、家を持つことができて、食べ物が十分にある人

とその近くに自然が豊かで植物が生えている場所が

あると良いと思い、描きました。植物などが豊富に

あるため、空には鳥が飛んでいます。また虹は空が

きれいで、空気も汚れていない風景を表しています。

未来は、このようになってほしいと改めて思いまし

た。」のような記述が見られた。SDGｓと関連させた

ことで、自分たちが生活している社会と世界の本当

の社会の違いを理解することができ、広い視野で物

事を捉えることができるようになった。 

・すべての項目において漸増、増加した。特に、

問１「自分でめあてや課題をつくり、自分から進ん

で学習に取り組むことができましたか」 

問２「学習を進める中で、新しいめあてや課題を見

付け、解決方法を改善しながら学習しましたか」 

問９「季節の生き物などに興味をもって、気付いた

ことや見付けたことを発表したり、観察カードに書

いたりすることはできましたか」において、顕著な

増加がみられた。 

【考察①】 

iPad を活用した授業を行う中で、「自分で調べるこ

と」が当たり前になり、学習に対して自主的に臨む

姿・意識の変容が見られてきた。また、ロイロノー

トの活用で友達と自分の考えを共有する学習を行っ

たことで、友達のやり方を取り入れやすくなったこ

とが、課題の発見や解決方法の模索につながってい

ると考えられる。しかし、高学年のアンケート結果

では、前期と後期の変化が大きくは見られなかった。

しかし、これは ESD や SDGs の活動に高学年が中

心となって取り組み続けたことで、児童の意識が前

期から高まっていたことが考えられる。高学年の問

13「友達と協力して、考えを出し合ったり、提案し

たり活動したりしましたか。」に対しては、「できて

いる」の回答が 154 と高く、また、この経験を多方

面に活用できているという回答も多かった。ESD 推

進、また GIGA スクールの取り組みの上での１つの

成果が見られた部分である。 

・各項目中でも、今年度変化が大きかった部分は問

３である。 

問３「課題を解決するために、どのような方法で学

習に取り組みましたか。」に対して、中学年は全てに

おいて増加した一方、高学年では「友達に相談した」

が増加し、他項目が減少する傾向が見られた。 

【考察②】 

高学年においては、前述した問 13 でも、高学年は友

達との活動の意識の高まりが見られた。協働学習、 
ICT 活用がこの結果に繋がっていると考えられる。

中学年、高学年共に「地域の人・専門家に聞く」項

目は非常に低く、外部講師や地域の人材活用が十分

に行えていないことが子どもの意識の結果として顕

れているため、外部人材とのかかわりを視野に入れ

た授業づくり等、教師の側の今後の課題としても取

り組んでいきたい。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値

（evaluation＝評価） 

SDGｓの１７の目標と各教科の内容や児童会活

動を関連付けて行ったことで、学習内容の深まりや

広がりが見られた。特に世界や地域の問題に関心を

もつことができた。 

自分の課題に対して主体的に調べたり、考えたり

する姿が見られるようになった。自分の課題につい

て友達に意見を求めたり、家の人に聞いたりしたこ

とで一つの問題に対して複数の意見や考えがあるこ

とに気付くことができた。育成したい資質・能力の

高まりと評価したい。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

【ESD に関するアンケート結果の変容について】 



 

＜全校の取組＞ 

◇年間指導計画の作成

本校では、ＥＳＤの視点の獲得のために、低・

中・高学年ごとの目標を設定し、その達成のため

の具体の資質・能力を各教科等の学習に紐付け、

系統的に各学年の年間指導計画を作成している。

今年度も、年度当初の学年研究会で年間計画を確

認した。 

◇南本フェスティバル 2021

恒例の学校行事である教育水田活動の収穫祭

および振り返りの会にあたるフェスティバルを

12月に行った。これは例年、何度も通う教育水田

と周囲の環境について振り返り、自分たちが育て

たもち米をついて食べることで、実体験を伴う深

い学びの機会となってきた。 

しかし今年度は、教育水田活動自体は規模を縮

小する形で実施することができたが、もちをつい 

て実際に食べるという活動は、新型コロナウイル

ス感染予防の観点から、実施を見合わせざるを得

なかった。 

そこで、フェスティバル

をＳＤＧｓに関する学習

会の場とし、各学年に応じ

たテーマで学びを深める

機会とした。低学年では、教育水田とその周囲の

生き物との関係を知り、里山に棲む生き物にとっ

て田んぼが重要な役割を果たしていることを理

解した。また、中学年では、ＳＤＧｓの 17項目に

ついて学び、教育水田活動とどのようにつながっ

ているかを考え、その価値を改めて理解した。高

学年では、教育水田活動を実施する大池公園に代

表される里山が、地域の

環境にどのような役割を

果たしているのかを考え

た。学習会の最後には、ブ

ロック内で発表し合う時

間を設けた。 

＜学年や委員会での取組＞ 

◇ＳＤＧｓ達成のためにできること（６年）

学年行事である「成長を伝える会」に向けて、

ＳＤＧｓに関わる学習に取り組んでいる。それぞ

れが、各目標の内容や世界の現状について調べ、

今、最も達成すべきと考えるものを選んだ。それ

に関するニュースやデー

タを定期的に集め、問題の

本質に迫りながら、解決に

向けて自分たちにできる

ことについて考えている。 

◇総合的な学習の時間の課題設定（５年）

総合的な学習の時間の活動を立ち上げる際に、

ＳＤＧｓの目標について学習し、そこから課題を

設定するという流れを取り入れた。自分たちに身

近な問題については、具体的な見通しも立ちやす

く、今の状況でも取り組めることから活動を始め

ているところである。 

10 横浜市立南本宿小学校 

学校教育目標 

南本小の子  ～私たちがともに学ぶ、「緑豊かなこのまち」の学校の子どもたちを～ 

ともに明日をつくる子 ～つながりあう「自分たち」の思いと力で、明日の社会を変えていけると信じ、～ 

楽しみ学び続ける子 ～どんな時でも前向きに、楽しみながら学び続け、生き抜いていく人へと育みます～ 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の 
視点で取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

本校では、上記学校教育目標を実現するために、

教育課程全体で育成を目指す資質・能力として、

「自分づくりに関する力」と「持続可能な社会の

創造に貢献する力」を位置付けている。 

また、小中ブロック９年間で育てる子ども像で

ある「主体的に行動し、自ら学び、互いに高め合

うことのできる子ども」を実現するための本校卒

業時の姿として「周りの人々や環境に積極的に関

わり、持続可能な社会のために自分の考えを進ん

で表現できる子ども」を設定した。 



◇ＳＤＧｓ委員会の活動

昨年度に引き続き、水田活動と関連付けて、Ｓ

ＤＧｓの 17の目標の各項目を紹介するとともに、

「人や国の不平等をなくそう」の実現につながる

「手話の紹介動画」を作成して発表した。 

◇ワークシートの活用

フェスティバルの学

習会では、各学年に応

じたワークシートを、

ロイロノートなども活

用しながら学習に用い

た。その結果、中学年では、教育水田活動とＳ

ＤＧｓとのつながりを考えていく中で、始めは

14・15番などの環境に直結する目標しか思い浮

かばなかった子どもたちが、次第に「教育」や

「責任」、「パートナーシップ」といった、間接

的なつながりにも言及していく様子が、非常に

分かりやすい形で視覚化された。高学年では、

里山の価値を生態系や自然環境という視点だけ

でなく、まちづくりや憩いの場としての意味合

いから捉え直す姿が見

られた。また、教科学

習とも関連付けながら

学びを深めることがで

きていた。 

◇課題設定におけるＳＤＧｓの活用

総合的な学習の時間の切り口にＳＤＧｓを取

り入れることで、活動のゴールやそれに伴う評

価を、ＥＳＤの枠組みの中で捉えられるように

工夫した。コロナ禍もあり、活動が十分に行え

る状況とは言い難いが、子どもたちはＳＤＧｓ

の達成につながる活動を考え、そのために自分

たちにできることを考える姿が見られている。 

◇学校評価アンケートによる関心の可視化

昨年度より学校評価アンケートに取り入れた

「持続可能な社会の創造に貢献する力の育成が

図れていると思うか」という項目は、今後も継

続とした。昨年度については、90％近くの肯定

的な回答が得られた。今年度はまだ集計まで至

っておらず、経年の変化を示すことができない

が、保護者や児童のＳＤＧｓへの関心を視覚化

する手立てとして、今後も活用していく。  

◇発言内容や行動の比較

折に触れてＳＤＧｓの話題に触れたり、学習

のテーマとして設定したりすることで、子ども

たちは、次第に他の教科の学習の中でも、ＳＤ

Ｇｓに絡めた発言が増えるようになった。ま

た、教室の電気をこまめに消すなどの姿も見ら

れている。これらを記録して比較することで、

子どもたちの変容を捉えることができる。 

【ＳＤＧｓの「自分事」化】 

 教育水田活動のまとめの会で、全学年が身近な

場所や活動をＳＤＧｓと紐づけて考える学習をし

たことで、自分に関わりのあるものとして捉える

ことができた。低学年では身近な自然、中学年で

は教育水田活動、高学年では地域の里山、それぞ

れの価値をどう守っていくべきかを真剣に考える

姿が見られた。 

 また、高学年ではＳＤＧｓの話題に定期的に触

れる機会を設けることで、一人ひとりが「自分な

りに大切にしたい目標」をもち、より具体的な行

動につなげようとする様子があった。 

【ＥＳＤとＩＣＴの親和性】 

今年度、全校に整備された一人一台端末は、Ｅ

ＳＤを進める上でも大きな効果を発揮している。

様々な教科領域で展開されるＥＳＤに関わる学習

は、学びの足跡を積み重ねて振り返ることの難し

さがあった。そこに IＣＴを活用することで、教

科横断的な学習の振り返りが容易になり、評価も

含めて、一貫した教育活動を行いやすくなった。

また、インターネットなどを活用すれば、世界の

実情に自ら触れていくことができ、ＳＤＧｓに対

する子どもたちの思いが高まっていく様子が見ら

れた。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 



学校教育目標 「みな」と「みらい」を創る子 

この教育目標を目指すために、５つの資質

能力を身に付けることが必要と考えて取り組

んでいる。 

「多様性を認められる」 

「多面的・多角的に物事を捉える」 

「問いを見い出して学び続ける」 

「まちに愛着をもつ」 

「豊かな心をもつ」 

　これらを小学校で育むことが ESDにつながる

と考えている。それぞれの目標を具体的な活動

の目標として意識することが、ホールスクール

で取り組む ESD になっていくと考えている。 

 

本校では、学校教育目標を達成できるように、必

要な資質・能力をロジックツリーに表している。 

学校教育目標と育てたい資質・能力を最上位目

標に据えて、それを達成するための目標を立てて 

いく。最上位目標につながる目標として、最終ア 

 

ウトカムを「社会（まち・ひと）とつながり、多

様な文化や価値観を取り入れながら広い視野で物

事を捉え、現代社会における課題の解決に向けて

行動できる、持続可能な社会形成を担うグローバ

ルな人材が育成されている。」とした。さらに、最

終アウトカムを達成するための目標（中間アウト

カム）は、「「みなとみらい」の豊かな資源を活か

した教育活動から、社会（まち・ひと）の課題解

決に向けて、さまざまな視点や立場に立ち、多様

な他者の考えを共有しながら、地域・保護者・企

業をはたらきかけ、社会に変化を起こせる子」と

した。 

中間アウトカムを達成するための目標や指針

（直接アウトカム）は小学校の教育活動に直接関

わるような、より具体的な内容を検討した。直接

アウトカムを児童、保護者、地域の多様な人々、

教職員のそれぞれの視点で話し合い、検討するこ

とでＥＳＤにつながる学校教育をホールスクー

ルで具体化していくことができると考えている。 

今年度の取組としては、昨年度の児童の声や自

己評価、教師の所見を基にして直接アウトカムに

足りないところや目指したい子ども像について話

し合った。 

話し合いは、ＰＤＣＡの流れに沿って行った。

まずは、CHECK（児童アンケートの振り返り）を行

い、課題や成果について話し合った。問題解決の

力や主体的に学ぶ姿勢に係わるような振り返りが

多い中、主に友達との関わりやコミュニケーシ 

ョン能力、情操面に課題があった。次に、DO（な

ぜそのような結果になったのか）を話し合うと、

学習活動ではロジックにつながるような教師の働

きかけが多く挙げられたが、情操面に関しての手

立ては少なかった。これらを踏まえて、ACTIONを

検討し、グループ活動を積極的に取り入れること

や生活・総合の学習で外部機関と協働的に問題解

決を行うことに、情操面のねらいも取り入れる

11 横浜市立みなとみらい本町小学校 

学校教育目標 「みな」と「みらい」を創る子 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

版

最上位目標

上位目標

戦略目標

★１

生きて働く知

★２

豊かな心

★２

豊かな心

★6

地域連携

★6

地域連携

★4

★2

豊かな心

★5

特別支援

★３

健やかな体

★8

ESD

★9

いじめ

直接
0605

2021/12/2

横浜市立みなとみらい本町小学校 ESDロジックモデル　２０２１

子どもたちは、課題を見出し、解決に向けて、試行錯誤しながら活動を進めようとしている。

直接
0601

直接
0504

直接
0501

子どもたちは、ものごとを前向きに捉え、自分らしさを発揮できる。

学校教育目標【「みな」と「みらい」を創る子】
「多様性を認められる」「多面的・多角的に物事を捉える」「問いを見い出して学び続ける」「まちに愛着をもつ」「豊かな心をもつ」の５つの資質を育成する。

社会（まち・ひと）とつながり、多様な文化や価値観を取り入れながら広い視野で物事を捉え、現代社会における課題の解決に向けて行動できる、持続可能な
社会形成を担うグローバルな人材が育成されている。

「みなとみらい」の豊かな資源を活かした教育活動から、社会（まち・ひと）の課題解決に向けて、さまざまな視点や立場に立ち、多様な他者の考えを共有しながら、
地域・保護者・企業をはたらきかけ、社会に変化を起こせる子＊１が育っている。　＊１　社会に変化＝変容

活動主体
子どもたち

直接
0302

直接0303

直接
0203

直接
0301

直接03
社会情動

直接
0602

直接
0603

直接
0604

地域・保護者と協働しながら教育活動を進め、子どもたちにまちの一員・社会の一員という意識を高め
ている。

様々な人とのかかわり（友達、異学年、地域人材等）を通して多様性を理解し、自他を大切にする心を
育てる指導を行っている。

直接
0101

直接
0102

直接
0103

直接
0201

直接
0202

子どもたちは、多様な他者とのコミュニケーションを図り、活動の価値に気付いている。

「やってみよう。」「やりたい。」が見つけられている。

自分が課題を解決するまでの手順を考えている。

自分に合った方法で、試行錯誤しながら解決している

人の話を前のめりになって「いいね。」「なるほど。」「どういうことだろう。」と反応している。

違う意見を取り入れながら考えをまとめたり、活動したりできている。

活動主体
地域の多様な人々

地域の多様な人々（地域企業・ＮＰＯ法人・公的機関・ESD推進校など）は、本校の取組に関心をもち、協力・連携
している。

直接
0401

直接
0402

直接
0403

直接
0404

直接
0405

直接
0406

直接05

直接04

イベントやお祭りなどで子どもたちと協働したり、発表の場を提供したりしている。

学校に、ＥＳＤ／ＳＤＧｓの取組に関する情報提供を行っている。

専門的な見地から、子どもたちの活動を高める助言を行っている。

現代社会が求めている実像を子どもたちに伝えている。

本校との協働により、職員・社員の満足度を高めている。

スーパー

ゴール

最終

アウトカム

中間

アウトカム

直接01
主体性

直接02
協働性

活動主体
教職員

教職員は、学校全体でのESDへの取組を通して、子どもたちの自己有用感を高め、地域性・時代性と合致した学校づ
くりを進めている。

直接
0503

直接
0505

直接
0606

子どもたちへ課題解決に向けた助言をしたり、家庭でできることを実践したりしている。

PTAや教育奨励会などの活動で、ESDの視点を取り入れる。

直接06

子どもたちと共に活動できる機会（授業参観やみらい共創ネットワーク等）に参加し、学校の教育活動
に協働している。

直接
0502

活動主体
保護者

保護者は、本校の取り組むESDの価値を認識し、協働している。

職種や学年・教科の枠を超え、職員一人一人がESD推進にできることに取り組んでいる。

★印：中期学校経営方針重点取組分野

社会参画

学習形態や学習方法などを工夫した分かりやすい授業づくりを目指し、個に応じた適切な支援をしてい
る。

体育などを活用した子どもの体力向上のための取組から、子どもたちが運動に親しみをもてるようにし
ている。

いじめの未然防止に努めるとともに、いじめと思われることがあったときには、すぐに対応して指導し
ている。

子どもたちの活動が、社会生活の向上に役立っていることがわかる。

新しい見方・考え方を生み出す楽しさを見つけられている。

「こうしたい。」「こうなりたい。」といった、思いをもって取り組もうとする姿勢。

広い心で自分も相手も認めようとする態度。

学校だより・ホームページ・教育講演会などから、学校経営の方針や子どもの学びや活動を理解してい
る。

出前授業や見学など、子どもたちが体験的に学ぶ機会を積極的に設けている。

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 



ことを考えた。また、主に児童に関係する直接

アウトカムを主体性、協働性、情動面に整理し

なおした。 

このように、ESD に向けて、教職員でロジッ

クについて検討をし続けていることが本校の取

組である。 

　本校ではロジックツリーの作成に合わせてプ

ログラム評価の手法を用いて、ESD の視覚化を行

っている。 

ロジックツリーの直接アウトカムに関連したアン

ケートを児童、保護者、教職員にとり数値で表し

たり、ワードクラウドで表したりする。  教職

員でアンケート分析を行う時には、主に数値化を

したグラフを活用して話合いを行う。 

ワードクラウドは外部に傾向を伝える時な

どに活用している。 

本校の取組には、ロジックツリーの作成、プログ

ラム評価がある。ロジックツリーの策定を続けるこ

とで、本校児童の実態を教職員で共有したり、 ESD 

の子ども像を具体的に考えたりすることができるよ

うになってきた。さらに、プログラム評価の手法を

取り入れることで、児童自身が身に付ける資質・能

力を意識することができるようになってきた。年に 

2回の評価を行うことで、自分自身の変容について

も振り返ることができる。 

また、アンケート結果の分析からは、一人一人の

資質・能力の変容も捉えることができる。これを教

育活動に取り入れることで、教師の授業づくりにも

活用されている。 

ESD によって引き出すことのできた価値には、 

SDGｓの指標を生活科や総合の学習、特別活動な

どで児童も意識するようになっていることも挙げ

られる。教科学習の時間にも SDGｓとの関連が子

どもの声として表れているなどがある。  

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 



 

 

 

〇生活科及び総合的な学習の時間 

 ＳⅮＧｓの視点を取り入れながら生活科や総

合的な学習の時間を「課題解決学習」となるよう

に活動を進めている。事例として各クラスの取組

を一部紹介する。 

【個別級】⑰パートナーシップの視点を意識して、

自分たちが学んだことを楽しく工夫しながら 1年

生に紹介して仲を深めていく取組。 

【１年生】繰り返し公園に行き、「秋のよさ」につ

いて気付き共有して⑮陸の大切さを学んだ取組。 

【２年生】⑫つくる責任、つかう責任の視点を意

識して、家で捨てるはずだった身近な物を持ち寄

って、遊び方を工夫し、再利用した取組。 

【３年生】⑮陸の豊かさを意識して、自然でつく

られたものを大切にしたいという思いから草木

染めに挑戦した取組。 

【４年生】パラリンピック２０２０を機に誰もが

過ごしやすい環境を考え、⑩不平等をなくすため

に自分でできることを考えた取組。 

【５年生】廃棄される食品を減らすために、自分

たちにできることを「生産」「加工」「流通」「消費」

の観点から考え、⑫つくる責任、つかう責任の意

識が高まった取組。 

 

【６年生】⑬気候変動に課題を感じ、ＣＯ２削減の

ために「食品ロス」「クリーン作戦」「節水」「節電」

「再生紙」のチームに分かれて、自分たちができ

ることを実施した取組。 

また、活動の発表の場である大門フェスティバ

ルについても、コロナ過において相手意識や活動

目的、手段等を議論し、実行委員の児童とともに、

できることを考えた。そして、今回新しい取組と

して、タブレットを活用した「ポスター作成」と

「リハーサル動画の撮影及び視聴」を行い、ペー

パーレスを意識したフェスティバルを創り上げ

た。 

〇タブレットを活用したポスター作成 

大門フェスティバルの各クラスの取組の紹介

では「自分たち活動の魅力の発信」と「ペーパー

レス」という視点をもとに各クラス１枚のポスタ

ーをタブレットで作成し、パンフレットにまとめ

た。データ上でいつでも児童が見られたり、最小

限の印刷で掲示をしたりすることで、分かりやす

く且つ環境に配慮した取組を実践できた。 

〇リハーサル動画視聴 

コロナ禍の制限を設けたため、児童の参観数

は限られてしまった。そこで、事前に各クラス

でリハーサルビデオを撮影しておき、フェス

ティバル後、当日見られていない児童に発表を

見せることができた。動画ではあったが、各ク

ラスの取組が伝わった様子が見られた。

12　横浜市立大門小学校 

学校教育目標 

大門大好き いい仲間 進んで学ぼう 元気な子 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

 「地域の人、もの・ことを活かした活動を通し

て未来に目を向けられるようにする」という中期

取組目標から「人とのつながりを通して豊かな人

間関係及び未来を創り上げる人間性を育むこと」

という育成したい資質・能力を設定した。地域の

材をＥＳＤの観点から見つめ直し、大門の地域と

いう資源や特色を最大限生かす中で、「人とつな

がる 未来へつなげる 大門小」というＥＳＤの

テーマを掲げ、教職員や子ども、保護者、地域が

輪となって活動を行っている。 



【Ｂ児】 

〇自己の姿を分析 

ＥＳＤによる変容を見とるために、本校で目指

す資質・能力に沿って、児童自身が振り返られる

アンケートを作成した。総合的な学習の時間の活

動を本格的に始めた時期と年度末でアンケート

を行い、総合的な学習の時間を中心としたＥＳＤ

の実践による児童の変容を見とろうと考えた。同

じアンケート項目に対して、１０月と２月の自分

の姿を目盛りに色づけしていくことで、ＳＤＧｓ

に対する自己の変容を見取ることができる。また、

年度末に同じ用紙に書くことで、自分の１年間の

変容をメタ認知でき、次年度の課題を見つけるこ

とができると考える。資料１の結果は５年生のあ

る児童の実施結果である。このクラスの取組は

「難民の生活をよりよくしたい」という思いで、

使い古した靴を難民に届ける活動している。１０

月のアンケート結果を見ると、この児童は「外国

のことについてもっと知りたい」の項目が低いこ

とが分かる。年度末にこの項目がどのように変容

したかアンケートを通して見取っていきたい。 

【資料１】 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値

（evaluation＝評価） 

＜児童アンケート結果から見えてきた価値＞ 
・地域や世界の問題に関心をもつこと
・諦めずに粘り強く取り組む力
・協働して問題解決しようとする力
・一つの問題に対して複数の意見や考え方があ
ることに気付くこと

・自分事としてとらえる力

継続したＥＳＤの教育活動によって、子ども

たちの資質・能力に変容が表れてきていると感

じている。これからも身近な問題を見つめた

り、関心をもったりして、友達や地域の方とつ

ながり、「今、自分たちにできること」を考え、

未来へつなげていく取組を大切にしたい。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

〇振り返りカードによる子どもの変容の見取り 

振り返りカードから子どもの変容を見取り、分

析した。６年３組「ＣＯ２削減プロジェクト～自分

たちの未来をきれいに～」では、温暖化対策に取

り組んでいるＮＰＯ法人の方の話を聞いた後の

気持ちの変容が記述から分かる。 

【Ａ児 Ｂ児の振り返り】 

食品ロスや節電を中心に取り組んだＡ児やＢ

児を見ると、世界的な環境問題に目を向けている

ことが分かる。はじめは、「温暖化対策は大事であ

る」という抽象的な思いから、継続して活動を行

う中で、自分事として捉えていく変容が見られた。

そして、身近なところから世界的な問題に目を向

けられるようになった。諦めずに粘り強く取り組

む力や自分事としてとらえる力、行動する姿勢が

見られるなど資質・能力に対する変容がうかがい

知れる。活動ごとに丁寧に振り返りを行い、変容

を価値づけることが大切であると感じた。 

【Ａ児】 



 

ユニクロの“届けよう、服の力”プロジェクトに

参加することで、多くのことを学ぶことができ

た。まず、事前学習のためにユニクロが作成した

DVDで、“服のもつチカラ”、服を必要としている

人たち“難民”について学習し、ＳＤＧｓ目標３の

『すべての人に健康と福祉を』や目標10『人や国

の不平等をなくそう』　について考えるき っかけ

とすることができた。 

 

実際に使わなくなった子ども服を集めて、必要

としている国や地域へ送ることを通して、ＳＤ

Ｇｓ目標 12 の『つくる責任・つかう責任』や自

分たちだけでは解決できないことも、多くの企

業や仲間との協力でやり遂げようとするＳＤＧ

ｓ目標 17 の『パートナーシップで目標を達成

しよう』といった様々な視点で物事を考えるこ

とができた。 

ユニクロの“届けよう、服の力”プロジェクト

の事前学習でユニクロが作成したDVD で、“服

のもつチカラ”、“難民”について学習したあ

と、感想文を書くことで、自分たちが感じたこ

とや今後の取り組みについて主体的に活動する

きっかけとなった。 

13 横浜市立中和田中学校 

学校教育目標 

自ら学び、自他を大切にして、社会に貢献する生徒を育てます 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

具体的な課題の発見・探求・解決の過程で生徒

自らが持続可能な社会づくりに関する価値観を

身に付け、自らの意思を決定し、行動を変革し

ていくことができるようにする。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 



生徒の感想文からは“難民”について学習する

ことを通して、服を届けるということだけでな

く、自分たちに出来るＳＤＧｓは何か、自分た

ちの身の回りのことを見直したいなどという意

見が見られた。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値

（evaluation＝評価） 

本校では“届けよう、服の力”プロジェクトに

平成 29 年度に参加をしました。それ以降、毎年

参加しているのではなく、今までに参加した生

徒がゼロになった今年度、あらためて参加する

ことを決めました。事前学習を通して、“服のも

つチカラ”や“難民”について学習しました。 

“服”という普段の生活の中で必要不可欠なも

のをテーマとしたプロジェクトは『当たり前』

が『当足り前ではない』ということを考えさせ

られるきっかけとなりました。生徒会が中心と

なってポスター作り、呼びかけ、回収、発送と

すべての作業を生徒が行い、以前の実施とは異

なり、本校だけの取り組みとせず本校に進学し

てくる周辺小学校にも取り組みについて賛同し

ていただき、服の回収などに協力していただき

ました。自分ひとりでは難しい課題も、学校や

地域、そして企業など様々な人たちと協力をす

ること、パートナーシップの大切さを学びまし

た。 



 

①自分たちの住む地域の防災対策について考え、

地域の人とつながろう。 

ステップ１ 災害想像ゲーム

１年生の総合的な学習の時間を使って、グルー

プに分かれ学区内の地図を活用し、災害想像ゲー

ム（災害時にどのように避難するかを試行錯誤す

る）を行った。地震、水害時に身近な地域の危険

はどこにあるかを検討した。検討結果は模造紙に

図示し、グループで出た考えをクラス内で発表し

あい、身近な地域の危険個所をあらためて意識し、

共有することができた。 

ステップ２ 地区懇談会

地区懇談会で１年生の各クラスの代表者が、災

害時の危険性をプロットした学区内地図を用い

て、発表した。懇談会に参加した地域の方からは、

生徒視点では気づかない危険性について、すでに

経験したこの地区の危険性の特徴について重要

な示唆をいくつもいただいた。参加した生徒は地

区懇談会の内容を各クラスにもってかえり、共有

した。 

②西本郷中として取り組めることを考え行動す

る。 

⇒生徒会の活動として、「陸の豊かさを守ろう」と

いう目標に向け、緑化運動の推進を行う。 

ステップ１ 緑の募金運動

公益社団法人「かながわトラストみどり財団」

の実施する「緑の募金運動」に参加。生徒会本部

役員が２週間にわたり、登校時に募金協力を呼び

かけた。 

ステップ２ 「植えて楽しい！咲いてうれしい！

チューリップの球根栽培体験」に応募

株式会社グリーンファームの行っている取り

組みに申し込んだ。見事当選し、チューリップの

球根を 100個いただいた。 

ステップ３ 学校の緑化に向けて手入れ

生徒会本部役員が中心となって周囲に呼びか

け、定期的に中庭の花壇の手入れを行った。学校

の花壇に一年中花が咲いているように、植える植

物についても話し合った。その結果、いただいた

球根と合わせて、緑の募金運動で集まったお金の

一部で芝桜を購入した。レイアウトや植える時期

も考え、有志で集まった仲間とともに、中庭の花

壇に球根や芝を植えた。 

③多様性の尊重、コミュニケーションの意識

ステップ１ 国際平和スピーチコンテストへの

参加 

ＳＤＧｓ17の観点から、自分にできることは何

か考え、３年生全員が国際平和スピーチコンテス

14 横浜市立西本郷中学校 

学校教育目標 

自ら挨拶、自ら判断、自ら行動、人とのつながりを大切にする思いやりある西本中生 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ） 
の視点で取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

時代の変化を先取りし、持続可能な社会の創り

手となることを意識し、自らできることを考え実

践する力 

「コミュニケーション能力」 

「つながる力」 

「自ら判断して行動する力」 

「多様性の尊重」 



トの原稿を書いた。持続可能な取り組みについて

自分の考えを深めた。 

ステップ２  訪問授業 

栄区人権協議会同時開催でセーブ・ザ・チルド

レンの方を招き、「子どもの貧困について」講話を

いただいた。地球規模の課題を身近なこととして

とらえ、これから自分にできることは何か考える

きっかけとなった。 

ステップ３ 人権作文の朗読を聴く

昼食時の放送の時間を利用し、校内優秀作品に

選ばれた５人の人権作文を朗読。他人の考えを聴

き、自分と他者の考え、捉え方の違いを知り、多

様性について理解を深めた。 

ステップ４ 人権ツリーの作成

これまで学習してきた自他

の「人権」を大切にする視点を

もって、よこはま子ども会議の

テーマ『居心地のよい学校づく

り』を生徒全員で考えた。 

そのために自分ができること、

やりたいことをカードに記入

し昇降口に掲示した。全校でシェアリングし、

日々の生活の中にある「人権感覚」を磨いていく

きっかけとした。 

④横浜市の温暖化対策について理解を深め、学校

で取り組めることを考え提案する。 

ステップ１ 横浜市温暖化対策統括本部の出張

授業 

 グーグルの提供する温室効果ガス排出量可視

化ツールＥＩＥ（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ 

Ｉｎｓｉｇｈｔｓ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ）を活用し

た授業を１年生全４クラスで実施。講師は横浜市

温暖化対策統括本部課長の宮島弘樹さん、社会科

の授業を２コマ利用し、１時間目は地球温暖化の

概要。メカニズムを知り、２日目は横浜市として

温室効果ガスを減すことができる分野はどこにあ

るのかを考えるというテーマで講義してもらっ

た。一人一台のクロームブックで、ＥＩＥツール

を活用し、横浜市ではどのくらい温暖化効果ガス

が排出されているのか、自動車などからの排出量

はどうなっているのか、もし、建物の屋上に太陽

光パネルを設置したら、どのくらい排出量が減る

のかなどを確認した。授業の中では、排出量を減

らすにはどうしたらよいのか、まず班で討議し発

表、その後は個人で質問、発表した。横浜市は人

口が多いので、家庭からＣＯ２が排出される割合

が他都市に比べて多いことを認識した。 

ステップ２ 環境活動家の講演会

全国の学校を回り、「気候変動の危機」などの講

演を行っている大学生に来校したいただき、同世

代の立場から、世界規模の課題をどう自分ごと化

していくかのモデルを提示してもらう。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

１２月に学校評価アンケートを実施した。そ

の中の「西本郷中学校はＳＤＧｓの取組に積極

的である。」という質問に対し、全校で８割近い

生徒が、「そう思う」「大体思う」という回答を

得た。学年別にみると、１・３年生が「大体そ

う思う」と「そう思う」がほぼ同じ数なのに対

し、２年生は「そう思う」が２倍多い結果とな 

った。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

 ３年生からは、「僕たちには大きなことはでき

ない。けれども、小さなことはできる。」など

の声とともに、今まで行ってきた活動に加え、

新たな活動案として“お残しゼロキャンペー

ン”や“いたち川清掃”といった、地球規模

の課題を、自分ゴト化として主体的にとらえ

ている様子をうかがうことができた。 

Think globally, act locally. 



〇世界に目向けることで、国際理解・国際協調の

意識を持ち、多様性を尊重できる豊かな心を育

む。 

〇自ら課題を見出し、学び続ける姿勢を育成する。 

〇まちに愛着を持ち、コミュニケーション力を高

める。 

▽ＪＯＣＡ国際理解教育

「100人村ワークショップ」の体験（２年）

「キャリア教育講話」（全校）

ケニアの海外協力隊の体験から

▽ＷＦＰチャリティーエッセイコンテスト 2021

世界の貧困・飢餓についての学習後、エッセイ

の制作（全校）

▽ＳＤＧｓ達成のための課題解決学習（３年）

３年生が総合的な学習の時間を使って、17のゴ

ール（目標）の中から８のゴールを選択して、今

日の課題・解決に向けての手立て・目指すべき姿

について探求していきました。 

〇１ 貧困をなくそう ２ 飢餓をゼロに 

 貧困な国、飢餓が多い地域を調べ、課題をみつ

けた。その中でコロナ感染症の影響から貧困が起

こっていることが新たな発見としてあった。その

データを利用してアンケートや映像発信に取り 

組んだ。企業の取組を調べて、基金活動での援助 

 

を知り、学校の自動販売機への導入を目指した。 

〇４ 質の高い教育をみんなに 

 「質の高い教育がなぜ必要か」「他国の現状・課

題」「日本の教育の歴史」「日本の教育の課題と解

決方法」を今日の課題として調べ、プレゼンにま

とめた。また、わかりやすい劇にして発表した。 

〇５ ジェンダー平等を実現しよう 

 男女格差をいろいろな角度から調べ、プレゼン

にまとめた。ＬＧＢＴＱに対する意識調査を行い、

掲示物としてまとめた。 

〇６ 安全な水とトイレを世界中に 

 「世界の安全な水」と「トイレの普及」「企業の

取組」について調べて、プレゼンにまとめた。Ｓ

ＤＧｓデザインセンターの方と交流をした。 

〇12 つくる責任つかう責任 

 持続可能な消費と生産のパターンを確保する

ことにアプローチして、廃材から様々なものをリ

メイクした。無駄のない生活について調べて、デ

ジタルマガジンとしてまとめた。 

〇14 海の豊かさをまもろう 

15 陸の豊かさをまもろう 

海の今日の課題、森林の今日の課題を調べて、

意見交換をして、スライドにまとめた。 

15 横浜市立西柴中学校 

学校教育目標 共に学び、たくましく、豊かな心をもった生徒を育てます 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 



▽外国語教育

絶滅危惧種について調べ、レポートにまとめた。

のように過ごしていた毎日とまったく違う生

活をしていて、自分の生活を改めるべきと思

った。 

・政治、経済、社会の中で、女性も男性と同

じように権利をもって、また、リーダーにな

ることができるか。 

・発展途上国は衛生環境が悪く、手洗いの習

慣がない。水道の設備がない暮らしをしてい

るのは 22億人。2030年までに、すべての人

が安全な水とトイレを利用できるか。 

▽ＳＤＧｓ達成のための課題解決学習後

・「飢餓をゼロ」では貧富の差が問題になって

いる。太りすぎの人と栄養不足の人の差は、

貧富の差とも関係している。

・職種、育休制度、ＩＣＴ産業などに男女格

差がみられる。日本は世界からも先進国の中

でも遅れている。 

・当たり前が当たり前ではないことに気づい

た。地球上の 99.9％の水は手を加えないと安

心して飲める水にならないことから、手を加

えなくても飲める水にできるような機械を作

り出すことで水問題が改善されると考える。 

▽ＳＤＧｓ達成のための課題解決学習の取組か

ら生徒が実感した意識変化

生徒Ａ・私は一人ひとりの行動の重大さを学び

ました。現在、ＳＤＧｓで達成しようとしてい

る課題には、プラスチック問題や食品ロスなど

私たち人間の行動によって大きな課題となって

いるものがあります。これらの課題には一人ひ

とりの行動の改善によって解決していくべき

ではないでしょうか。すぐに結果は出ないか

もしれませんが、今までそれぞれのグループ

が発表してくださった具体的な取組を今から

積み重ねていけば、目標達成に少しずつ近づ

いていくと思います。 

生徒Ｂ・私は今回の学習を通して、今の自分

にも「できることはたくさんある」というこ

とに気づかされました。また、行動を起こさ

なければならないと感じました。世界の現状

を知るだけでなく、そこから自分のできるこ

とを考え、小さいことからでも、行動に移し

ていきたいと思います。(学年学習発表会後） 

▽ＳＤＧｓ達成のための課題解決学習取組後の

生徒の変容

17の Goal（目標）から興味をもった Goalを選

んだ。その８のＧｏａｌを６グループで、現状・

解決・発表方法を考えた。 

 最初にインターネット等で調べたり、意識調査

を行ったりして、現状について考えた。６グルー

プとも、内容に沿った学習を行っていた。「なぜ」

という疑問から解決への手立てや発信の仕方を

考えた。進めていく内に、「１つのＧｏａｌを達成

できると、複数のＧｏａｌの達成に近づく」こと

に気がついた。日本は多くのＧｏａｌの達成に近

づいているが、改善する必要のあるものや達成す

るためにはかなり難しいＧｏａｌがあることも

知った。 

 まずは「より多くの人がこの現状を知ること」

が、「私たちができる第一歩だ」とわかった。 

▽ＳＤＧｓ達成のための課題解決学習取組に有

効であったこと 

 この学習に至るまで、ＧＩＧＡ構想の取組が有

効であった。各教科で、ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋを

使った授業が進められていたため、生徒が操作に

慣れていた。グループ・学年単位でのＣｌａｓｓ

ｒｏｏｍを作成し、積極的に活用した。職員も研

修を重ね、操作方法などの情報共有を進めた。 

 グループごとの担当者が各自でアイデアをも

って進めたことが、生徒に大きな影響を与えた。 

調べる中で、様々な環境問題が起因となっている

事を知り、ＳＤＧｓへの理解を深めた。

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

▽

・

ＳＤＧｓ達成のための課題解決学習前

世界の多くの場所では、私たちが当たり前

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値

（evaluation＝評価） 



なかよく ふれ合いを大事にする子 

かがやいて自分らしさや自分の可能性を高める子 

お互いに高め合う子 友達のよさを認め合い、学び

合える子 

○ コミュニケーションをとる力・・自分の気持ち

や考えを伝えるとともに、他者の気持ちや考えを

尊重し、積極的にコミュニケーションをとる力。 

○ 進んで参加する態度・・集団や社会における自

分の発言や行動に責任をもち、自分の役割を理解 

し、ものごとに主体的に参加しようとする態度。 

○ 多面的・総合的に考える力・・ひと・もの・こ

とを多面的・総合的に考える力。 

○ 問いを見出して学び続ける力・・ひと・もの

・ことから問題意識をもち、よりよい社会を創ろ

うとする力。 

 

 昨年度は、ESDについて学ぶ“初年度”として、

「知ること」から始めた。その中で、ESD の視点

に立って普段の授業を見直すことで、より子ども

たちの未来につながる、実態を踏まえた単元づく

り・授業づくりを行うことの大切さが見えてきた。 

 今年度は、昨年度見えてきたことを生かすため

に重点研究主題を「持続可能な未来を創ろうとす

る子どもの育成」とした。「ESDの構成概念を意識

した単元づくり」「問題解決に必要な能力・態度の

育成を目指す学習過程」をそれぞれ主題に迫るた

めの視点として設定し、重点研究を軸に ESDにつ

いて深めていくことを目指した。 

 また、昨年度末に４・５年生で行った委員会活

動についての話し合いで、「SDGs 委員会を作りた

い。」という子どもの発案で SDGs委員会が発足し、

活動を始めている。 

 

【事例１】６年（国語科）「届け！未来に！！中

尾小の提案『私たちにできること』」 

 提案する文章を書く単元で、SDGsの１７の目標

の中から、子ども一人一人が関心の高い目標を選

び、身の回りにある問題と関連付けながら自分た

ちにできることを提案した。 

ESDの構成概念は、一人一人が SDGsの達成にお

いて果たすべき責任に気付き、自分に何ができる

か考えてほしいという“責任性”を、問題解決に

必要な能力・態度は、自分も相手も納得できる提

案文にしていくためにグループで話し合いを重

ねるための“伝達”をねらいとした。 

 子どもたちは、関心のある SDGs の問題につい

て詳しく調べ、自分事として考えながら、自分た

ちにできることについてまとめていた。また、自

分たちだけではなく、中尾小学校全体に広めてい

く必要性を感じ、校内に提案文を掲示することで

周知していこうと考えていた。 

【事例２】５年（総合的な学習の時間）「Plus Voice

で発信！～パラリンピックの魅力を伝えよう～」 

2021年の夏に開催された東京オリンピック・パ

ラリンピックを終えて、パラリンピックの放送が

少なかったことに問題意識をもち、「パラリンピ 

ックの魅力を伝えたい。」と活動が始まった。 

 ESD の構成概念は、パラリンピックの魅力を考

えていく中で、性別の違いや障がいの有無に関わ

らずに楽しめるパラスポーツの良さに気付いて

ほしいという“多様性”を、問題解決に必要な能

力・態度は、パラリンピックの魅力について話し

16 横浜市立中尾小学校 

学校教育目標 なかよく かがやいて おたがいに高め合う子

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 



合う中で、歴史的な視点や競技性、体験した経験、

選手だけではなく伴走者や装具技師等の関わる

人々、様々な視点から考えることができるように

なるための“多面”をねらいとした。 

 子どもたちは、パラリンピックの歴史や種目等

の基本的な情報を調べたり、実際に体験できそう

な競技を体験したりすることを通して、魅力や良

さについて考えていった。それを踏まえて話し合

い、「公平性」「競技性」「協力性」の３点が魅力だ

と考え、校内に広めていく活動を続けていった。 

【事例３】SDGs委員会「食品ロスをなくそう」 

 今年度発足した SDGs委員会は、“食品ロス”に

ついて重点的に取り組んだ。横浜市資源循環局と

協働して、家庭で使い切れない食料品を集め、食

料品を必要としている人へ配る「フードドライブ」

の活動を行っている。 

 SDGs委員会のメンバーで、開催方法や広報活動

について話し合い、当日に向けて準備に力を入れ

た。その結果、２４７個（約４８ｋｇ）の食料品

を集めることができた。 

 今後もフードドライブ活動を定期的に行い、地

域と連携しながら“食品ロス”問題に取り組んで

いこうと意欲が高まっている。 

 昨年度の意識調査の結果からは、いずれの項

目でも意識や能力・態度の向上が見られた。今

年度の結果を、来年度につなげていけるように

していく。 

0% 50% 100%

年度末

年度初め

進んで参加する態度【参加】
よくできる だいたいできる

あまりできない まったくできない

0% 50% 100%

年度末

年度初め

コミュニケーションを行う力【伝達】
よくできる だいたいできる

あまりできない まったくできない

（第２章に質問紙を掲載）

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

今年度は、ＥＳＤを重点研究の中心に位置付

けて取り組んだ初年度となる。そのため、年度

の初めと終わりで子どもたちの意識調査を行

い、比較がしやすいと考える。同じ項目で子ど

もたちの意識の変化を比べ、グラフで表す。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

昨年度、「知ること」から始めたが、今年度

は、その知ったことを「行動すること」「発信

すること」へと歩みを進めることができたよう

に思う。事例として挙げた高学年の学習を見て

も分かる通り、子どもたちのより主体的な学

び、創造的な活動を行っていくことができた。 

今後は、子どもたちが自分たちの活動の効果

や成果を実感できる指導や手立てを考えていく

ことで、さらに「調べたい」「伝えたい」「行動

したい」「続けたい」という意欲や、活動の質

の高まりが期待できると考える。 



17 横浜市立本牧中学校 

学校教育目標 

     School Inclusion～私たちの居場所～ふるさと本牧 認め 見つめ 

現状の課題を生徒目線で把握する 

新聞から様々な考え方を学ぶ 

課題の達成のために協力し合う 

→物事や事象、人（他者や自分）をクリテ

ィカルに捉えたり、客観的・俯瞰的に把握

したりする力を伸ばす。 

→物事や事象、人（他者や自分）について。

多面的・総合的に考え、それぞれの関連性

やつながりを尊重する。 

→他者と協力しながら活動を行う中で、コ

ミュニケーション力を伸ばし、進んで参加

する態度を伸ばす。 

 

    

（１）生徒会本部役員主導によるＳＤＧｓの周知 

  今年度、生徒会本部役員はＳＤＧｓを全校生

徒により身近に感じてもらうために、全校集会

で「ＳＤＧｓクイズ」を行った。特に本校では

「ＳＤＧｓ 11 住み続けられるまちづくり

を」を合言葉に現行の校則と実生活におけるギ

ャップを、全校アンケートの実施によって視覚

的に捉え、教員と生徒会本部役員が協議するな

どして改善に取り組んできた。 

 

     

（２）朝日新聞社による出前授業

  朝日新聞発刊「朝日ＳＤＧｓジャーナル」を

用いた朝日新聞社の出前授業を行った。日頃、

新聞をあまり読まない生徒たちが、「ペタッと

ＳＤＧｓ」を貼っていくことで、内容を 17のタ

ーゲットに分類しながら読むことができた。 

（３）総合的な学習の時間におけるＳＤＧｓの 

取り組み 

 総合的な学習の時間でＳＤＧｓについて

知る発端になることを目的として、国際連合

広報センターが作成した「Ｇｏ Ｇｏａｌｓ」

ですごろくを行った。その後、各学年、クラ

スごとにグループとなって、それぞれが問題

と考えている出来事を白マスに書き入れ独

自のすごろくを作成した。 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

高める 

見つめ 

認め 

高める 

見つめ 

認め 

高める 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 



（４）「いじめ防止市民フォーラム」への参加 

本校は地域一丸となった教育を目標として、

本牧地区中学校・小学校を２中４小ブロックと

して捉え、児童・生徒を育んでいる。今年度は

２中４小の各校の代表生徒が、いじめのない学

校づくりのために取り組んでいることを横浜

市役所で発表した。 

した。 

裏面に目標に適した
問題を考えて書く 

今年度生徒会目標 
「Revolution」 

（２）で作成した新聞の
可視化の一例。
廊下に掲示し、意見の共
有を図った。

（２）の授業のフィ
ードバックの一例。

（３）で作成し
たすごろくの一
例。
作成空いたもの
を交換し、実際
に遊んでみる予
定でいる。

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

 「（１）生徒会本部役員主導によるＳＤＧｓの

周知」においては、全校にアンケートを行うアン

ケート用紙に裏紙を使いたいと生徒から要望が

あったり、「（３）総合的な学習の時間におけるＳ

ＤＧｓの取り組み」においては身近な事柄からイ

ンターネットを用いて知った世界的な事柄まで、

様々な視点で問題を見つめたり、「（４）「いじめ防

止市民フォーラム」への参加」においては、２中

４小ブロックとして校種を超えた交流を行い、昨

年度に引き続き【多面的・総合的に考える力】【コ

ミュニケーションを行う力】【他者と協力する力】

などに関連した力が現れていた。 

 加えて、ＥＳＤによる変容の視覚化を図ること

によって自らが行ってきたことを振り返ることが

できるため、教師側から声かけを行わなくても自

発的に自らを省み、次回はこのように改善をした

いなどと具体的な声が上がるようになった。 

 今後は生徒会活動を核としながら、全校生徒へ

の推進を図るとともに、教科指導をはじめ全教育

活動において ESD推進を意識した取り組み行って

いきたい。そのため、生徒による取り組みを「見

える化」し発信力を高め、学校全体で取り組んで

いく意識と、前向きに取り組める環境を作ってい

きたい。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

「変容の視覚化」として、今年度も昨年度同様

に①生徒の表現（コメント・文章・発表など）

の可視化、②振り返りやフィードバックを重視



ＥＳＤを通して育成したい資質・能力は、 

・コミュニケーション力

・課題発見・問題解決力

・持続可能な社会の創造に貢献する力

である。 

本校では、真面目に落ち着いて学習に取り組

むことができる一方で、自ら積極的に学んだ

り、自分の思いや考えを表現したりすることに

課題がある生徒が多い。ESD という視点から教

育活動を振り返り、改善していくことで、教職

員や生徒の行動変容を目指している。 

 

(1) まずは教職員の働く現場を持続可能に！

 ＥＳＤを推進していくためには、まずは教職員

がいきいきと働く必要がある。そのために、校内

で働き方改革のプロジェクトチームを作り、それ

ぞれの職員の「強み」や「好き」を生かした活動

を行った。コロナウィルス感染症によって向き合

わざるを得なくなった教育活動の見直しや改善に

は、やはりエネルギーが必要である。しかし、自

分の得意な分野で実施できる体制や雰囲気を作る

ことで前向きに取り組めるようになった。 

 

 

 

(2) 生徒がつくる創立 30周年式典

今年度、小田中学校は創立 30 周年を迎える

ため、併設校の小田小学校とともに、合同の 30

周年式典を行った。式典では、小田小中の過去

を振り返ることによって現在へのつながりを再

確認した。さらに、より良い未来を作っていく

ために現在行っている取組を紹介した。どれも

ＥＳＤにかかわる内容であるが、いくつか注目

すべき活動をとりあげて紹介する。 

①小中の合同スローガンづくり

毎年新しい生徒会本部が立ち上がると、どんな

学校を作りたいのかをスローガンにし、そのシン

ボルとなるモニュメントを作っている。今回のス

ローガンである「みんなで描こうコダフルハー

ト」は、昨年度から次のリーダーとなる小学校５

年生と中学校２年生が合同で話し合いを行い、作

成されたものである。 

 このスローガンの実現に向けて、各専門委員会

や学級でさまざまな取組が行われた。今までは、

生徒会本部といった一部の人たちで行われていた

活動が、「自分たちはどんな学校を作りたいの

か」とみんなで話し合い、目指すものをみんなで

共有したことで、「自分たちの学校をより良くす

るのは自分たちだ」という意識につながっていっ

た。 

②小田ファンディング

個別支援学級が行った、返礼品つきの募金活

動。本校の個別級は、担任が国際協力の活動を

してい

18 横浜市立小田中学校 

学校教育目標 １．個性が発揮できる学校生活（知） 自ら学び、自分らしさを発揮し、生きる喜びを実感できる生徒を育てます。 

 ２．誰もが尊重される学校生活（徳・体） 自らの心と体を健やかに育み、互いの立場を尊重しあえる生徒を育てます。 

 ３．地域とともにつくる学校生活（公・開） 地域との交流を積極的に進め、地域の一員としての自覚を育てます。 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の
視点で取り組んだこと 

複数画面で作業ができ

るので、比較・参照・点

検などで作業効率 UP♪ 

職員室内に会議・作業ス

ペースを新設。日々使わ

ない資料は別室へ。 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 



たこともあり、授業のなかでも SDGs を積極的に

取り扱っていた。生徒のなかから「私たちにでき

ることはないのか？」「自分たちも人の役に立ち

たい」という想いを拾い、募金活動を立ち上げ

た。 

この活動で特筆すべきなのは、生徒が募金先

を吟味して選んだこと（募金先は難民の障害者

を支援しているＡＡＲ Ｊａｐａｎ）、募金を集

めるために、お菓子の袋やペットボトルキャッ

プをアップサイクルして作ったポーチやキーホ

ルダーを返礼品とすることで、プラスチックご

みの活用にもなっていることがある。さらに、

その広報活動を生徒会本部にも協力を依頼する

ことで、全校へ活動が広がっていった。今後は

募金先であるＡＡＲ Ｊａｐａｎを訪れ、ボラン

ティア活動を行う予定である。

ＥＳＤ推進のためにも、子どもたちに接する教

職員が生き生きと働ける職場にするために、その

変容を視覚化する方法としては毎年実施している

ストレスチェックを取り上げたい。グラフ左の質

問は「職場には、過去の慣習・既存ルールにとら

われることなく、柔軟に考えることが推奨される

雰囲気がある」で、右の質問は「仕事をするうえ

でストレスを感じていますか」であり、どちらも

肯定的に答えている割合を表している。 

「ＥＳＤ推進は大切だと思うけど、ちょっと負担 

…」という状態から、「これもＥＳＤにつながるは

ず！やってみようかな！」と思える職場にするた

めに、管理職はもちろん、教職員や事務職員・技

術員などチーム小田で努力した成果である。 

②学校評価アンケート
ロジックモデルの作成も試みたが、現状である
アンケートを活用できないかと考え、毎年行っ
ている学校評価アンケートを活用・分析した。

「生徒会や委員会などの活動に関心をもち、積

極的に取り組んでいる」という項目では、３年

生は昨年度よりも向上したものの、２年生は昨

年度より悪化する結果となってしまった。 

返礼品のポーチと 

キーホルダー

R2 

R3 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

①教職員のストレスチェック
　この原因は、生徒会や委員会活動の改革の

中心となったのが３年生であり、下級生にま

で活動が広がらなかったことが考えられる。

また、その他のアンケートでも、アンケート

をとるタイミングによって結果に変化が出て

しまうことを確認している。次年度の課題と

したい。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

 ＥＳＤをきっかけに「このままでいいの

か？」「これを本当に続けることはできるの

か？」など、日々の教育活動を見直すことに

つながっていると感じている。さらに、それ

が結果として数値に現れなくても、生徒の反

応からＳＤＧｓを身近に感じるとともに、育

成したい資質・能力の成長につながっている

ことがわか った。 



 本校の教育理念である「自立と貢献」「対話と

融和」を達成するために、問題解決型・参加型体

験を通し、個々の生徒に適した生きる力の育成に

努めた。コロナ禍の限られた中ではあったが「主

体的・対話的で深い学び」である、調べ学習やグ

ル ープ討論などの手段を各教科で用いて学習す

る機会を設けた。活動を通して、コミュニケー

ションの大切さを感じることができた。また、身

近な問題から世界へと視野を広げ、自ら考えるこ

とを積極的に行うことができた。 

全学年：「ＳＤＧｓブック（新聞）」 

 月に２回、全校一斉に朝読書の時間にＳＤＧｓ

についての新聞記事を読み、自分の意見をまとめ

ている。各学年の総合的な学習の時間でＳＤＧｓ

について学んできたが、３年間を見通した学習に

するために本年度から実施している。１年生はＳ

ＤＧｓについては Introduction１＆２を取り入れ、

基本的なＳＤＧｓについての知識を学ぶ機会を設

けた。 

新聞記事の内容 

（１）introduction１ ＳＤＧｓ考えよう

（２）introduction２ 17 のゴールから世界の現

状を知ろう！ 

１ ＳＤＧｓでより良い世界に 

２ 海中で分解するレジ袋 

３ 無印「衣料」、半分が男女兼用 

４ 食品ロス削減へ コンビニ各社 

５ 経済と両立 起業しアプリ開発 

全学年：「食品ロス」をテーマに国際交流 

 ＳＤＧｓ新聞同様に、学年間のつながりをつく

るべく、今年度より１年間のテーマ（目標）を決め、

総合的な学習の時間に取り組んできた。また、他教

科でも同じテーマ（目標）に向かっての横断的な学

習ができるためであり、多角的な考え方が視野を

広げるためである。１年生は実際にフードエコロ

ジーセンターより講師を招き、講演会を実施。ま

た、家庭科では、各学年の学習に合わせ「食品ロス」

についての理解を深める活動ができた。今後は昨

年度より行っているギリシャとの国際交流を 2022

年１～２月ごろにかけてオンラインで開催を予定

している。 

生徒会：ＳＤＧｓに対する意識向上プロジェクト 

 昨年度に引き続き、ＳＤＧｓ17 の目標と各委員

会の取り組みを関連させる目標設定を行った。生

徒総会では、ＳＤＧｓに対する意識向上を図るた

め、映像を使って１年生にもわかりやすく伝える

工夫を行った。また、毎月発行される生徒会新聞に

もＳＤＧｓ17の目標の目的と自分たちができるこ

とを書き出し、全校生徒に伝えた。 

生徒会：学生団体 WORLD FUTとの 

オンライン交流会

７月に本校生徒会本部、二年学級委員と学生団体

の WORLD FUT で ZOOM上でのオンライン交

流会を行った。カンボジアの子どもたちの未来を

サッカーの力でつくっていく、WORLD FUTの活

動の様子を伺ったり、中学生にこそできることは

何かをグループに分かれて話し合ったりした。

19 横浜市立中川西中学校 

学校教育目標 

「自立と貢献」「健康と思いやり」「対話と融和」 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の
視点で 

取り組んだこと

１ 学校教育目標とＥＳＤを通して 
育成したい資質・能力とのつながり 



WORLD FUT の話から生徒たちは、漠然として

いた世界の貧富の差の現状の輪郭が見え、より活

発な話し合い活動を行うことができた。今回の交

流会で学んだことを、今後の生徒会活動にも生か

していきたいと考えている。 

る。今年度の取り組みの中で、生徒たちの考え

方がどう変わっていったかを研究したい。 

本校の英語科では５ラウンド学習方式を採用

し、３年間に渡って英語でのコミュニケーション

力向上の育成を行ってきた。確実に英語でのコミ

ュニケーション力の向上が見られる中で、実践的

な活動の場を目標に生徒たちが主体的に取り組む

姿が見られる。その中で、実際に海外の中学生と

環境問題について話をすることができることは、

自分たちの国だけの問題でなく、世界全体を考え

ることができる機会となっている。昨年度オンラ

イン国際交流に参加した生徒は、「日本の文化と

の違いが感じられて楽しかった。海外の生徒も私

たちと同じ環境問題について考えていて、世界の

繋がりを感じた。」と感想を寄せている。昨年度

卒業した生徒の中には、高等学校でＳＤＧｓ部を

発足するなど、卒業後も自主的に取り組む姿が見

られる。 

また、ＳＤＧｓが学校、生徒、教員間に浸透

し、様々な教科指導の場面でＳＤＧｓを基盤とし

て取り組む活動が増えつつある。上記でも述べて

いるように、学校全体でテーマを決め、３学年共

通して取り組むことができたのは、とてもよかっ

た。教員間でもお互いに情報交換をすることがで

き、高めあう授業展開ができたと感じている。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

ＳＤＧｓについて一昨年度から社会科や家庭科

などの授業の中で学んできた。昨年度からは生徒

会活動の中でＳＤＧｓに関連する取り組みを行っ

てきた。各委員会の目標にもＳＤＧｓが組み込ま

れている。また、昨年度の反省から、今年度は４

月と３月にアンケート調査を行い、生徒たちがど

のように変容してきたかを数値として可視化する

予定である。2020 年に東京大学大学院教育学研究

科によって行われたＥＳＤの実施に関するアンケ 

ートに沿って 25の質問を生徒たちに投げかけ

た。４月の調査結果では、入学してきたばかりの

一年生の 84％が「ＳＤＧｓについて聞いたことは

ある」と回答しているが、小学校で実際に学んで

きた生徒は 30％であった。生徒が「よく知ってい

る」と答えた質問は、「世界には学校に行きたい

のにいけない子どもたちがいること」であり、 

53％であった。「よく知っている」と一番回答率

が低かった質問は「会社や工場、お店、自治体が

行う街づくりには環境の影響があること」で 24％

であった。 

今年度の本校の取り組みである「食品ロス FOOD 

WASTE」回答率が低かった質問に特に関連してい



 

 

 

【総合的な学習の時間（AIAI）】 
○４年生「相沢のまちを守るンジャー」

昨年度学んだ相沢のまちのよさを活かして、「誰 
もが住み続けられる相沢のまち」の実現を目指し

て活動を行った。２つのグループに分かれてまち

の課題について調べ、解決策を考えた。 

安全 誰もが安心して安全に過ごすためにはどの

ようにしたらよいかと考え、まちの危険な場所を

調べた。地域の人にインタビューしたり実際に交

通量を調べたりして、あいざわっ子発表会で自分

たちの考えた対策などを発表した。 

環境 学校の近くにある瀬谷市民の森にホタルが

生息していることに着目し、人間だけでなく生物

も住みやすい環境づくりを目指そうと活動した。

ホタルの生態を調べ、ごみのないきれいなまちに

したいと考えた。

○６年生「『食』を通じて世界を変える」 　　　

「食」を通じて身の回りの様々な問題に気付き、 

少しでも解決に向かうよう地域のお店や人とつな

がりながら活動に取り組んだ。「地域」「給食」「多

文化共生」「エコクッキング」の４つのグループに

分かれて活動した。６年生一人ひとりが「私たち

の取り組みが全校のみんなや地域に広がるといい
な。」という思いで主体的に活動した。 

多文化共生 大学生とのオン

ライン交流を行い、「アンコン

シャスバイアス」について学

んだ。「外国人だから」などの

思い込みで接するのではな

く、平等に接しようと新たな

価値観を育んだ。

 

 

地域に外国の方が経営してい

る飲食店があることに気付き、

取材を行った。お店の人の話を

聞き、多様な考え方があること
を知った。 

【学援隊への広がり】 

 学校でのＥＳＤの活動が

地域に伝わり、学援隊と連携

してエコバックを作成した。

デザインは技術員が行い、Ｓ

ＤＧｓマークと相沢小のマスコットキャ

ラクターを取り入れるなど、ＥＳＤの活動

を地域にも広げたいという思いが込められ

ている。

20 横浜市立相沢小学校 
学校教育目標 

学びあい 認めあい 支えあい 夢をはぐくむ あいざわっ子

【知】自ら考え 学び続ける子を育てます 【徳】自分も 周りの人も 大切にする子を育てます   【体】進んで 健康的な生活をする子を育てます  

【公】自分の役割を考えて 行動する子を育てます 【開】目標に向って ね ばり強く取り組む子を育てます

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

つながり 

人 こと もの 

【これまでの自分の見方・考え方をもとに】 

○つながりに関心をもち、大切にする（関連）

○役割を考え、進んで参加する（参加）

○友だちや関係機関と協力する（協力）

○未来に向かって計画をする（未来）
伸長 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

『人、もの、こととの「つながり」から、自己の考えを伸長し、未来へはばたくことができる』 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

６年生［イメージマップの活用］ 

 活動の節目に自分たちの考えを整理し、新たな考

えや価値を見出すことができた。視覚化したこと

で、一見関わりの無いような物事でも相互性がある

ことに気付くことができた。課題解決に向けて探求

しようとする意欲が高まり、友達や地域の方と協力

しながら取り組もうとする姿が見られた。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

 自分たちの身近な問題に目を向け「見直す」こと

で、課題を見出し地域の人・こと・ものに「つなげ

る」ことができた。これらの活動を通して、児童一

人ひとりが誰もが住み続けられる社会を考える素地

を養うことができた。ＥＳＤ推進校として２年目を

迎え、教師や児童にもＥＳＤの視点をもって様々な

ことを考えようとする態度が身に付いてきた。３年

目は、学校全体で「変容の視覚化」に重点を置き、

「変わる」ことの実感を得ながら取り組みを続けた

い。 



 学校教育目標の「自己有用感・思考力判断力・

規範意識・防犯防災などの安全意識」という４つ

の視点をもって取り組んでいる。その中でも本校

児童の良さである「思いやりがある」「素直」「優

しい」というところを生かし、他者とコミュニケ

ーションを図り、自分も相手も認められる子の育

成を目指す。また、様々な「人・もの・こと」と

ふれ合う中で、事象を批判的に考える力や物事を

多面的に捉えられる思考力や判断力の育成を目

指し、最後まで粘り強く取り組む姿を育む。 

そして、困ったとき、その課題をどう解決して

いくかを見通す力を養っていく。 

 

【事例１】「旭小の過去・現在・未来」（６年生） 

～ＳＤＧｓと地域の視点から～ 

６年生が興味をもった「ＳＤＧｓ」と「地域」

の２つのグループに分かれて学習を進めた。 

インターネットや本を用いて調べ、みんなに知

ってほしいことを発表し合った。「ＳＤＧｓ」では、

食品ロス、プラスチックごみと海洋問題、恵まれ 

ない子たちの現状や教育などについて、「地域」で 

は、旭小学校の歴史、運動会で行われていた競技・

誰でもできるこれから行いたい競技、などについ

て発表があった。 

得られた知識を

もとに、120周年式

典の場で、家族や

他学年にＳＤＧｓ

の視点から考える

「未来の地域・旭

小」について伝えた。方法は、夏休みにある児童

が行った「ジオラマ作り」を参考にして、未来 

 

 

の旭小や地域のジオラマを制作した。 

発表から「ＳＤＧｓ」への理解をさらに深め、

自分たちが「地域」のためにできることは何かを

考えることができた。 

【事例２】重点研究会で目指す子どもの姿の共有 

（教職員） 

今年度の重点研究会

では、「わかる できる」

につながる授業づくり

を目指し、教職員全体で

学校目標に関連付けて

それぞれどのような子

どもの育成をしたいか

で、自分の生活を見直し、今ある資源が有限で

あることに気付くことができた。普段の生活の

中でも地産地消の重要性を話す姿も見ることが

できた。 

教職員の中で、教育観を共有することで、個

人として大切にしていること、全体で大切にし

ていきたいことを知ることができた。 

21 横浜市立旭小学校 

学校教育目標   あかるく さわやか ひとみきらきら あさひっこ 

・自己有用感 ・思考力 判断力 ・規範意識 ・防犯 防災などの安全意識

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

【未来の地域・旭小ジオラマ】 

１ 学校教育目標とＥＳＤを通して 
育成したい資質・能力とのつながり 

を話し合い、それぞれがもっている教育観の共有

をし、常に確認できるように印刷室に掲示した。

また、重点研究会も研究授業１回のみを参観する

のではなく、「参観ＷＥＥＫ」を設定し児童の変容

を見られるようした。そのことによって、それぞ

れの授業や複数日での異なる児童の姿も見るこ

とができた。その変容がなぜ起きるのかを考える

こともでき、教師の「見取る力」の育成にもなっ

た。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

ＥＳＤの視点を取り入れた学年暦の作成や教

員間でアンケートを実施し、本校のＥＳＤに対

する考えを共有する。また、研修の機会を設け

て、ＥＳＤについて学ぶ場を作っていく予定で

ある。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

子ども自身が持続可能な社会を考えること



GROOVE X 社によるプログラ

ミング教室を行い、SDGｓとの

関連性についても理解を深めた。 

・自ら問題を解決しようとする、実践力のある子

ども

・知識・技能の基本を習得し、健康な体をつくる

子ども

・地域等の人とのつながりやものを大切にする子

ども

・社会の変化に関心をもつ子ども

〇教職員向け ESD研修会 

・小中学校企画課 渡辺 徹 主任指導主事

・横浜国大大学院 野中陽一 教授

 を講師として教職員向け研修会を実施 

〇学校図書館の機能の拡充 

本校では、学校図書館を「読書センター」「学習・

情報センター」として学年・教科の横断的活用

を重要視している。子どもたちはもちろん、教

職員にとっても重要な情報が集まる「情報発信

基地」として、ＳＤＧｓに関することを多面

的・多角的に発信している。 

・シトラスリボンプロジェクトの導入

コロナ禍の差別・偏見をなくし

「学校・家庭・地域」の輪を大 

切にする取組として、シトラス 

リボンプロジェクトを人権教育

と結びつけている。 

・AIロボット「LOVOT」の導入

「学習・情報センター」としての機能を高め

子どもたちのお互いを尊重し合う心を育む入

り口として、学校図書館に AIロボット「LOVOT」

を常設し、授業などでも積極的に活用している。 

・情報活用能力の育成

・情報活用の能力の育成

社会をよりよくするための情報活用能力を育

成するために、学校図書館を中心に様々なこと

を模索している。「ESD推進のための学校図書館

年間計画」（表：左下）を作成し運用している。

また、「SDGｓと国語科の関連カリキュラムマネ

ジメント」（表：右下）を作成し学校図書館の蔵

書構築を推進すると共にＳＤＧｓとの関連づ

けを行い運用している。 

〇LOVOTを使ったプログラミング教室 

  

 

 

〇ＥＳＤの視点を意識した授業（5年生社会科） 

情報リテラシーチェックシート・テキストマイ

ニングなどを活用して、変容の視覚化をしてい

子どもたちの中には主体的にＳＤＧｓの視点で

学習 に取り組む姿が確認できている。自分たち

の未来 をよくする教育的ツールとして全校が取

り組み 変容の視覚化・評価を進めていきたい。 

22 横浜市立本牧南小学校 

学校教育目標 元気いっぱい・やさしさいっぱい・何で もチャレンジ南っ子 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標とＥＳＤを通して 
育成したい資質・能力とのつながり 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

く構想を立てている。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値

（evaluation＝評価） 



自分や友達のよさを認める力 

「⑤他者と協力する態度」を身に付けることによ 

って、友達のよさに気付き、認め合い、自分自身

の自己肯定感も上がると考える。 

共に学び合う力 

上記のこともそうだが、「⑥つながりを尊重する

態度」を身に付けることによって、友達、職員、

地域の方々、様々な立場の人と共に学び合うこと

ができるようになると考える。 

持続可能な社会の創造に貢献する力 

「③多面的、総合的に考える力」を身に付ける

ことによって、物事を一つの側面だけで見るの

ではなく、様々な視点で考えられるようにな

る。そのような力を普段の生活から生かしてい

ければ、現在の状況のみにとらわれず、将来へ

の影響について想像することができるようにな

るのではないかと考えている。 

 

本校で取り組んだ活動の中で、６年生で行った

総合的な学習の時間の活動を例にあげる。 

６年１組では、「みんなで安全で楽しいお散歩

をしよう」という単元づくりをしている。栄区は

横浜市内でも高齢化率が高く、本校の周りも高齢

化が進んでいる。そんな本校の周りを高齢者の方

が散歩をよくしており、子どもたちはその様子を

見て、「どんなところを楽しいと感じているの

か。」と疑問に思っていた。そのような中から地

域の高齢者の方が安心して楽しい散歩コースを作

る活動へとつながっていった。何度も地域を歩

き、より楽しいと思える散歩コースを作っていっ

た。 

可視化の手立て①「身近な題材」は、子どもた

ちが何度も繰り返し関わることができることで、 

 

まだ活動が終わっていないので分からないが、

子どもの変容は、単元としてのねらいにそった変

容であると感じる。そもそもそれぞれの単元に

は、その単元目標にESDの視点が入っていると感

じた。活動を真摯に取り組んでいけば、それが ESD

につながる。ESD の考え方は各単元の中にある ESD 

の視点に教師が気付きやすくなるということがよ

さなのではないだろうか。 

23 横浜市立飯島小学校 

学校教育目標 生きる喜び 学ぶ楽しさ のびのび飯島っ子

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標とＥＳＤを通して 
育成したい資質・能力とのつながり 

実感しやすくなる。 

手立て②「ケアプラザとのつながり」は、子ど

もたちが４年生の時に関わったケアプラザの方に

協力を自分たちで依頼し、テレビ電話を２回行 

った。専門家の方に価値付けてもらったり、アド

バイスをもらえたりすることは実感につながる。 

手立て③「体験」は、テレビ電話の後ケアプラ

ザの方の紹介で、地域の高齢者の方８名と一緒に

散歩をした。実際に地域の方と触れ合い、直接感

想などをもらえることが、自分たちの行っている

ことと実際の生活とのつながりを強く感じること

ができることにつながっている。 

手立て④「アンケート」は、体験してもらった

方々にアンケートをお願いし活動のよかった所、

改善した方がよい所、また子どもたちの活動への

価値付けをしてもらった。活動の振り返りに使用

した。 

手立て⑤「学校 HP の活用」は、子どもたちの作 

った散歩マップを学校 HP に載せる予定である。

地域へ広めることで活動の意義がまた強く感じら

れるであろう。 

手立て⑥「地域でのイベント」は、活動の終末

に、地域で散歩を行うイベントを計画している。

達成感を感じられる活動を行うことで、育成した

い資質・能力がより実感できる。 

３ ＥＳＤによって引き出すことができた価値

（evaluation＝評価） 



 

今年度は子どもたちを持続可能によりよく育

成していくための授業改善、教職員の取組改善、

カリキュラムの編成を中心に取り組んだ。

① １コマ 40分午前５コマの取組

上記のような日課表にすることで下校時間を早

くした。その結果、放課後の時間を確保すること

ができ、教科横断的な視点で教職員が教材研究を

したり、情報交換をしたりし、目指す子どもの姿、

資質・能力の育成に余裕をもち取り組めるように

なってきている。また水曜日以外は給食、清掃活

動終了後に牛久保タイムを 20 分設け、６校時と

つなげて 20 分＋40 分＝60 分の授業も可能にし、

柔軟なカリキュラムに対応できるようにしてい

る。牛久保タイムでは、スキル等の習熟だけでな

く、午前中に学習でできなかった課題などもその

日のうちに取り組めるようになっている。中休み

まで３コマ、中休み後２コマ、午後が１コマだけ

なので、子どもたちがどの時間も集中して取り組

めている様子が見られ、１コマ１コマの学びの質 

の向上が継続的に図られている。実技や移動の時

間が足りないという点については特別教室配当

を工夫し、各学年体育館や校庭を連続３時間で使

えるようにし、準備や片付けで時間をとられない

ようにしている。 

② 教科分担時間割調整システムの作成

教科分担を行い、より専門的な指導ができるよ

うな授業改善に取り組んでいる。教科分担の仕組

みが持続可能なものとなるように、毎週の週予定

の作成が負担にならないようにするために上記

の時間割調整システムを作成した。 

③ 学年主任会の設定

チーム学年経営の要と

なる各学年のまとめ役の

学年主任の力量向上のた

めに、年に４回ほど学年

24 横浜市立牛久保小学校 

共に生きる たくましく生きる か がやいて生きる 牛久保の子 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標とＥＳＤを通して 
育成したい資質・能力とのつながり 

 本校では、学校教育目標の下「人・もの・こと」

と関わり合いながら、主体的に学び続ける子ども

たちの姿、資質・能力を共通理解し、持続可能な

牛久保らしい教育課程のカリキュラムマネジメ

ントの作成や生活・総合的な学習の時間を中心

にした授業改善に取り組んでいる。 

主任会を行う計画を立てた。学年主任会では、そ

れぞれの悩みや取組を共有し、主任同士の縦のつ

ながりもでき、持続可能な組織力向上が子どもた

ちの日々の指導にもつながった。 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

子どもたち、教職員にＥＳＤの取組について

アンケートを取った。90％以上から肯定的な回

答が得られ、効果を感じている。 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

持続可能な仕組みを作ることで、子どもたちに

とっても教職員にとってもよい実践が続き、目指

す子どもたちの姿、資質・能力の向上が継続的に

図れている。今後は学年同士の縦のつながりを意

識して目指す姿を学年ごとに具体化し、今年度の

取組のよさを生かして実践していきたい。 

学校教育目標 



 
 

よりよい社会を形成するため、また、自分づく

りのために、社会と出会う場を大切にする。そ

して、学ぶ「内容」として、持続可能なまちづ

くりや、環境問題への関心、貧困等の社会問題

を解決することなどを重点にして、体験的、参

加型の手法を実践する。 

 

〇地域学校協働本部との連携 

・ＳＤＧｓすごろくづくり

・みどりアップ事業と地域のグリーンサポー

ターの活動と生徒会の環境保健委員をつない

だ活動�

学校の職員は入れ替わる。地域や子どもはまちに生き続

ける。 

・折り紙プロジェクトの実施（予定）

コロナ状況の社会に元気を届けよう！

〇図書委員会の活動 

・ＳＤＧｓ関連図書の購入

・図書室へのコーナーの設置

・紹介の充実、図書だよりでの広報

・ＳＤＧｓに関連する図書の動画作成

（全校へ放映）

〇校内に、ＳＤＧｓロゴの掲示 

〇教職員・地域等の研修として、ジェンダー平等

に関する講演会 

３ 

・授業、特別活動等の学習活動の中で、ESD

に関わる内容を確認し、価値化するシート

の作成（予定）

・ＥＳＤカタログの作成（予定）

４ 

・生徒の社会への関心の増加（地域とのつな
がり）

・教科学習とその他の学習との連関
・自己有用感の涵養（役立つ自分）
・これまで行ってきた地域学校協働活動の ESD
×ＳＤＧｓの視点での価値の確認 

25 横浜市立新井中学校 

学校教育目標「自立・共生・学び合い」 

〇自ら学び、考え、行動する力を育てます。 

〇互いを認め合い、共に成長しようとする豊かな心を育てます。 

〇自他の生命を大切にし、健康でたくましく生きようとする精神を育てます。 

〇様々な人と学び合い、広い視野をもって社会に貢献できる力を育てます。 

〇自ら学び、考え、行動する力を育てます。

〇互いを認め合い、共に成長しようとする豊かな心を育てます。

〇自他の生命を大切にし、健康でたくましく生きようとする精神を育てます。

〇様々な人と学び合い、広い視野をもって社会に貢献できる力を育てます。

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

〇地域協働本部と学校の

教職員、生徒会がそれぞ

れの立場で「持続可能な

まちづくり」という価値

を共有した実践。 

〇「バス停の前の正門と

いう」立地を生かして、

まちの人に緑を楽しんで

いただく取組。

１ 学校教育目標とＥＳＤを通して 
育成したい資質・能力とのつながり 

ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 



本校には３つのスローガンがあります。それ

は、「挑戦」「発信」「錬磨」です。 

まずは「挑戦」です。今回ＥＳＤ推進を始め

るにあたって子どもたちはとても意欲的で新し

いことに挑戦するよい機会となりました。 

次に「発信」です。今回の取組をなぜ行おう

としているのかを聞かれて答えることで、自分

の考えや思いを多くの人に伝え、多くの人とコ

ミュニケーションを取ることで、世界が広がっ

ていくと考えます。

三つ目は「錬磨」です。それぞれ一生懸命取

り組んでみることによって、きっと今までとは

違う「自分」に出会えるはずです。 

 

ユニクロ服のチカラプロジェクトの取組です。

約 760枚近くの洋服が集まりました。 

美術部新聞班の取組で

す。今回の服回収につい

て特集を組んでくれまし

た。あわせて、ペットボト

ルのキャップの回収につ

いても書かれています。 

図書館でも、SDGsの

展示をしていまし

た。子どもたちが手

に取って読んでい

る姿が何人も見ら

れて、少しずつです

が広がりつつある

のがわかりました。 

今年度の取組は、

スライドや動画を作

成し、全校に流し報

告となります。 

ＳＤＧｓの

説明から始ま

るので、もう

一度ＳＤＧｓ

とは何かを確認できます。また、発送したと

ころまでスライドがあるので、学校としてど

んな取組をしたのかを認識できます。 

26 横浜市立南希望が丘中学校 

学校教育目標 ～挑戦・発信・錬磨～ 

〇主体的に考え、伝える力と課題を解決する力を高 める。【知】 

〇人を思いやり、自分や周りを大切にする心を育て る。【徳】 

〇様々なふれあいを通し、豊かな心と体を鍛える。【体・開】 

〇社会の一員として、広い視野に立ったものの見方 や考え方を身に付ける。【公・開】

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

１ 学校教育目標とＥＳＤを通して 
育成したい資質・能力とのつながり 

３ ＥＳＤによる「変容の視覚化」の手法 

４ ＥＳＤによって引き出すことができた価値
（evaluation＝評価） 

  まだ、取組を始めたばかりなので、ＥＳＤと

は何かを考え、気づくということができればそ

れでよいと思います。街中にはたくさんのＳＤ

Ｇｓのマークがあふれています。その中で、来

年度以降子どもたちからと組んでみたいことが

出てくるとより効果的な取り組みになるかと考

えています。 



第２章 

ＥＳＤ推進による変容の視覚化の手法 
（ＥＳＤに取り組むことのよさ＝価値を引き出す） 



　　　　年　　　　組　　　　番　　名前

と
て
も
意
識

い
し
き

す
る

す
こ
し
意
識

い
し
き

す
る

あ
ま
り
意
識

い
し
き

し
な
い

ま
っ

た

く

意

識

い
し
き

し

な

い

合計（0～18）

よ
く
で
き
る

だ
い
た
い
で
き
る

あ
ま
り
で
き
な
い

ま
っ

た

く

で

き
な

い

① 3 2 1 0

② 3 2 1 0

③ 3 2 1 0

④ 3 2 1 0

⑤ 3 2 1 0

⑥ 3 2 1 0

⑦ 3 2 1 0

合計（0～21）

中尾小学校の「今日よりいいアース（明日）への学び」

いつまでもみんなが幸
しあわ

せにくらせる社会
しゃかい

をつくるために

大切
たいせつ

にしたい考
かんが

え

Ⅰ
環
境
に
関
す
る
こ
と

いろいろあるということ
いろいろな「人

ひと

・もの・こと」には、それぞれちがいやよさが

あり、その中
なか

でわたしたちが生活
せいかつ

しているということ

【有限性】

3 2 1 0
【多様性】

1 0
【相互性】

Ⅲ
限りがあるということ

わたしたちをとりまく環境
かんきょう

や資源
しげん

には限
かぎ

りがあり、未来
みらい

のこと

を考
かんが

えて使
つか

うことが大切
たいせつ

だということ
3 2 1 0

Ⅱ
関わり合っているということ

いろいろな「人
ひと

・もの・こと」は、たがいにつながり、関
かか

わり

合
あ

いながら、それぞれの役割
やくわり

を果
は

たしているということ
3 2

Ⅳ
意
志
や
行
動
に
関
す
る
こ
と

一人一人を大切にするということ
だれでも一人

ひとり

一人
ひとり

の人権
じんけん

や命
いのち

をもち、それらをみんなで守
まも

るこ

とが大切
たいせつ

だということ
3

【連携性】

Ⅵ
責任をもつということ

問題
もんだい

を解決
かいけつ

するためには、一人一人
ひとりひとり

が責任
せきにん

をもち、自
みずか

ら進
すす

んで

行動
こうどう

することが大切
たいせつ

だということ

Ⅴ
力を合わせるということ

問題
もんだい

を解決
かいけつ

するためには、いろいろな「人
ひと

・もの・こと」がた

がいに協力
きょうりょく

することが大切
たいせつ

だということ
3 2

【責任性】

1 0
【公平性】

1 0

2

いろいろな立場
たちば

や視点
してん

で物事
ものごと

を考
かんが

えたり、いくつかの物事
ものごと

を比
くら

べたりつなげたりしながら考
かんが

えたりすることができる。

3 2 1 0

進んで参加する態度
【参加】

自分
じぶん

の言葉
ことば

や行動
こうどう

に責任
せきにん

をもって、進
すす

んで活動
かつどう

に取
と

り組
く

んだ

り、最後
さいご

まで自分
じぶん

の役割
やくわり

を果
は

たしたりすることができる。

年度初め

コミュニケーションを行う力
【伝達】

自分
じぶん

の思
おも

いや考
かんが

えを分
わ

かりやすくまとめて伝
つた

えたり、友達
ともだち

の考
かんが

えや意見
いけん

をしっかりと聞
き

いて取
と

り入
い

れたりすることができる。

他者と協力する力
【協力】

おたがいのよさや考
かんが

えを生
い

かしながら友達
ともだち

と協力
きょうりょく

して活動
かつどう

する

ことができる。

つながりを重視する態度
【関連】

自分
じぶん

と友達
ともだち

、人
ひと

と環境
かんきょう

など、目
め

に見
み

えない様々
さまざま

な物事
ものごと

のつなが

りを大切
たいせつ

にすることができる。

身
み

に付
つ

けたい力
ちから

（資質
し し つ

・能力
のうりょく

）

批判的に考える力
【批判】

人
ひと

の意見
いけん

や他
ほか

からの情報
じょうほう

をそのまま信
しん

じることなく、「本当
ほんとう

か

な」「自分
じぶん

でもたしかめよう」などと考
かんが

えることができる。

未来像を予測して計画を立てる力

【未来】
課題
かだい

に対
たい

して、見通
みとお

し、目的
もくてき

や目標
もくひょう

をもって、学習
がくしゅう

や活動
かつどう

の計
け

画
いかく

を立
た

てることができる。

多面的・総合的に考える力
【多面】

（１）アンケートを取り入れた手法
持続可能な社会づくりの「構成概念」やESDによって育む「能力・態度」を年度始めと年度末にアンケー
トを実施し変容を視覚化している取組例。（結果は次ページに掲載）



ＥＳＤ児童アンケートの結果

とても意識する 少し意識する あまり意識しない 全く意識しない とても意識する 少し意識する あまり意識しない 全く意識しない

よくできる だいたいできる あまりできない まったくできない よくできる だいたいできる あまりできない まったくできない

① 24 39 28 0 40 43 8 0

② 27 45 17 2 43 41 7 0

③ 28 47 15 1 38 43 10 0

④ 31 43 15 2 46 37 7 1

⑤ 53 30 8 0 65 23 3 0

⑥ 35 45 7 4 54 33 4 0

⑦ 48 31 12 0 61 22 8 0

つながりを重視する態度
【関連】

進んで参加する態度
【参加】

７つの能力・態度

批判的に考える力
【批判】

未来像を予測して計画を立てる力

【未来】

多面的・総合的に考える力
【多面】

コミュニケーションを行う力
【伝達】

他者と協力する力
【協力】

23 3 0

年度始め 年度末

責任をもつということ
44 37 10 0 68 22 1 0

【責任性】

37 10

6 0 7625

1 65

15 0 0

64 25 2 0

Ⅳ
意
志
や
行
動
に
関
す
る

こ
と

一人一人を大切にするということ

60

Ⅲ
限りがあるということ

39

【連携性】

【公平性】

Ⅴ
力を合わせるということ

43

Ⅵ

【有限性】

1

32 14 6

1 55

13 0 48 39 3

10 31 5 0
【相互性】

　ＥＳＤパンフレットの作成に活用するねらいもあり、今年度の教育活動の成果を知る
一つの手立てとして、高学年向けにＥＳＤに関するアンケートを実施しました。
　下の表は、その結果をまとめたものです。

　大きな傾向としては・・・
■ 全ての項目で「年度初め→年度終わり」での向上が見られた。
■ 「視点」では、比較的【公平性】が高く、【多様性】が低い。
■ 「能力・態度」では、比較的【協力】が高く、【多面】が低い。

　細かく見ていくと、他にもいろいろと気付く点があると思います。
　今後の指導や支援に生かせるといいですね。

年度始め 年度末

６つの視点

Ⅰ 環
境
に
関
す
る
こ
と

いろいろあるということ
38 40

Ⅱ
関わり合っているということ

39 41

【多様性】

中尾小学校の事例



中学年アンケート 前期 
年  組  番 名前（ ） 

学校生活の様子について、しつ問をします。自分に当てはまるものに、○をつけてください。 

問７ついては、その理由を自由に書いてください。成せきには、全くかんけいしないので安心してく

ださい。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

問 1：自分で決めためあてにそって、学習に取り組むことができましたか。 

 ５とてもそう思う ４そう思う ３どちらとも言えない ２そう思わない １全くそう思わない 

問２：学習を進める中で、新しく調べたことをみつけながら、取り組むことができましたか。 

 ５とてもそう思う ４そう思う ３どちらとも言えない ２そう思わない １全くそう思わない 

問３：か題をかい決するために、どのような方法で学習に取り組みましたか。 

・先生にそうだんした ・お家の人にそうだんした ・友達にそうだんした

・本やパソコンで調べた

・地いきの人やせんもん家に、そうだんした ・まだ、ためしていない方法でためした

・その他（ ） 

問４：これまで、友達の意見を受け入れたり、いっしょに考えたりして、話合いに取り組みました

か。 

５よくしている ４だいたいしている ３たまにしている ２ほとんどしていない １全くしていない 

問５：自分と友達の考えをくらべながら、自分の考えを表現していますか。 

５よくしている ４だいたいしている ３たまにしている ２ほとんどしていない １全くしていない 

問６：友達の考えを聞いて、自分の考えとのちがいに気づいたり、広げたりしたことはありました

か。 

５よくあった ４まあまああった ３どちらとも言えない ２あまりなかった １全くなかった 

問８ 人とかかわり合って、活動することに、どんなよさがあると思いますか。 

問９ きせつや生き物などにきょうみをもって、気づいたことや見つけたことを発表したり、観察

カードに書いたりすることはできましたか。

５とてもそう思う ４そう思う ３どちらとも言えない ２そう思わない １全くそう思わない 

荏田西小学校の事例



高
学
年
ア
ン
ケ
ー
ト

 
前
期

 

年
 

 
組

 
 
番

 
名
前
（

）
 

学
校
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
す
。
自
分
に
当
て
は
ま
る
も
の
に
、
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

問
７
と
問
９
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
成
績
に
は
、
全
く
関
係
し
な
い
の
で
安
心
し
て
く
だ

さ
い
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

 

問
1
：
自
分
で
め
あ
て
や
課
題
を
つ
く
り
、
自
分
か
ら
進
ん
で
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

 

５
と
て
も
そ
う
思
う

 
４
そ
う
思
う

 
３
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
２
そ
う
思
わ
な
い

 
１
全
く
そ
う
思
わ
な
い

 

問
２
：
学
習
を
進
め
る
中
で
、
新
し
い
め
あ
て
や
課
題
を
見
付
け
、
解
決
方
法
を
改
善
し
な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
か
。

 

 
５
と
て
も
そ
う
思
う

 
４
そ
う
思
う

 
３
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
２
そ
う
思
わ
な
い

 
１
全
く
そ
う
思
わ
な
い

 

問
３
：
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
か
。

 

・
先
生
に
相
談
し
た

・
お
家
の
人
に
相
談
し
た

・
友
達
に
相
談
し
た

・
本
や
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
た

・
地
域
の
人
や
専
門
家
に
相
談
し
た

・
ま
だ
試
し
て
い
な
い
方
法
で
試
し
た

 
・
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

問
４
：
地
域
の
人
や
家
の
人
た
ち
に
、
自
分
た
ち
の
学
習
へ
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
働
き
か
け
ま
し
た
か
。

 

５
と
て
も
そ
う
思
う

 
４
そ
う
思
う

 
３
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
２
そ
う
思
わ
な
い

 
１
全
く
そ
う
思
わ
な
い

 

問
５
：
友
達
の
意
見
を
受
け
入
れ
た
り
、
一
緒
に
考
え
た
り
し
て
、
話
合
い
に
取
り
組
み
ま
し
た
か
。

 

５
よ
く
し
て
い
る

 
４
だ
い
た
い
し
て
い
る

 
３
た
ま
に
し
て
い
る

 
２
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い

 
１
全
く
し
て
い
な
い

 

問
６
：
自
分
の
考
え
を
人
に
的
確
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
か
。

 

５
よ
く
し
て
い
る

 
４
だ
い
た
い
し
て
い
る

 
３
た
ま
に
し
て
い
る

 
２
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い

 
１
全
く
し
て
い
な
い

 

問
７
：
友
達
や
学
年
の
違
う
人
と
、
か
か
わ
り
合
う
こ
と
は
で
き
ま
し
た
か
。

 

５
よ
く
で
き
た

 
４
で
き
た

 
３
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
２
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

 
１
全
く
で
き
な
か
っ
た

 

問
８

 
人
と
か
か
わ
り
合
っ
て
、
活
動
す
る
こ
と
に
、
ど
ん
な
よ
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

 

問
９
：
友
達
の
考
え
を
聞
い
て
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
し
た
経
験
は
あ
り
ま
し
た
か
。

 

５
よ
く
あ
っ
た

 
４
ま
あ
ま
あ
あ
っ
た

 
３
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
２
あ
ま
り
な
か
っ
た

 
１
全
く
な
か
っ
た

 

問
１
０
①
：
友
達
と
協
力
し
て
、
考
え
を
出
し
合
っ
て
、
提
案
し
た
り
活
動
し
た
り
し
ま
し
た
か
。

 

５
よ
く
し
て
い
る

 
４
だ
い
た
い
し
て
い
る

 
３
た
ま
に
し
て
い
る

 
２
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い

 
１
全
く
し
て
い
な
い

 

②
提
案
や
活
動
を
し
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
、
自
分
に
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
活
動
に
生
か
せ
る
と
思
い
ま
す
か

 

荏田西小学校の事例



視覚化の手法について 

南本宿小学校
＜児童の変容の見取り＞ 

アンケートとマッピング

  児童のＥＳＤに関わる態度や考え、行動の変容を捉えるため、理科学習に関わる 15 項目のアンケートと、

「環境を守る」ことを出発点としたマッピングを複数回実施してきた。アンケートは数値を経年で比較し、マ

ッピングについてはテキスト・マイニングに近い形で子どもたちが書き出した単語の表出率で変容を分析した。 

  【理科学習アンケート】            【マッピング】 

アンケートを理科学習に関するものとしたのは、本校がＥＳＤを実践するための軸として「『日常』をサイク

ルに取り入れた問題解決学習」を設定し、その中心教科として理科を据えたからである。アンケートの分析か

らは、これまでの学習の積み重ねの結果として、身近な場面から問題を設定し、学習を通して得られた知識や

考え方を日常に当てはめていくという、「ＥＳＤを意識した理科学習の流れ」が子どもたちに定着していった

ことが読み取れた。 

また、マッピングの分析からも、多様な主体が相互に関わりながら環境を構成していることを理解し、それ

ら全てを大切にしながら共に生きていこうとする態度が身に付いてきているということが分かった。加えて、

環境を守るために必要なＳＤＧｓの目標についても、多様な目標が相互に関わっており、多角的な視点で考え

ていく必要があるという発想をもつようになったことが見て取れた。 

（２）思考ツールなどを利用した記述の分析

南本宿小学校の事例



 ダイヤモンドチャート 

この思考ツールは、子どもたちのＳＤＧｓへの問題意識を可視化し、視

野を広げるための手段として利用した。児童一人ひとりが、これからの世

界のために大切だと考える目標に順位をつけるという学習を行った。 

 子どもたちは、自分たちのダイヤモンドチャートと外国の方のチャート

の結果を比較することで、それぞれの国が抱える問題の性質の違い理解す

ることができた。実際の子どもたちの発言からも、日本では「地球」に関

わる項目を問題としているのに対し、インドなどでは「人」に直結する課

題を解決しようとしているということへの気付きが見られた。 

＜保護者の変容の見取り＞ 

 行事実施の際のアンケート 

本校はこれまで、家庭と協力しながらＥＳＤを実践していくため、自然や科学に関わる学習の機会を保護者

へ提供する「親子で学ぶわくわく教室」を実施してきた。新型コロナウイルスの影響で、近年は縮小を余儀な

くされているが、外部人材を積極的に活用し、星空観察会などの様々な教室を開催したり、家庭学習の資料を

配付したりした。どの教室も非常に盛況で、ホタル観察会には、保護者と児童合わせて 200名以上が参加した

こともあった。その際にアンケートを行うことで、保護者の知識や考え方についても可視化を図った。 

【令和元年度実施アンケート】 

 学校評価アンケート ※児童の見取りも含む

 令和 2年度より、学校評価アンケートに「持続可能な社会の創造に貢献する力の育成が図れていると思うか」

という項目を入れ、保護者や児童のＳＤＧｓへの関心を可視化した。 

肯定的回答 否定的回答 

保護者 86.2% 12.6% 

児童 89.4% 10.6% 【令和 2 年度実施アンケート】 



∩ἂ Ϲᶡの事例ワークシートを工夫して学習のプロセスを視覚化している事例



市ケ尾中学校 

「多様な評価手法」の具体について 

０．年度当初に「各委員会で委員会活動と関わりのある SDGｓ」「委員会活動をとおして達成させたい SDGs」

を委員会の目標と関連付けて設定している。この目標の達成を通して、『担い手』に必要な資質・能力

の育成を図っているのが本校の特色である。 

昨年度              →                 今年度 

  昨年度より視点が広がり目標とする SDGs が増えた。また、昨年にはなかった「環境・社会・経済」

のどれかに偏ることなく、3 分野を統合して目標としている委員会もある。（生徒会本部役員・保健

委員会・環境委員会） 

１．委員会活動の前期・後期に、７つの視点・能力に基づいたアンケートを５段階評価で実施している。

対象生徒は、総勢３００名近くになる。 

 

今年度アンケート項目・集計結果 

５ ４ ３ ２ １

％ ％ ％ ％ ％

①
他の人の意見や考え、他から得た情報をそのまま信じることなく客
観的に、公平にものごとを考え、積極的に課題の解決策を考えるこ
とができた。

40% 46% 12% 1% 0%

②
より良い学校生活を予想・予測・期待し、それらを他者と共有しな
がら、委員会の活動目標や具体的な活動方針を計画することができ
た。

41% 42% 16% 1% 0%

③
委員会の具体的な活動を考えたり、実行したりする時、人やもの、
社会、自然とのつながりや関わり、広がりを意識し、関連付けて考
えることができた。

40% 40% 18% 1% 0%

自分の考えや思いを簡潔にまとめて他者に発信することができた。 39% 32% 22% 6% 0%

仲間の考えや意見を積極的に取り入れて、自分の考えを深めること
ができた。 52% 34% 12% 1% 0%

⑤
委員会の仲間の考えに共感したり、お互いに協力したり、励まし
あったりしながら、前向きに活動することができた。 60% 31% 7% 1% 0%

⑥
委員会や自分の活動が、よりよい学校生活やより豊かな社会の実現
につながっていることに気付き、それらを尊重し、大切にすること
ができた。

52% 34% 13% 1% 0%

⑦
委員会の活動の中で、自分の言動に責任感をもち、課題の解決に向
けて主体的に委員会活動に参加することができた。 58% 32% 8% 1% 0%

令和３年度　ＥＳＤ「前期委員会活動振り返りアンケート」集計結果

生徒アンケート

５；よくできた　　４；できた　　３；どちらともいえない
２；できなかった　　１；全くできなかった

④

5

40%

4

46％

3

14%

2

1%

1

0%

①批判的に考える力

5

41%

4

42%

3

16%

2

1%

1

0%

②未来を予測して計画を立てる力

5

40%

4

40%

3

18%

2

1%
1

0%

③多面的・総合的に考える力

5

39%

4

32%

3

22%

2

6%

1

0%

④コミュニケーションを行う力１

5

52%
4

34%

3

12%

2

1%
1

0%

④コミュニケーションを 行う力２

5

60%

4

31%

3

7%

2

1%
1

0%

⑤他者と協力する態度

5

52%
4

34%

3

13%

2

1%

1

0%

⑥つながりを尊重する態度

5

58%

4

32%

3

8%

2

1%

1

0%

⑦進んで参加する態度

（３）生徒会活動をＥＳＤの視点で見直し変容を視覚化した事例
市ヶ尾中学校の事例



比較考察 

昨年度（前期青・後期赤） 今年度（前期） 

前年の前期と比較できる項目に注目すると、ほぼ全ての項目で数値が上昇している。 

今年度は、コミュニケーションを行う力を「受信」「発信」に分けたところ、低かった要因が「発信」に

あることが分かった。今後の文化学習発表会における生徒の研究発表を待って、後期のアンケートの結

果を期待したい。 

２．実施したアンケートは、記述欄も含め職員のみならず生徒に結果を昇降口で提示している。 

4.08 

4.27 

4.05 

4.16 

4.58 

4.35 

4.45 

4.24 

4.43 

4.24 

4.32 
4.61 

4.49 

4.58 

3.60

3.80

4.00

4.20

4.40

4.60

4.80

①未来像を予測し

て計画を立てる力

②行動力

③多面的・総合的

に考える力

④コミュニケー

ションを行う力

⑤他者と協力する

態度

⑥つながりを尊重

する態度

⑦進んで参加する

態度

4.26 

4.23 

4.20 

4.05

4.38 

4.52 

4.37 

4.48 

3.80

4.00

4.20

4.40

4.60

①批判的に考える

力

②未来を予測して

計画を立てる力

③多面的・総合的

に考える力

④コミュニケー

ションを行う力（思

考・発信）

④コミュニケー

ションを行う力（受

信・思考）

⑤他者と協力する

態度

⑥つながりを尊重

する態度

⑦進んで参加する

態度



３．記述欄は、学校全体で自分たちの価値を発見する機会としている。本校の階段踊り場に掲示。 

変容の可視化を教員だけでなく、生徒とも共有する効果を来年度は検証していきたい。 



４．今年度は、木のストローの「全校ワークショップ」後にもプロジェクト生徒が全校クラスルームを立

ち上げ、Google フォームを使用してアンケートを作成し、結果を自分たちで公表することで意識の

変化を全校で共有した。共有方法は、新聞・校内掲示・プレゼンテーションソフトによる動画放送で

ある。 

資料 1 生徒作成の Google フォームからのアンケート結果 

資料２ 生徒作成のアンケート公表の新聞の一部（全校に配布・校内掲示） 



資料３ お昼に放送したプロジェクト生徒作成のプレゼンテーション（一部）と台本 

全校の意識の変化（自己の変容）を生徒自らが可視化しようと試みた実践例の 1つである。 



５．生徒発信のアンケート（選挙管理委員会）～SDGs だけでなく ESD の価値に気づき始めた生徒は、ア

ンケートが有効な自己評価の手段と気づき始め、自ら評価手法を考え、『担い手』育成のために発信して

いる。 

生徒会選挙後に、選挙管理委員会が作成した新聞。公平公正な選挙の実施を通して、どのように中核学年

となる２年生の意識が変化したかアンケートをとり、公表したもの。 



三保小学校における視覚化の手法について 

 本校では、開発した単元を次年度の当該学年に引き継ぐ（例：昨年度の４年生はどのような実践を行 

ったかを共有し、次年度の４年生でも指導に生かす）とともに、児童の学びの履歴を残す（例：４年生

での学びの履歴を、新年度に新５年生の職員が理解する）ことで、カリキュラム・マネジメントの充実

を目指している。同時に、研究の成果を限られた時間で効果的に整理することにも挑戦している。 

 今年度は、「ピラミッドチャート」と「ＥＳＤカレンダー」に書き込む形で、研究の足跡の見えるかを

図ってきた。 

＜ピラミッドチャート＞ 

＜ＥＳＤカレンダー＞ 

バロメーター 

 学年の職員が、

年度当初に設定

した課題をどの

程度解決したと

いう実感がある

かを「バロメータ

ー」で表してい

る。（赤色が成果、

緑色が今後の伸

びしろ） 

ミラミッドチャート

上段から、「研究主

題」「達成するための

手立て」「現在の子ど

もの実態」で構成さ

れている。 

付箋の色は、ピンクが児童のよさ、水色が児童の課題を表しており、年度当初に前年度の担任と引継

ぎをしながら書き出した。児童の実態を付箋で分析した後に、１年間でどのような取り組みをするかを

考え、ピラミッドチャートに黒のペンで書きこんだ。その際に、ＥＳＤで育成を目指す「構成概念」や

「能力・態度」との関連も考えるようにした。 

 黄色の付箋は、「児童の姿で成果を書いたもの」である。長期休業などの時間を活用して成果を整理

することで、年度当初に設定した目標の見直しをすることができた。 

「ピラミッドチャート」で見えてきた成果や

課題は、「ＥＳＤカレンダー」にも落とし込み、

どの教科等で育成を図ることができるかを考

え、年間の指導計画を立てた。ＥＳＤ教材研究

の際には、その時点までの授業における成果

（ピンクの付箋）と課題（水色の付箋）で振り

返るようにした。 

また、本校では、「思考ツールの活用」も研

究テーマの一つに据えているため、黄色の付箋

で活用した思考ツールも入れ込んでいる。 

学年で重点化する

「構成概念」と「能

力・態度」 

 日々の授業とＥ

ＳＤで育成を目指

す「構成概念」と「能

力・態度」の関連が

見えるように、ピラ

ミッドチャートと

並べている。

（4）教職員の授業研究の視覚化の事例 三保小学校の事例
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本報告書は、みなとみらい本町小学校編『ESD BOOK feat.MM 2021』を「実践編」とする二部構

成になっています。本編の実践事例の詳細は、「実践編」をご参照ください。なお、みなとみらい

本町小学校編『ESD BOOK feat.MM』シリーズは、当該小学校 HP にて公開されています。 

（https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/minatomiraihoncho/index.cfm/1,0,73,212,html） 
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１．はじめに――本報告書の目的 

 本報告書は、文部科学省『令和 2（2020）年度 SDGs 達成の担い手育成（ESD）推進事

業』におけるカテゴリー（３）『教育（学習）効果の評価と普及』（受託者：横浜市教育委員

会 ESD 推進コンソーシアム）の一部として実施されている、評価に関する調査研究事業『協

働型プログラム評価による ESD スクール・マネジメント実践に関する調査研究』の成果を

まとめたものである。上記の事業および調査研究は令和元年度から開始されており、今年度

で 3 年目を迎えることとなる。したがって、本報告書は昨年度および一昨年度の報告書の

「続編」という位置づけで作成されている。本調査研究の理論枠組みとなっている協働型プ

ログラム評価の解説などについては、令和元年度の報告書を参照されたい1。 

 本調査研究は、ESD のような、多様で動態的な教育活動の評価を検討する際に、従来型

の実績評価の考え方を適用しようとすること自体に無理があるのではないか――換言すれ

ば、従来型の評価の枠組を乗り越えて、異なるパラダイムで評価を捉え直す必要があるので

はないか――という問題意識のもとに計画された。この問題意識を具体的なアクション・リ

サーチにつなぐ方法として「協働型プログラム評価」という考え方を導入し、参加型の形成

評価によって、ESD の理念をスクール・マネジメントに活用するという試みに取り組んで

いる。 

このアプローチのもとでは、児童個人の学習評価でも学校評価でもなく、ESD という取

り組み＝プログラムの総体的な評価が行われている。この評価活動の目的は、児童の達成度

を総括評価・相対評価することや、学校のパフォーマンスを監督・監査することではなく、

(１)ある具体的な理念や教育目標のもとにスクール・マネジメントおよびカリキュラム・マ

ネジメントを行うための道具を提供することと、(２)学校が取り組む ESD プログラムを包

括的に計画し、改善するための情報を提供することにある。本研究は、このような(１)マネ

ジメントの道具と(２)改善のための情報の提供こそが、まさに「評価」と呼ばれる手続きの

本質的な機能であるという考え方に立脚している。 

 初年度の調査研究では、まず、協働型プログラム評価を ESD評価に適用するにあたって

の理論的な検討を行った。そして、その理論枠組みに基づき、本研究のモデル校である横浜

市立みなとみらい本町小学校 [小正和彦校長] （以下、MM本町小学校）の実践を報告した。

続く 2 年目の報告書では、MM 本町小学校における取り組みがどのように進展したのかを

考察した。具体的には、一年目に実施された取り組みのサイクルが、どのようにして第 2周

目のサイクルに架橋されていくのかを検討すると同時に、その実践を支える ESD ロジック

モデルが学校現場でどのように受容あるいは批判されているのかを調査し報告した。 

 一年目の導入、二年目の校内展開に続き、三年目を迎える今年度、MM本町小学校は、協

働型プログラム評価実践の校外展開に挑戦した。後述のとおり、この挑戦は、「社会に開か

                                                      

1 また、過去 3 年にわたって継続している取り組みの年次報告書であることから、報告書

の一部が昨年度あるいは一昨年度の報告書の内容と重複している。 



れた教育課程」の実現可能性を実証する取り組みでもあると言える。今年度の報告書では、

この取り組みに焦点をあてた報告を行う。 

なお、児童や保護者へのアンケートおよびその分析やフィードバックについても、従来通

り建設的な取り組みが継続されている。これらの点については本報告書では立ち入らない

が、資料 II. III. および本報告書の「実践編」である『ESD BOOK feat.MM 2021』

（https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/minatomiraihoncho/index.cfm/1,0,73,212,html）を参照され

たい。特に今年度は、学校運営と子どもの学びについて、保護者と教員の間にどのような認

識の違いがあるか、あるいはどのような点において認識が一致しているのかに注目した比

較調査も行われた。紙幅の都合により詳細を報告できないことは残念だが、非常にクリエイ

ティブな試みであり、注目に値することを特筆しておく。比較調査の結果は資料 III. を参

照されたい。 

 本報告書の構成は以下のとおりである。まず次節にて、今年度の MM 本町小学校の取り

組みを報告する。この節が本報告書の主要な本文となる。次節（１）ではこれまでの取り組

みを概観し、（２）では「社会に開かれた教育課程」と MM 本町小学校の ESD ロジックモ

デルとの関連性を説明する。続く（３）では、「社会に開かれた教育課程」を実現するうえ

でカギとなる「協働」という概念について、coproductionと partnership の観点から理論的

な考察を加える。最後に（４）において、MM本町小学校で実施された、学校運営協議会に

おける ESD ロジックモデル・ワークショップの様子を報告し、「社会に開かれた教育課程」

の実現可能性を検討する。 

 なお、本報告書の内容は、筆者個人の責任によって執筆されたものであり、横浜市教育委

員会及びＭＭ本町小学校の立場や考え方を表明するものではない。 

２．横浜市立みなとみらい本町小学校における ESDスクール・マネジメント 

MM 本町小学校（2018 年 4 月開校）には、6 学年 15 学級に 414 名の子どもたちが学ん

でいる（2021 年 5月現在）。開校宣言の中に「豊かな資源を活かし持続可能な社会の担い手

を育む小学校として発展する」という文言が含まれている通り、開校当時から学校全体で

ESD に取り組んでいる。MM 本町小学校の独自性は、ESD の考え方を、教室の中の教育活

動だけではなく、スクール・マネジメントやカリキュラム・マネジメントにも取り入れ、全

校的に活かそうとしている点にある。この点においてプログラム評価との親和性が高く、開

校当初からプログラム評価が導入され、実践されてきた。ここではまず、これまでの取り組

みとその成果を概説し（１）、今年度の主要な取り組みについて報告する（２～４）。 

（１）これまでの取り組みと成果

 MM本町小学校では、2018年 4月の開校時から重点研究として ESDに取り組んでいる。

学校教育目標である「みな[皆]とみらい[未来]を創る子」の育成を目指し、ESD を契機とし

たスクール・マネジメントが実践されている。開校初年次には、プログラム評価の流れ（ニ



ーズ評価・セオリー評価・プログラム評価・インパクト評価：令和元年度報告書参照）に沿

って、まず、先生方自身がワークショップを通じて「MM本町小学校独自の ESD ロジック

モデル」を策定した。このロジックモデルは、以後、毎年改訂を重ねている（資料 I. 2021

年度版ロジックモデル参照）。 

ESD ロジックモデルには、MM 本町小学校が 6年間の教育活動を通じて、また、教科や

活動種別の違いを超えて、学校全体として「実現したい価値」とそのために必要な教育活動

が、俯瞰的に示されている（ニーズ評価→セオリー評価）。そして、ESD ロジックモデルに

示された方向性のもと、『ESD BOOK feat.MM2019～2021』に報告されているように、多

種多様な教育活動が実現され、その成果は先生方が作成した質問紙調査によって可視化さ

れている（資料 II.アンケート調査票参照）（プロセス評価→アウトカム評価）。ここで明ら

かにしようとしているのは、事前に設定した目標値に対する「達成度」ではなく、多様な教

育活動を経た子どものたちの「変容」である。また、これらの評価の目的は、「成果の測定」

という総括評価のそれではなく、「今後の改善」という形成評価が目指すところにある。 

このような形成評価の結果は、重点研究会の場などを活用した振り返りの場を設けるこ

とによって、「評価はやったものの、やりっぱなし」にされることなく、改善に繋げられて

いる。また、従来から行われている研究会や研修会の機会を活用することにより、教職員へ

の時間的な負担を最小限に抑えながら、新たな取り組みが導入できるよう配慮がなされて

いる。詳細は令和 2 年度の報告書にあるとおりだが、評価調査の結果が活用されることに

より、教員個人の主観的な経験や印象のみに縛られない「エビデンスに基づく改善」が実現

されていることが明らかになった（図 1-3：令和 2 年度報告書より転載）。 

    

 
図３ 重点研究会で行われたワーク（ワークシートの一例） 

(出典) みなとみらい本町小学校提供 



（２）「社会に開かれた教育課程」の実現にむけて 

 上記に概観した通り、また、過去 2年間の報告書および『ESD BOOK feat.MM』に示さ

れるとおり、MM 本町小学校における協働型プログラム評価の実践は着実にその実効性を

あらわしている。その実効性のカギは、（１）当事者である先生方のコミュニケーションを

尊重したセオリー評価とロジックモデルの活用、（２）先生方の参加・協働・挑戦を促すた

めの、校長によるサーバント・リーダーシップ、（３）「監査」や「管理」ではなく、先生方

がやりがいや楽しみを感じながら関われるマネジメントの一種としての「評価」、にあるこ

とも明らかにされた（米原 2021）。 

一年目の「導入」、二年目の「展開」を経て、三年目を迎えた 2021 年度、MM 本町小学

校は更なる挑戦として協働型プログラム評価の「拡張」を試みた。すなわち、学校運営協議

会の場を活用して、本質的な「社会に開かれた教育課程」を実現しようという試みである。

具体的には、従来教職員の間で行ってきたセオリー評価、すなわち ESD ロジックモデルの

作成を、学校運営協議会の委員メンバーと一緒に行うことにした。 

 文部科学省（2021）は、『社会に開かれた教育課程に向けて』のなかで、以下のようなし

くみを提示している（図４）。 

 

図４ 社会に開かれた教育課程に向けて 

（出典）文部科学省（2021） 

 

 これに対応するかたちで、横浜市、そして MM 本町小学校で展開されているしくみは以

下のようなものとなっている（図５）。 



 
図５ みんなで支える ESD：コミュニティ・スクール&みらい共創ネットワーク！ 

（出典）みなとみらい本町小学校編（2020） 

 

 図４と５を見比べてみると、地域学校協働本部と学校運営協議会が、学校と地域をつなぐ

しくみとしての機能を持っている点は共通している。図４のなかでは、【熟議の実施】の成

果が、校長の理解を通して、【教育課程等】に整理・反映され、【学校運営協議会】の場で、

【承認】され、【教育課程を介して社会と目的を共有】するという流れが図示されている。

図５は組織図であるため、それぞれの組織がもつ機能や役割については詳述されていない

が、MM 本町小学校の学校運営協議会には、地域学校協働本部の代表者も委員として参加

しており、学校運営協議会と地域学校協働本部がダイレクトに接続している。さらに学校運

営協議会の場には、校長・教頭をはじめとする管理職のみならず、校内のキープレーヤーと

なる教員や PTAの代表者も参加しており、これらの当事者が直接的に協議会での対話に参

加できるしくみなっている。 

つまり、学校運営協議会の場が、「学校側（校長）から提供された情報を協議会委員が受

け取り、委員の間で吟味する」ための会議の場としてのみならず、「学校（教員含む）・地域・

保護者（PTA）」が協働して新たなアイデアを生み出す場となる構造を持っている。MM本

町小学校の学校運営協議会では、図４にある【情報の共有】【基本方針の承認】【熟議の実施】



が「学校（教員含む）・地域・保護者（PTA）」の間で実現していることに加えて、【学校運

営の基本方針】および【教育課程を介して社会と目的を共有】することが、【承認】という

一方向的な関わり方だけではなく、【協創】という双方向的な関わり方を通して実現されて

いる。ここでいう協働・協創の具体的な事例については「（４）実践」にて詳述する。 

 

（３）「協働（coproduction）」とは 

 上記のような特徴を持つ学校運営協議会の活動を通じて、MM 本町小学校がどのように

ESD スクール・マネジメントの「拡張」を実践しているのか、その具体例を見る前に、「協

働」という概念を再確認しておきたい（Bovaird and Loeffler 2012; Ostrom 1996）。 

近年、学校経営や教育行政の現場で「協働」という言葉が頻繁に使われるようになってい

るが、公共経営論のなかではいわゆるパートナーシップ（partnership）と協働（coproduction）

は異なる概念として使い分けられている。下図が示すように、パートナーシップとは、ある

サービスの提供者間の協力関係を意味する（例：産学連携事業）。小学校と教育委員会が協

力してよりよい教育を提供しようとする取り組みなどは、パートナーシップの良例という

ことになる。 

一方、協働（coproduction）とは、あるサービスの提供者と利用者（受益者）が一緒にな

って、共に（co）公共的なサービスを創り出す（production）という協力関係を意味する（例：

市民参加型の政策評価）。Bovaird and Loeffler（2012）は、協働によって、異なる立場にい

るステイクホルダーが、互いの知見や資源を共有することで、より質の高い公共サービスが

提供できるというメリットを、多くの実践事例をもって指摘している。学校・地域・保護者

がアイデアを出し合ってより良い教育課程を創出しようとする「社会に開かれた教育課程」

のための熟議、そしてそのような熟議を踏まえた教育活動の実践はこの意味での「協働」で

あると言えよう。 

 

 

図６ パートナーシップと協働の違い 

（出典）Bovaird and Loeffler(2012),Ostrom(1996)を参考に筆者作成 

 



（４）実践：学校運営協議会におけるロジックモデル・ワーク 

①実践の概要 

 MM本町小学校の学校運営協議会は 14名のメンバーで構成されている。地域の自治会や

地元組織、地元の社団法人などの地域住民を代表する 4 名、保護者の代表が 2 名、地域学

校協働本部の代表者と放課後キッズクラブの代表者がそれぞれ 1 名ずつ、学識経験者とし

て、地域の民間企業や市の関係組織、近隣の小中学校の校長、大学教員（筆者）が 5 名、そ

して MM 本町小学校の小正和彦校長である。ここに MM本町小学校の先生方が事務局とし

て毎回数名参加されている。 

2021 年 11 月 27 日に行われた学校運営協議会において、60 分を超える時間が「ESD ロ

ジックモデル」のワークショップに費やされることとなった。全 2 時間の会合時間のうち、

前半の 1時間程度で「11 月までの教育活動の報告」が行われ、併せて、児童と保護者を対

象に実施されたアンケートの結果が、先生方の視点からの解釈と共に報告された。アンケー

トの作成やデータの分析、そして分析結果の解釈などについては『ESD BOOK feat.MM』

に詳しいが、過去 3 年の試行錯誤の中でこれらの内部評価の質が着実に向上している点も

特筆すべきポイントである。紙幅の都合上ここでは割愛するが、今年度も重点研究会の場で

「C→D→A→P」のサイクル（図２、３）が回っていたことを報告しておきたい。 

 

②ワークの目的と運営上の留意点 

前半の協議で学校の現状についての情報が共有されたのち、「協働型プログラム評価に向

けてのワーク」が始まった。このワークの目的は以下のように説明されていた。 

 

ESD プログラムを可視化したロジックモデルに基づき、本校では学校評価に取り組んできたが、

今までは学校運営協議会委員の皆様には、評価結果に関してご意見をいただくことが多かった。

そこで、ESD ロジックモデル改訂に合わせて、作成段階から委員の皆様よりご意見をいただき、

ESD ロジックモデルに反映させていくことで、様々なステークホルダーが参加した「協働型プ

ログラム評価」をより推進したい。（下線部は筆者；学校運営協議会当日配布資料より抜粋） 

 

 従来は「学校から協議会への情報提供」そして「協議会から学校への意見提供」というキ

ャッチボール的な関係性であったが、そこからさらにもう一歩進んで、ともに ESDの教育

プログラムを作っていこうという呼びかけが読み取れる。 

 筆者は MM 本町小学校の先生方と共にこのワークショップのファシリテーターを務めた。

この会議に先立って、先生方とワークの打合せを行ったが、その際に先生方と合意したのは

以下の諸点である。 

 

 着座の会議方式ではなく、自由に歩き回りながら付箋にアイデアを書き出して、各自で

模造紙に貼り出していく「立ち歩き方式」で行う。 



 貼り出された付箋の内容が全員で共有できるよう、一段落したところでファシリテー

ター（MM本町小学校の担当教員）が全部読み上げる。 

 「誰が書いたか」に左右されないよう、付箋は無記名で書いてもらう。 

 必ず全員に書いてもらう（遠慮がちな方が「見るだけ」にならないように配慮する）。 

 全体としてあまり深刻な雰囲気にならないように気を付ける。「立ち歩き」をしながら

参加者同士が気軽に雑談を交わせるくらいの、少しざわつきがあるくらいがよい。 

 

 以上のような実践は、既に多くの学校現場でも取り入れられている典型的な参加型のワ

ークショップの手法であり、これ自体は特に目新しいものではない。今回特に重視したのは、

「結論を急がないコミュニケーション」、すなわち、ワークの時間内に議論をきれいにまと

めようとしないこと、また、まとまらない状態を恐れないことである。たとえ参加型の形式

を採っていても、時間内にまとめなければならないというプレッシャーがかかっていると、

結論ありきの形式的なワークとなってしまい、一見ワークショップの形式を取っていても、

本質的にはワークショップとしての機能を果たしていないというケースも実際には多々存

在するためである。 

 一方で、「自由に議論して下さい」という丸投げ方式では議論がなかなか深まらず、表層

的な意見交換のみで時間切れとなってしまいがちである。今回は、協議会委員にとっては既

知である、MM本町小学校の ESDロジックモデル（資料 I. 2021年度版ロジックモデル参

照）のうち、「活動主体」が「地域の多様な人びと」である「直接アウトカム 04」を模造紙

に拡大印刷し（写真１）、「直接目的 04の文言（直接目的として何を目指すべきか）」と「直

接活動 0401~6 の内容（具体的な活動として何ができるか）」の二点について検討した。ワ

ークショップ開始時点でのロジックモデルは以下のようなものであった。ワークを経た本

報告書執筆現在、下記のロジックモデルは改訂中である。 

 

 

 

③ワークの成果 

 ワークショップの成果として、特に興味深かったのは次の 2点、すなわち、具体性と実効



性を伴った新たなアイデアの創発と、新たな提案に対する疑義によってもたらされた深い

コミュニケーションである。 

まず、直接目的 04 として現行のロジックモデルに掲載されている文言は、『地域の多様

な人 （々地域企業・NPO 法人・公的機関・ESD推進校など）は、本校の取組に関心をもち、

協力・連携している』という一文であった。これは MM 本町小学校の教職員が考案した文

言である。これに対して、「地域の多様な人々」を代表する参加者とともに行ったワークシ

ョップでは、「子どもが実際に何かできるまちにしたい」「子どもたちの活動が地域や大人を

感化するようになるとよい」「そのためには地域と学校がつながる必要があるが、意外にダ

イレクトには繋がりにくいのが現状だ」「学校の活動と地域活動の橋渡しとなるような機会

が必要なのでは」といったアイデアが提案された（写真１）。「地域の多様な人々」だからこ

その視点――例えば、「どのようなまちにしたいか」といった「まちづくり」からの視点や

「学校と地域の間には何らかの橋渡しが必要だ（ダイレクトには繋がりにくいのが現状だ）」

といった現実的な視点――が導入されたことは、大きな収穫であったと言えよう。さらにこ

のような機会によって、これまで協議会委員という外部者・第三者的な立場から助言をして

いたメンバーが、ESD ロジックモデルの策定に関わる「当事者」として自らを変容させる

こととなった。 

また、これらの提案を受けて、それを実現するための直接活動の内容については、「SDGs

デザインセンターや地元企業で、小学生たちが『社会』や『地域』に直接的に関わる機会を

提供することができる」いう発言が、関係機関の参加者からなされた（写真１）。SDGs デ

ザインセンターや地元企業の当事者と協働することで、単なる意見や希望としての発言で

はなく、実効性の高い現実的な提案として具体的な「場」が提供されようとしている。これ

が一つ目のワークショップの成果である。 



 
写真１ ロジックモデル 

（出典）みなとみらい本町小学校・提供 

 

   

写真２ ロジックモデル・ワークの様子 

（出典）みなとみらい本町小学校・提供 

 

 もう一つの重要な成果は、上記のような新しいアイデアが投入され、学校の外に新たな

「場」が開かれそうになったことに対する不安や躊躇いの意見がきちんと表明されたこと

である。SDGsデザインセンターや地元企業からの機会提供を受けて議論が盛り上がったと

き、委員のなかから、「まだ小学生の子どもたちが、ひとりひとりの子どもたちのことをよ



く理解しているわけでもない『会社』の大人たちのもとで活動するのはどうかと思う」、「小

学生の子どもたちにとって『社会』に出るのはまだずいぶん先のこと、それを今から視野に

入れる必要があるのだろうか」という趣旨の疑問が呈された。この発言がきっかけとなり、

「子どもが社会に出るのはもうすぐ（10 年はあっという間）なのではないか」、「知らない

場所にでも、飛び込んでみると子どもは意外にいろいろなことをやってのけるのではない

か」、「子どもたちの顔と名前を把握してくれている学校内での活動と、子どもたちが匿名化

されてしまう会社での活動は大分違う」など、様々な意見が飛び交った。 

 ここで重要なことは、「立ち話」のような雰囲気であったからこそ賛否の意見が出しやす

かったことである。挙手による発言であれば出されていなかったかもしれない意見も表明

されていた可能性が高い。このようなやり取りによって、大人たちの間にも多様な視点があ

るということ、また、自分と異なる意見をもった個人がなぜ、どのような意図でそのような

考え方を持っているのか、といった異なる意見の本質についての相互理解が深まったと考

えられる。また、この場ではこの点についての「結論」は出さなかった。しかし、「結論を

急がない」という会議方針に照らすと、新たな活動の可能性とそれについての疑義が交換で

きた、意義のあるコミュニケーションであったと言える。 

④「協働」の前提条件 

印象的だったのは、新たな提案に対する不安を表明していた参加者が、解散後の帰り際、

「はじめは不安を感じたが、会社の人たちとやり取りするうちに、向こうも真剣に考えてく

れているんだなということが分かり、そういう活動も悪くはないのかなと思うようになっ

た」という趣旨の感想を述べていたことである。ESD やキャリア教育の実践現場で、「校外

での新たな活動を導入する際に、内外の関係者からの理解を得るのが難しい」という声をよ

く耳にする。この事例は、現象としては些細なことに見えるかもしれないが、「社会に開か

れた教育課程」を実践する上での本質的な課題を示唆していると考えられる。 

「教育課程を社会に開く」ということは、まさに、教育課程をめぐって多様な価値が学校

現場に流入し、様々な衝突を生むということである。そして、異なる価値が衝突するところ

にこそ、新たな価値が生まれる可能性が潜んでいる。学校運営協議会のような場が、価値の

衝突を前向きに受け止め、衝突を相乗効果に変換しながら、多様な関係者とともに教育課程

を創発していく「協働」の場となるためには、ふたつの前提条件が必要となろう。 

ひとつは、学校・地域・保護者のそれぞれが、大人同士も多様であるということを心から

理解したうえで信頼関係を築くことである。そのためには「深いコミュニケーション」が不

可欠となる。そしてもうひとつは、立場や価値観の異なる個人や組織が、上位のアウトカム

を実感として共有することである。そのためにはプログラムの形成過程に「当事者」として

参画することが求められる。地域資源の活用や地域との連携に基づく新たな教育プログラ

ムの開発は、これらの前提条件を必要とする。 

ではどこで、いつ、どのようにしてそのような前提条件を満たすことができるのか。今、

求められているのはこの点の具体性、具体的な方法論であろう。MM 本町小学校の場合は、



協働型プログラム評価による ESDロジックモデルの構築を学内に閉じず、学校運営協議会

を通じて「拡張」することにより、ひとつ目の条件である「深いコミュニケーション」の場

を創出した。また、開校以来、『ESD BOOK feat.MM』をはじめ、様々なかたちで ESDロ

ジックモデルを学校内外に公開することで、ふたつ目の条件である「上位アウトカムの共有」

を図っており、併せて今年度の学校運営協議会におけるワークによって「プログラムの形成

過程への参画」の可能性を拓いた。本質的なコミュニケーションやプログラム形成過程への

参加の実感というのは一度の会合で深まるものではない。それゆえに結論を急がず、このよ

うな試みを継続していくことに意義があると言えるだろう。 

 

３．今後の展望――「情報交換の場」から「多様な教育機会の共創の場」へ 

 本報告書では、これまでの報告書の続編として、MM 本町小学校の ESDスクール・マネ

ジメントの「拡張」に焦点を当てて報告した。一年目の「導入」、二年目の「展開」を経て、

これまで学内で取り組んできた ESD ロジックモデルの作成ワークショップを、学校運営協

議会の場で実践することにより、教育課程の構築を「社会に開く」という取り組みが、三年

目を迎える今年度の新たな挑戦であった。 

 ある公共サービスの提供者と受益者が両者の垣根を越えて、共に（co）公共サービスの「生

産者」となる（production）――この意味での「協働（coproduction）」を実現させるために

は、情報の発信者と受信者という垣根も同時に超える必要がある。「学校」から「学校運営

協議会」へ多様な情報が提供され、「協議会」から「学校」へ忌憚のない意見が返され、そ

して「学校」はその意見を教育課程の形成に活かすという流れが滞りなく機能しているとい

うことも、もちろん重要なことである。しかし、「社会に開かれた教育課程」の実現を、「協

働」という観点から試みるのであれば、「情報の提供(発信)と受信」を基礎とした関係性か

ら、情報を議論の材料として共有し、その材料をもとに協働して教育課程を考案するという

「共創」の関係へと歩を進めることが求められているのではないだろうか。学校運営協議会

は厳選されたメンバーで構成されており、ひろい地域の全体を代表するものではないが、ま

ずは学校運営協議会や地域学校協働本部などの新たなチャンネルが、教育課程に関わる本

質的なコミュニケーションの「場」として機能することにより、地域に「教育課程を共創す

る」という意識が広がっていくことが期待される。 

 Bovaird & Loeffler（2012）が指摘するように、各地域には「資産（asset）」がある。それ

を活かした教育課程を実現することは、ESD の概念を「開封する（unpack）」（UNESCO 2016）

という考え方（令和元年度報告書）にも通ずる。また逆に、広範に及ぶ地域の「資産」をど

のように活かすのかを教科横断的に構想する際に、ESD 的な発想それ自体が示唆に富む手

掛かりとなるだろう。加えて、今年度MM本町小学校が取り組んだ「拡張」の試みは、SDGs17

番目のゴール「パートナーシップで目標を達成しよう」の実践そのものであるとも言える。

さらに言えば、「パートナーシップ」を越えて「協働（coproduction）」で目標を達成しよう

とするこの試みは、17 番目のゴールを超越する試みであると言えるのかもしれない。 
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資料 I. 2021年度版ロジックモデル 

 

 



 

 

筆者注 

注１）上記★印のとおり、中期学校経営方針との関連性も意識したロジックモデルの改定が行われている。 

注２）「直接 04、05」の内容は、今回のワークを受けて、改訂中である。 

  



資料 II. アンケート調査票（児童用） 

 

筆者注 

注１）上記の質問票は高学年用。低学年用も内容は同じだが、文言と漢字が平易化されている。 

注２）今年度より、ペーパレス化とデータ処理の省力化を図るため、アンケート調査はロイロノートを活用してオンライ

ンで行われることとなった（下記、参考画像）。 

 

 



資料 III. 保護者-教職員アンケート調査結果 

 

■学校運営に関する質問項目（全 9問：保護者と教職員の回答に統計的有意差があったものに★） 

（１）学校は、地域・保護者と協働しながら教育活動を進め、子どもたちにまちの一員・社会の一員と

いう意識を高めている。 

（２）学校は、様々な人とのかかわり（友達、異学年、地域人材等）を大切にした教育活動を通して、

多様性を理解するとともに、自他を大切にする心を育てる指導を行っている。★(t=2.35, p<0.05, 保護者

の方が強く賛同) 

（３）学校は、学習形態や学習方法などを工夫した分かりやすい授業づくりを目指し、個に応じた適切

な支援をしている。★(t=3.07, p<0.01, 保護者の方が強く賛同) 

（４）学校は、体育など機会を活用して体力向上の取組を行い、子どもたちが運動に親しみをもてるよ

うにしている。★(t=3.13, p<0.01, 保護者の方が強く賛同) 

（５）（保護者）学校は、持続可能な社会の担い手を育てるために、ESD／SDGｓの視点を意識した

様々な教育活動を行い、子どもの学びを高めている。 

（５）（教職員）学校は、職種や学年・教科の枠を超え、職員一人一人が ESD 推進にできることに取り

組んでいる。 

（６）学校は、いじめの未然防止に努めるとともに、いじめと思われることがあったときには、すぐに

対応して指導している。★(t=4.78, p<0.01, 教職員の方が強く賛同) 

（７）（保護者）ご家庭は、学校だより・ホームページ・学校説明会などから、学校経営の方針や子ど

もの学びや活動を理解できている。 

（７）（教職員）学校は、教育活動の様子を、保護者や地域へ、積極的な情報発信に努めている。 

（８）教室環境（掲示物・衛生面など）は、子どもたちにとって学習や生活のしやすいものになってい

ましたか。★(t=3.68, p<0.01, 保護者の方が強く賛同) 

（９）学校は、感染症対策を講じながら、教育活動に取り組んでいる。 

 

■子どもの学びに関する質問項目（全 6問：保護者と教職員の回答に統計的有意差があったものに★） 

（１）子どもたちは、学習の課題を解決するために、計画を考えながら学習していると、思われます

か。★(t=3.09, p<0.01, 保護者の方が強く賛同) 

（２）子どもたちは、自分が分かる方法を見つけたり試したりして学習していると、思われますか。★

(t=3.29, p<0.01, 保護者の方が強く賛同) 

（３）子どもたちは、友達や先生の話を聞くときに、「いいね」「うーん」「なるほど」「どういうことだ

ろう」と興味をもって聞いていると、思われますか。★(t=3.53, p<0.01, 保護者の方が強く賛同) 

（４）子どもたちは、違う意見を取り入れて活動を考えたり、考えをまとめたりしながら取り組んでい

ると、思われますか。★(t=2.11, p<0.05, 保護者の方が強く賛同) 

（５）子どもたちは、新しい見方や考え方を見つけることを楽しいと感じていると、思われますか。 

（６）子どもたちは、自分が「こうしたい」「こうなりたい」という思いをもって取り組んでいると、

思われますか。 

 



■学校運営に関する質問項目：結果グラフ抜粋 

 

 

 

 

 

 



■子どもの学びに関する質問項目：結果グラフ抜粋 

 

 



第４章 

本年度の横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアムの取組 

（教育委員会としてのＥＳＤ推進） 



横浜市 ESD推進コンソーシアム交流報告会 

日時：児童生徒の部 2022年１月 25日（火）26日（水）27（木） 

２月１日（火）２日（水）３日（木）４日（金） 

教職員の部 2022 年 1月 29日（土） 13時～16時 

会場：児童生徒の部 オンライン（Ｍｅｅｔ）開催（市役所 14階共用会議室 14Ｎ１～３、14Ｓ１～２）

教職員の部  オンライン（Ｚｏｏｍ）開催（市役所 18階共用会議室みなと１・２・３）

〇 はじめに 

今年度も、COVID-19感染拡大防止のため、オンラインで

実施した。児童生徒の部は、１３：３０～１４：３０（４

日間）または、１５：４０～１６：４０（３日間）に３～

４校が集まって実施した。参加は任意（よこはま子どもピ

ースメッセンジャー※１及びこどもエコフォーラム ※２ステ

ージ発表校も含む）とし、事前に撮影した動画のみでの発表や視聴のみでの参加も可能とした。児童生

徒や教職員、ＥＳＤ推進関係者を合わせて 1000名以上の参加があった。 

各回、動画発表校を含めて３～４校で、「発表と質問・感想交流」を行った。率直な質問や意見のやり

取りをする中で、同じようにＳＤＧｓの達成を目指した活動をしている仲間がいることや自分たちの力

でも地域や社会に影響を与えられることを実感していた。そして、ＳＤＧｓの達成に向けて行動し続け

ることが大切だという思いを多くの児童生徒が発言したり、振り返りに表現したりしていた。 

また、よこはま子どもピースメッセンジャーから、国連やユニセフとの国際平和交流についての報告

を聞いた児童生徒は、自分たちの地域だけでなく、国際的な広い視野で考えることの重要性にも気付き、

これからの自分たちの活動を見直すきっかけになっていた。 

【小学校６年生 児童】 
来年は、総合的な学習の時間で 
どんなことをやりたいですか？ 

【小学校５年生 児童】 
総合的な学習の時間で何をやるかは 
６年生になってから決めることだけど、 
自分は人の役に立てることをやりたいです。 

※１ よこはま子ども国際平和スピーチコンテストで市長賞を受賞した児童生徒 4 名
※２ 児童生徒が SDGs 達成に向けて行った活動を発表する場

Ⅰ 児童・生徒の部（１月 25日～２月４日） 



【各回の参加校と発表テーマ】 

日 時 学校名 発表テーマ 

１月 25 日（火） 

１３：３０～１４：２５ 

本牧南小動画発表 

幸ケ谷小学校 

５－１ 

「THE滝の川」 

～世界（自分、友だち、地域）とつながる５－１～ 

大門小学校 

６－３ 

「CO２削減のためにできることに取り組もう」 

「食品ロス」「クリーン作戦」「節水」「節電」「再生紙」 

榎が丘小学校６年 

日枝小学校６年 

「国連やユニセフとの国際平和交流」 

～よこはま子どもピースメッセンジャーの活動～ 

１月 26 日（水） 

１５：４０～１６：３５ 

新井中学校 

生徒会 

「ＳＤＧｓとつなげた生徒会、図書館、園芸の取組」 

南希望が丘中学校 

保健委員会 

「ユニクロ服のチカラプロジェクト」 

小田中学校 

生徒会 

「誰にとっても居心地の良い学校へ」 

～創立３０周年式典への取組から～ 

１月 27 日（木）① 

１３：３０～１４：２５ 

幸ケ谷小学校 

５－３ 

「自分友達社会の命を救え！！」 

～Save Your Neighbor～ 

荏田西小学校 

６年 

「ＥＮＤｓ（荏田西小版ＳＤＧｓ）を考え、 

よりよい社会をつくろう」 

東高等学校 

ＡＣＣＵ国際交流

事業参加者 

「ＡＣＣＵ国際交流事業～インド教職員との交流～」 

１月 27 日（木）② 

１３：３０～１４：２５ 

本牧南小動画発表 

荏田西小学校 

５年 

「図工 読書感想画考えた未来」 

鶴見小学校 

５－２ 

「STG'ｓ～持続可能な鶴見川を目指して～」 

２月１日（火） 

１５：４０～１６：３５ 

市ケ尾中学校 

生徒会 

「市中２大プロジェクト」～『木のストロープロジェク

ト＆服の力プロジェクト』

中和田中学校 

生徒会 

「届けよう、服のチカラプロジェクト」 

上飯田中学校 

３年 

「国連やユニセフとの国際平和交流」 

～よこはま子どもピースメッセンジャーの活動～ 

本牧中学校 

生徒会 

「ＳＤＧｓ11 住み続けられるまちづくりを達成の

ための本牧中の取組」 

２月２日（水） 

１５：４０～１６：３５ 

西柴中学校 

３年 

「ＳＤＧｓについての調査研究』 

西本郷中学校 

生徒会 

「私たちにできること」 

～地域防災や緑化運動～ 

中川西中学校 

生徒会 

「ＳＤＧｓ活動報告」 

～ギリシャの中学生とのオンライン交流～ 

六浦中学校 

１年 

「国連やユニセフとの国際平和交流」 

～よこはま子どもピースメッセンジャーの活動～ 



日 時 学校名 発表テーマ 

２月３日（木）① 

１３：３０～１４：２５ 

みなとみらい本町 

小学校 ３－１ 

「住み続けられる街づくりについて」 

大門小学校 

３－３ 

「いろいろな植物からたくさんの色をつくりだそう」 

荏田西小学校 

４年 

「荏田西小学校のバリアフリーを 

パワーアップしよう」 

２月３日（木）② 

１３：３０～１４：２５ 

大門小学校 

５－２ 

「廃棄される食品を減らそう」 

～生産・加工・流通・消費の観点から～ 

三保小学校 

６－５ 

「伝えよう！残そう！わがまちふるさと三保」 

～持続可能な三保のまちをめざして～ 

２月３日（木）③ 

１３：３０～１４：２５ 

羽沢小学校 

５－１ 

「地球を守ろう！ はざわＳＤＧｓプロジェクト」 

～エコバッグづくり～ 

三保小学校 

６－４ 

「伝えよう！残そう！わがまちふるさと三保」 

～持続可能な三保のまちをめざして～ 

２月４日（金）① 

１３：３０～１４：２５ 

永田台小学校 

４－１ ４－２ 

「生ごみ大変身大作戦」 

～生ごみコンポスト活動～ 

三保小学校 

６－２ 

「伝えよう！残そう！わがまちふるさと三保」 

～持続可能な三保のまちをめざして～ 

南本宿小学校 

ＳＤＧｓ委員会 

「教育水田を中心にしたＳＤＧｓの活動」 

恩田小学校 

５－２ 

「５－２発見隊！～恩田のみりょくを伝えよう～」 

２月４日（金）② 

１３：３０～１４：２５ 

幸ケ谷小学校 

５－２ 

「貧困の国の命を救う」 

～寄付活動や 1ミニッツ動画作り～ 

三保小学校 

６－１ 

「伝えよう！残そう！わがまちふるさと三保」 

～持続可能な三保のまちをめざして～ 

三保小学校 

６－３ 

「伝えよう！残そう！わがまちふるさと三保」 

～持続可能な三保のまちをめざして～ 

【中学校 生徒】 
国連との５日間の交流で一番印象に残ったことは何ですか？ 

【中学校 ピースメッセンジャー】 
国連国際学校では、100 か国以上の国籍をもった子ども
たちが学んでいて、皆違うことが当たり前という環境が
印象に残り、素敵なことだと思いました。



 

 

市内だけでなく、全国から 80人以上の参加申込みがあった。ワークショップと実践報告、グループ協議

の構成で実施した。 

 

１ ワークショップ 

（１）「UNESCO 報告書『私たちの未来を共に再構想する』から想像する 2050年の教育」 

   ～未来の教育に「何を継続すべきか、何をやめるべきか、何を新たに考案すべきか」～ 

東京都市大学教授  佐藤 真久 氏 

東洋大学教授    米原 あき 氏 

東京大学大学院教授 北村 友人 氏 

上智大学教授    丸山 英樹 氏（UNESCO 報告書サマリーの監訳者） 

 

UNESCO 報告書のような英文の報告書は、欧米で

は原文で読まれるものの、和訳がないため、日本

ではなかなか理解が広がらない。こうした背景か

ら、丸山氏の研究チームと上智大学の丸山ゼミナ

ールを中心に翻訳チームが編成された。ワークシ

ョップでは、丸山氏による監訳に関する講演とグ

ループ協議、オンラインツールを活用した全体共

有を行った。 

Ⅱ 教職員の部（１月 29日） 



①丸山氏による講演 

この報告書は、一言でいえば「問い直し」のきっかけ

を与えようとするものである。具体的には、今から約 30

年後の教育を改めて想像してみることや 2050 年に向け

た「３つの問いかけ」（「何を、続ける？」「何を、やめ

る？」「何を、創る？」）、未来を創るにあたってのポイン

トとして「協働・参加・学びほぐし」について述べられ

ている。そしてこの報告書は、教育を再構築するにあた

って、対話するスタート地点であるとしている。 

またこの報告書のタイトルには、教育、社会契約という言葉があり、「教育」とは「私たちの営み」

であり、「社会契約」とは「私たちの集団生活そのもの」と示しており、包括的で理想主義的な主張を

している。 

関連して、教育水準が高いほど、環境負荷が高い傾向があることが分かっている。環境負荷を抑え

つつ、30 年後の日本・世界を展望し、教育が「明るい未来」を語ることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②グループ協議 

 ～未来の教育に「何を継続すべきか、何をやめるべきか、何を新たに考案すべきか」～ 

10人程度のグループで、テーマについて協議した。 

 

③全体共有 

オンラインツールを利用して、各グループで話し合われた内容について共有した。 

参加者からは、「色々な立場の人が同じフィールドに立って、３つの問いかけについて話し合えてよ

い機会となった」や「何をやめるのかが出てこず、既存の文化に慣れてしまっていることに気付き、

危機感をもった」、「『続ける』『やめる』『創る』が、ＥＳＤの『見なおす』『つなげる』『変わる』『地

域で、世界へ』と掛け合わされ、見え方が立体的になった」といった声が寄せられた。 

全体共有の画面 



２ 実践報告「ＥＳＤ実践によって引き出すことができた価値」 

（１）横浜市立幸ケ谷小学校主幹教諭 宮崎 大 

総合的な学習の時間で、テーマ設定や活動の展開をしていく上で「自分たちの行動が未来を変えて

いけるか」という「ＥＳＤ、ＳＤＧｓを意識」している。また、「学習のゴールの姿」として「発表会

で立派に発表する」「想いを地域の人に伝える」というゴールではなく、様々な人々の行動変容を見据

えたアウトプットを目指している。例えば、児童のエコバッグ・レジ袋の取組では、これまで学習し

てきたことを踏まえ、保護者や地域の人と対話の中で、相手の意識や価値観はどこにあるのかを考え、

行動変容につながる意見交換を行う「コンサルティング」を行っている。また、リフレクションの研

究を進めていて、教職員はフラットな人間関係を大切にしている。例えば授業研究の在り方も、経験

年数によって、指導する・されるという関係ではなく、自由に「問い」出し合いながら、気付きや次

にチャレンジをしてみたいことなどを共有している。校務分掌にＥＳＤ推進部を新設し、３年間で約

１２０に及ぶ業務改善につなげたりすることができた。 

このような実践により、ＥＳＤの実践によって引き出された価値は、学校教育目標で目指す児童の

姿に近づくことができており、教職員の同僚性を高め、教職員による主体的な働き方改革を進めるこ

とができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）横浜市立小田中学校長 池田 ゆかり 

ＥＳＤ推進をきっかけに「このままでいいの

か？」「これを本当に続けることができるの

か？」といった視点で、日々の教育活動や業務

を見直している。意識調査によって「職場には、

過去の慣習・既存ルールにとらわれることなく、

柔軟に考えることが推奨される雰囲気がある」

と感じている職員の増加や「仕事をするうえで

ストレスを感じている」職員が減少する傾向が

結果として出ている。こうした職員の意識改革

が生徒の変容に繋がり、生徒からは「ＳＤＧｓ

とのつながり」や「環境への影響」を意識する

発言が増えたり、校外学習では、これまでの活

動を生かしながら、「誰一人取り残さない」や「Ｓ

ＤＧｓ達成の担い手育成につながる」視点を取

り入れることで、大きな負担なくＥＳＤを推進

することができている。 



（３）横浜市立東高等学校教諭 平澤 香織

イーストタイム（「探求」の時間）を活用した教科横断型学習において、ＳＤＧｓの達成に向けた取

組を進めている。外部機関による校内・校外での学習の機会を積極的に設定し、自己の使命を自覚さ

せるとともに、幅広い豊かな人間性と高い論理性、リーダーシップを育むことを目指している。 

留学生と交流する「Glocal Citizenship Camp」では、「ＳＤＧｓや世界の諸問題に対する興味や関

心」の設問において、７以上（最高値は 10）をつけた生徒が 30％（実施前）から 87％（実施後）に

増加した。また「コミュニケーション手段としての英語の重要性」の設問では、７以上をつけた生徒

が 68％から 99％となり、英語のみならずコミュニケーション手段としての語学の重要性に気付くこ

とができた。その他、サスティナブル研究部による企業と連携した商品開発や職員と生徒による ACCU

国際交流事業におけるインドの教職員との交流、ＥＳＤ推進校の小学校とのオンライン交流で、小中

高の学びの繋がりに気付く実践などを行っている。 

３ グループ協議 

４人程度で実施した。限られた時間であったが、感じ

たことを表現したり、意見交換をしたり、情報共有を

したりすることができた。 

参会者からは、「うまくいっていることだけでなく、

学校全体の雰囲気作りについて意見交換ができた」や

「ＥＳＤに型はないという言葉を受けて、学校の状況

に応じてＥＳＤを推進すれば良いと勇気づけられた」

といった声が寄せられた。 

４ クロージング  東京都市大学教授 佐藤 真久 氏 

本日は、横浜市のＥＳＤ推進校だけでなく、市外からも多くの方々に出席いただいた。この場を借

りてお礼を申し上げたい。 

今回の交流報告会は、ユネスコ報告書の「３つの問いかけ」から始まった。「新しいものを作ること」

は「ありたい姿を描くこと」につながると考えられる。再構築に向けて対話するスタート地点である

という話があったが、学校の中で対話を継続することが大切である。 

これまでの横浜市におけるＥＳＤ推進において、横浜市が掲げる「見直す」「つなげる」「変わる」

「地域で、成果へ」のキーワードや「ホールスクール」「学校の活性化」「チャレンジ」といった言葉

があった。新しい社会を、学校の中で、児童生徒だけでなく教職員も関わりながら、みんなで創って

いこうとすることで、これからのチャレンジにもつながると考えている。 

世の中が、余裕がなくなってきている状況の中で、正しさの衝突が起きている。だからこそ、コミ

ュニケーションをし続ける姿が重要であり、相手を尊重しながら、新しいものやことを創り上げてい

くことを大切にしたい。 



  

本報告書の執筆・作成協力（第 1章以外） 

東京都市大学大学院 環境情報学研究科   教授 佐藤 真久 

（横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアムコーディネーター）

東洋大学社会学部社会学科 大学院社会学研究科 ／インド工科大学 
教授 米原 あき 

  

（横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム委員） 

（2022年 1月 31日現在）

横浜市立永田台小学校 

横浜市立幸ケ谷小学校 

横浜市立市ケ尾中学校 

横浜市立東高等学校 

横浜市立三保小学校 

横浜市立羽沢小学校 

横浜市立日枝小学校 

横浜市立恩田小学校 

横浜市立荏田西小学校 

横浜市立南本宿小学校 

横浜市立みなとみらい本町小学校 

横浜市立大門小学校 

横浜市立中和田中学校  

（

本年度のＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校 

編修・発行 横浜市教育委員会事務局学校教育企画部小中学校企画課 

横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム 

横浜市立西本郷中学校 

横浜市立西柴中学校 

横浜市立中尾小学校 

横浜市立相沢小学校 

横浜市立本牧中学校 

横浜市立小田中学校 

横浜市立中川西中学校 

横浜市立旭小学校 

横浜市立本牧南小学校 

横浜市立飯島小学校 

横浜市立牛久保小学校 

横浜市立新井中学校 

横浜市立南希望が丘中学校 

（2021 年度指定 26校） 
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